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ズ。從 ツテ結核菌 ト淋巴腺 トノ關係 二就 イテハ

幾多 ノ研究 アリテ枚基 二逞 アラズ。然 ルニ更ニ
ー歩進 ミテ結核菌 ト淋巴腺 テ灌流 セル淋巴液 ト
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ノ關 係 殊 二 淋 巴 液 内 二 於 ケ ル 結 核 菌 ノ態 度 二論

及 シ タ ル モ ノハ 未 ダ 嘗 テ文 献 上 之 テ求 ム ル 能 ノ、

ザ リ キ 。

抑 く淋 巴 液 ハ身盟 各 部 ノ 臓 器 ヨ リ 淋 巴管 二 入 リ更 二

集 マ リテ胸 管 トナ リ、脊桂 ノ前 ヲ上 昇 シ テ、 左 票 静 脈

ト左 鎮骨 静 脈 トノ合 流 瓢 二 開 ロ ヌ。 但 シ、右 側 頭部 、

頸 部 及 ビ同 上肢 ヨ リ 集 マ レル 淋 巴 液 ハ 別 二右 頸 静 脈

ト右 鎮 骨静 脈 トノ合 流 鮎 二開 ロス 。ソ ノ末 梢 ノ各 臓 器

二於 ケル 淋 巴 ノ形 成機 縛 二關 スル 學 訊 ハ 種 々 ア レ ド

モ從 來 ノ學 者(1⊃一⑥ノ説 ハ次 ノニ 設 二大 別 ス ル ヲ得㌔

即 チー ハ、細 胞 個 膣 ノ機 能 ニ ヨ リ形 成 サル トナ シ・ 他

ハ血 液 ト血 管 ト ノ 間 二 存 ス ル 物 理 化 學 的機 轄 二依 ル

bナ ス 、前 者 二團,スル モ ノニHeidenhein(7)・Aschner(8)・

Barbera及 ビCarleon等 ア リ。Heidenheinノ ・氏 ノ

動 物 實 験 二 於 テ 葡萄 糖 溶 液 ヲ 末梢 血 管 二 注 射 ス ル

ヤ、 容 易 二淋 巴 二移 行 シ、血 液 含 糖 量 ヲ超 過 ス ル コ ト

ヲ認 メ 以 テ所 謂 、氏 ノ淋 巴 分 泌訊(Sekretionstheorie)

ノー論 擦 トナ シ、毛 細 管 ノ内 被細 胞 ヨ リ分 泌 スル モ ノ

ナ リ ト圭 張 セ リ。物 理 化 學 ヲ以 ッテ説 明 セ ソ トス ル モ

ノニLudwig〔9),Cohnsteinlie)ノ 濾 過 訊(Filtrations-

theorie)ア リ。 即 チ淋 巴 ノ形 成 ・・專 ラ毛 細 血 管 ノPt1・

亭 行 シテ増 加 スル 事 實 ニ ヨ リ唱 道 セ リ。

以 上 ノ淋 巴形 成 ノ學 説 ノ各 々 ・・依 ソ テ 來 ル所 ノ論糠

ヲ有 ヌル ヲ以 ツ テ互 二 相 封 峙 セル モ 淋 巴形 成 二共 通

ナ ル 要 約 ノ・(1)毛 細 管 慶 ノ上 昇 ・・第 一/要 件 ニ シテ

ソノ他/モ ノ トシ テ・・、(2)毛 細 管壁 ノ 透 過 性(Per・

meabilittit)ニ シテ、最 モ透 過 性 ノ大 ナル モ ノ・・肝 臓 ノ

毛 細 管 ニ シテ、小 ナル ハ四 肢 ノ毛 細 管 ナ リ。 加 藤 敏 授

ノ設 二依 レバ 、静 止 状 態 二於 テ胸 管 中 ヲ流 レル 淋 巴 ノ

大 部分 ノ・、實 二肝 臓 及 ビ清 化 管 二 於 テ形 成 セ ラ レ啄 ル

モ ノ ト云 フ。「ペ プ トソ」及 ビ蛭越 幾斯 ノ如 キ、 促 淋 巴

形 成 物 質(Lymphagoga)・ ・毛 細 管 ノ透 過 性 ヲ増 加 シテ

淋 巴 ノ形 成 ヲ促 進 ス ル ナ リ。是 等 ヲ循 環 系 中 二注 入 ス

ル トキ ノ・、毛 細 管踵 バー 時微 小 二上 昇 スル ノ ミナル ニ

淋 巴 ノ形 成 ハ著 明 二増 加 ス。 此 ノ時 、門脈 ヲ豫 メ結 紮

ス し!バ、淋 巴 ノ・塘 加 セ ザル瓢 ヨ リス レ・バ、 毛 細 管 ノ透

過 性 ニ ヨ リテ淋 巴 ノ形 成 ヲ増 加 ス ル 圭 ナル モ ノ ・内、

肝 臓 ノ毛 細 管 ガ ソ ノ大 部 分 ヲ占 ムル ナ ラ ソ ト。伺 毛 細

管 ノ透 過 性 ノ・毛細 管 ノ榮 養 ト關 係 ア リテ、榮 養 が障 碍

セ ラル ・ トキ ノ・透 過 性 ハ 増 加 シ、 ソ ノ結 果 浮 腫 ヲ起

ス。 酸 素 鉄 乏 ノ場 合 二於 テモ 同 懐 ナ リ ト云 フ。爾 淋 巴

形 成 二大 ナル 關 係 ヲ有 ス ル モ ノ ・・、(3)臓 器 ノ新 陳 代

謝 ナ リ。 臓 器 が活 動 シテ新 陳 代 謝 が 旺 盛 トナル トキ

ハ、該 臓 器 ノ淋 巴形 成 モ亦 旺 盛 トナル 。 ソ ノ理 由 トス

ル 所 ノ・新陳 代 謝 ニ ヨ リテ大 ナ ル分 子 ・・分 解 サ レテ、小

ナ 〃分 子 トナ リ、之 ガ組 織 中 二振 散 ヌ ル ヲ以 テ、 其塵

二 生 ズル滲 透 膣/タ メ ニ 血 中 ノ 水 分 ハ 淋 巴 中二 移 行

シ テ壇量 ス。以 上 ニ ヨ リ胸 管 淋 巴 ・・組織 ニ ソノ源 ヲ獲

シ、ソノ含有 スW酸 素 及 ビ榮 養 物 質 ヲ組 織 二與 ヘル ト

同 時 二、新陳 代 謝 産 物 ヲ組 織 ヨ リ受 ケ取 リ、 爾 ホ清 化

時 二於 テ へ 乳 魔 管 ヨ リ來1ノル 乳 魔 ⇒混 入 シ、 他 方 二

於 テ ノ・、血 液 ノ濾 液 ヲ含 有 ス。 ソ ノ性 状 ヨ リス レバ、

血 漿 二近 ク、甚 ダ複 雑 ナル 組 成 ヲ有 スル モ ノ ト考 ヘ テ

ノL!o

翻 ツ テ、 血 液 ノ諸 種 細 菌 二i封 ス ル 培殖 阻 止 作 用 ノ・、

A.E.Wrightユ8)が 血 液 中 二於 テ細 菌 ヲ培 養 スル 方 法 、.

帥 チ、"Slidece11eCulture"ヲ 創 案 セ シ ヨ リ此 ノ方'

面 ノ研 究 ・・新 ラ シ キ局 面 ヲ展 開 スル ニ至 レ リ。今 並 二

Wrightノ 培 養 法 登 見 前 後 二 於 ケル 血 液 ノ細 菌 二 封 ス

ル 作用 二關 スル 方 面 的研 究 ノ 趨 勢 及 ビ 業 績 ヲ文 獄 上

二求 ム レ・バ、 大 髄 次 ノ如 シ。

血 液 ノ菌 培殖 阻止 作 用 二 關 ス ル 文 獄 ・・、Forder'i1)ノ

1887年 二公 表 セ ル モ ノ ヲモ ソ テ 蟷 矢1・ ナ ス。 氏 ・・試.

験 管 内 ニテ家 兎 ノ血 液 ガ 脾 脱 疽 菌 二 謝 シ テ 強 キ殺 菌

力 ヲ有 ス ル コ1・ヲ實 験 セ リ。Nuttarl2ノ ・Forderノ

研 究 ヲ追 試 シ家 兎 ノ外 、 鼠 、 山 羊 、鳩 ノ血 液 ヲ以 テ脾

脱 疽 菌 ヲ培養 シ、血 液 ノ抗 菌 性 ヲ研 究 セ リ。

爾 ホ、 氏 ・・脾 脱 疽 菌 ノ外 、Bacillussubtilisu.Maga-

therium二 於 テモ 該 血 液 培 養 法 モ ヨ リ 菌 増 殖 阻止 作

用 アル コ トヲ認 メ タ リ。Buchner'i3)・ ・血 液 ノ抗 菌 性

ト熱 トノ關係 ヲ 研 究 シテ ー 定 ノ條 件 ノ下 ニ ハ血 液 ノ

抗 菌 性 ・・消 失 ス ル コ ト ヲ實 験 セ リ。Pfeifer'14,ハ 「コ レ

ラ」免 疫 二關 スル 研 究 ヲ成就 シテ免 疫 學 史 上 二 偉 大 ナ

ル 業 績 ヲ残 シタ リ。SchottmUlleru.Barfurth(151ノ ・i種

々ナル連 鎮状 球 菌 二 封 ス ル 脱 繊 維 人 血 液 ノ 抗 菌 性 ヲ

究 メ、Ruge`16)u.PhilipP'1i7)・ ・i連鎮 状 球 菌 ノ人 血 液 内

ノ培 養 ヲ研 究 セ リ。 以 上 ノ實 験 ・・総 テ、便 宜 上 血 液 ノ

アル 成 分 ヲ訣 キタ ル モ ノ ニ就 キ テ ノ箕 験 ノ結 果 ナ リ。

即 チ血 清 叉 ハ脱 繊 維 素 血 液 ヲ以 テ 行 ノ・レタル モ ノナ

レバ、全 血 液 ノ阻 止 作 用 二關 シテ ノ・、以 上 ノ研 究 結 果

ヲ以 テ直 チ ニ推 論 シ 得 ザノレ所 ナ リ。 斯 ル 鉄 鮎 ヲ除 去

シ、全 血 液 二就 イテ其 ノ菌 培 殖 阻止 作 用 ヲ楡 ス ル 方 法

ヲ考 案 セル ノ・、A.E.Wrightユs)ナ リ。Wright・ ・始'

メ全 血液 内培 養 法 トシテ 毛細 管 培 養 法 ニ ヨ リシモ、 ゾ
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ノ後 夏 二 簡 軍 ナル"SlidecelleCUIture"ヲ 考 案 セ

リ。氏 ハ始 メ毛 細 管 ニ ヨ リテ肺 炎 患 者 ノ全 血 液 内 二肺

炎 菌 ヲ 培 養 シ タル ニ 菌 増殖 阻 止 作 用 ヲ 認 メ タ リ。

Langeru.Kyrklund(19)ノ ・初 生 見 モ全 血 液 二 ・・抗 菌 性

二乏 シキ コ トヲ實 験 シタ リ。Gutmann(20)モ 同 ジク初

生 見 血 液 ノ殺 菌 力 二關 シテ研 究 シ、殺 菌 力 減 退 ハ分 娩

時 ノ長 短 性 、燈 重 ニ ハ關 係 ナ ク、 假 死 、 或 ヒノ・ソ ノ他

ノ瓦 斯 交 換 ノ障 碍 ヲ來 シタル 分 娩 、印 チ炭 酸 瓦 斯 ガ血

中 二蓄 積 ス ル ガ如 キ 状 態 二於 テ 殺 菌 力 ハ 低 下 スル コ

bヲ 認 メ タ リ。Geller(21)ノ ・女子 血 液 ノ殺 菌 力 ノ・月経

直前 二低 下 シ、月纒 終 了前 二、 正 常 若 ジク ハ、 ソ レ以

上 二 上 昇 ス ル コbヲ 認 メ タ リ。C.Prausnitzu.G.

Meissne〆22)ノ ・男 子 血 液 ノ殺 菌 力 ノ恒 ニー 定 ナ ル コ ト

ヲ認 メ タ リ。 然 シ男 子 二於 テ モ 身盟 異 和 ノ タ メ カ、時

々殺 菌 作 用 ノ低 下 ヌ ル コbア リ ト云 ヘ リ。Colebmak

u.Storer(23)ノ ・血 液 ノi建鎖 状 球 菌 並 二 葡 萄 状 球 菌 二i封

ス ル 殺菌 力 ハ血 液 ノ凝 固 防止 物 質 ヲ 添 加 ス ル トキ ハ

甚 シ ク低 下 ス ル コbヲ 唱 ヘ リ。Colebroak(24),Eidinow,

Colebroaku・Hi11(25),JonceandKassowitz⑳ 等 ノ・光

線1・ 血 液 殺 菌 力 二 就 イテ 研 究 ス ル 所 ア リ。Heist,

Soliscohen&SoliscohenM.(2η ノ・、 夙 二 肺 炎 患者 血

液 ノ・肺 炎菌 二US・yテ ハ 殺 菌 力 強 キ コ トヲ 研 メ、T.

Matsunami(28)ノ ・磯 脊 髄 炎菌 感 染 ニ ヨ リテ、 ソ ノ血 液

バ該 菌 二封 シ テ著 明 ナル 殺 菌 力 ヲ 有 ス ル コ トヲ認 メ

タ リ。Wolff(29)・ ・癌 瘡 二 於 ケル 血 液 力'葡 萄 状 球 菌 二

樹 シ テ殺 菌 作 用 ヲ有 ス ル コ トヲ詮 明 セ リ。次 二我 國 二

於 テ ノ・、 高 橋(30)ノ 「ヂ フテ リー」菌 二關 スル 研 究 ア リ。

眞 柄C31)ノ・肺 炎 璽 球 菌 、 「チ フス」菌 、「パ ラ チ フ ス」A菌

及 ビB菌 及 ビ志 賀 菌 、 駒 込B菌 、「コvラ 」菌 二就 イテ

研 究 セ リ。 大 住 及 ビ澁 川圃 ノ・「チ フ ス」免 疫 家 兎 虹 ビ

ニ、「チ フ ヌ」患者 ノ血 液 ノ・免 疫 ノ進 行 ト共 二 「チ フス 」

菌 ノ培殖 ヲ盒 く許 容 ス ル コ トヲ認 メ、從 來 ノ免 疫 學 的

研 究 ト趣 ヲ異 ニ セル 結 果 ヲ提 示 セ リ。黒 川 ㈹ ノ・狸 紅 熱

連 鎖 状 球 菌 ヲ研 究 シ、 狸 紅 熱 連 鎮 状 球 菌 、 丹 毒 、溶 血

性 連 鎮 状 球 菌 ノ間 二免 疫 學 的 二 差違 ヲ認 ムル コ トヲ

得 ズ ト云 ヘ リ。

以 上 記 ジタ ル所 ・・、結 核 菌 二 關 セ ザル 丈 厭 ノ大 略 ヲ網

羅 シタル モ ノ ナノレヲ以 テ、以 下血 液 内 培 養 ノ結 核 菌 二

瀾 ス ル モ ノ ノ ミヲ掲 ゲ ソ トス。

結 核 菌 ガ全 血 液 内 二於 テ堆 殖 ス ル コ ト ヲ壁 見 セ シバ、

AE.Wrightニ シ テ氏 ノ・1924年 二"Newmethode

iortheStudyofthepathologyandTreatmentof

tuberculousdiseas"ナ ノv表題 ・;一.於テ、Slidecelle

Culture及 ビ毛細管培養法 ヲ以 テ結核菌 ノ全血液内

培養成績 ヲ蛋表セリ。

該論文ハ實験例 ノ記載 ナク精細ナル 實験成績ハ不明

ナルモ蓮 ブル所ノ大略ノ・次 ノ如 シ。Slidecellecmlture

ニ テ培養後24時 間 ヲ経過スvバ 、既 二2乃 至5個 ノ

菌 ヨリナル聚落 ヲ形成 シ、48時 間後ニハ顯微鏡 ノ弱

披大ニテ充分見得ルマデニ聚落培大ス。結核菌ノ周園

ニハ多核白血球集合 シ、喰菌 セル像 ヲ示ス。喰菌セ〃

多核白血球・・速 カニ 破埋サレ大小無籔 ノ軍核白血球

ト共二結核菌 ヲ中心二大 ナル集塊 ヲ形成ス。次デ凝血

膜ノ・非薄 トナ リ、白血球 ノ周園ハ溶解 シテ空洞 ヲ形成

ス。此 ノ作用ノ・既二24時 間後二現v、48時 間後ニノ・

空洞 ヲ形成ス。此 ノ理由ニヨリテSlidecelleculture

二於 テ所 々二空洞 ヲ認 ムルモノナ リトセリ。而 シテ此

ノ空洞形成ハ葡萄状球菌 ノ培養 ノ際 ニノ・、之 ヲ見ザ〃

ヲ以テ、結核菌が白血球 二作用 シテ起 リタルー種 ノ特

異 ノ化學反磨ニヨルモノーシテ、恐 ラグ崩壌 シタル白

血球 ヨリ生 ジタル「トリプシソ」ガ繊維素二作用 ス〃

モノナラソト説明セリ。叉血漿中ニモ結核菌 ノ培養 ヲ

行 ヒ、全血液内培養 二於ケル ヨリモ、更二培加 ノ旺盛

ナルヲ認 メ、白血球 ヲ混 ジタル血漿中ニテハ、結核菌

ノ培殖 ノ抑制セラル コトヲモ實験セリ。斯 クテ結核患

者 ノ血漿 中ニテノ・結核菌 ノ壇殖ハ健康者血液中二於

ケルヨリモ著シク阻止セラレ、且ツ菌 ノ周園二聚合ス

ル白血球 モソノ数多キヲ認メタ リ。之ニヨリテ、結核

菌ハ更二強キ破壌作用ヲ受 クルモノナ リト云ヘ リ。

1926年 佐藤(34)ノ・今村敏授指導 ノ下二Wright氏 法 ヲ

改良シ、動物實験 ノ結果(結 核免疫 ノ成因二關ス〃知

見補遺)ヲ 獲表セリ。 帥チ健康海猿血液中ニノ・人型結

核菌 ノ登育墳殖著明ナルモ、人型結核菌 ヲ注射罹患セ

ル海猿ハ『ッベルクリソ」皮内反慮ノ陽性 ヲ示 ス トト

モニ血液中二結核菌 ノ獲育ヲ阻止スル作用 ヲ壁現ス
。

此 ノ阻止作用へ 結核患者 ト特異的關係アリテ、他 ノ

諸種病原髄 ヲ以テ免疫庭置 ヲ施 シタルモノハ、本作用

ハ表 レズ。墳殖 セザリシ結核菌 ト錐モ、之 ヲ感受性ア

ル動物二移植スレバ、病原性 ヲ現シ、未ダ死滅セルニ

非 ズ・結核菌壇殖阻止作用ハ、本作用 ヲ有スル血液ノ

大量 ヲ健康動物二注射 シテモ、此 ノ作用 ヲ移シ得ザ〃

コ トヲ謹明セリ。1927年 二Fry(35)ハ 毛細管培養法昌

依 り結核菌二封スル「サノクリジソ」ノ作用 ヲ検セリ。

1927年 二Bannermann㈹ ノ・血液培養 ノ際ニノ・炭粉末
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ヲ細菌 ト共二混 ジテ培養 シ検鏡 ノ際二炭粉末 ヲ指示

トシテ菌 ヲ数量的二比較観察スル方法 ヲ案出シ、之ヲ

以テ、人型血漿中二鳥型結核菌 ノ墳殖 ヲ検 シタルニ、

結核患者ノ血漿中 ニハ 菌ノ墳殖 ハ健康人血漿二於ケ

ルヨリモ不良ナルコbヲ 詮明セリ。1928年Hessu.

G.Meiss鵡er岡 ・・Wright氏 法 ヲ以テ色素及ビ有機

物並二無機物二就 イテ、 ソノ結核菌二i封スル 墳殖阻

止作用 ヲ検セリ。1928年G.MeissnePl38)・ ・毛細管二

吸ヒ込マ レタル血液 ト結核菌ノ混合物 が凝固 セル後

二載物硝子上二吹キ出シ、之ヲ温潤二保テルベトリー

氏「シャアーv」 内二移シ37。Cニ テー定期間培養スル

方法 ヲ考案、此 ノ方法 ヲ用ヒテ實験セリ。帥チ、結核

菌 ノ血液内二於ケル塘殖・・實験 二供 シタル 健康海瞑

及ビ家兎二於テノ・比較的二個性的差違 ヲ示 スコト僅

少ナレドモ健康人血液ノ・甚 ダシク個人的差違 ヲ示ス。

而 ジテ結核罹患海猿及 ビ家兎全血液内 ノ結核菌堆殖

ハ健康海狸及ビ家兎全血液 ノ培殖 ヨリ著 シク不良ナ

ル コbヲ 認メタリ。Sonak(39)(1929)・・全血液内ノ結核

菌 ノ増殖阻止作用 ト「ツベルクリソ・アレ・ルギー」トノ

關係ヲ見童 ニツキテ實験 シテピルケー反慮陽性見童

ノ血液内ニテノ・、結核菌ノ培殖著 シク阻止セラレ、之

二反シテ麻疹見童 ノピルケー反鷹 ノ陰性期及 ビソノ

他 ノビルケー反慮陰性見童 ノ全血液内ニノ・結核菌 ノ

増殖良好ナリト稽ス。1930年 伊藤㈹ノ・生菌及 ビB.C.G.

菌 ヲ以テ免疫スル トキノ・阻止作用登現 スルモ死菌免

疫 ニテへ 菌壇殖 ノ阻止作用 ノ壁現セザル コトヲ實験

セ リ。且ツ、「ツベルクリソ・アレルギー」ト血液 ノ結

核菌塙殖阻止作用 トノ關係ハ、生菌接種 ノ場合ノ・、雨

者 ノ歩調稽 く一致スルモ死菌接種 ノ場合ハ 雨作用 ノ・

1雫行一致セズト云フ
。

強毒菌株ハ弱毒菌株 ヨリモ培殖著明ニシテ白血球 二

喰菌サル ・度合モB・C・G・菌最モ多ク牛型結核菌ノ・最

モ少 シ、人型結核菌ニアリテ・・強毒力菌 ヨリモ弱毒力

菌 ノ喰菌サル ・度合多ク、血漿中培養 二於テハ健康海

瞑 二於 テヨリ結核感染海瞑 ノ方ガ塘殖阻止作用強ク

叉血漿内培養 ノ際之二白血球 ヲ混ズ～レモ培養成績二

著 シキ差違 アルヲ認メズ。從ツテ結核菌培殖阻止物質

ハ血漿中二存在 シテ 白血球ニノ・重大ナル關係 ナキモ

ノbシ テWrightノ 白血球訊二反封意見 ヲ述ベタ リ
。

伊藤・飯田・野尻・及 ビ澁川(11)ハB.CG.ヲ 接種セル猿

ニツイテノ實験二際 シテ接種後2乃 至3週 間ヲ経過

スレバ、ソノ血液内二結核菌培殖阻止作用 ヲ現 ハスコ

トヲ知 リタリ。同年高橋及ビ芦村㈹ノ・被喰菌 ヲ培養 ス

レバ、結核菌ノ・尚ホ塘殖 シ、決 シテ死滅 セザルコトヲ

詮明セ リ。

緒方㈹ハ「全血液内二於ケル結核菌増殖二關スル知見

補遣」ト題スル論文ヲ登表 ン、結核並 ビニ健康海猿 二

各種 ノ條件 ヲ與へ 之ノ全血液中二人型結核菌 ノ培養

セル成績二依 レバ、海狸 ヲ磯餓過血糖状態 トナス トキ

ハ血液中ノ結核菌培殖 ノ・著 シク促進 サル ・モー時的

ニシテヤガテ再 ビ元 ノ状態 二復錦ス
。妊娠、「グリセリ

ソ」注射、潟血、血液毒二依ル貧血動物ノ・菌墳殖 二塑

リナ久 「ピロヂソJ注射ニヨル貧血ノ・全血液内結核菌

増殖 ヲ阻止ス。「レソトゲソ」照射ハ全血液内ノ結核菌

増殖ヲ阻止 シ、後二至 リ促進スル ト構 セリ。同年緒方

及 ビ澁川紬 ノ健康成人 ノ全血液内二於ケ〃 結核菌 ノ

塘殖 二就 イテ研究セシ所 ニヨレバ、一般 二健康成人 ノ

全血液内結核菌塘殖ノ・旺盛ナル コトヲ詮明セリ。澁川

㈹ノ・重症肺結核患者 ノ末期二近ヅクニ從 ヒ全血液内

結核菌ハソノ墳殖度 ヲ高メ末期二及 ソデ旺盛 ナル培

殖 ヲ示スコ トヲ報告 セリ。今村教授及 ビ澁川㈹ ハ健康

成人並ビニ肺結核患者 ノ症状程度二滑 ヒテ結核菌 ノ

塘殖阻止作用 ヲ襯察 シ健康髄疑似肺結核患者、早期浸

潤患者、輕症肺結核患者、 中等肺結核患者二至ルニ從

ヒ、漸次阻止作用墳強 セラル ・ヲ知 リタリ
。而シテ

「ソベルク リン・アレルギー」ト全血液内結核菌塘殖ノ

研究ハ肺結核活動ノ診断 ヲ將來二約束 スルモノニシ

テ豫備列定二封 シテモ大 イニ参考 トスベシト訊明セ

リ。西村㈹ ノ・「結核二及ボス『アチ ドーゼ』ノ影響二關

スル實験的研究」ナル論文 ヲ登表セリ。氏ノ・璽酸注射、

蕨糖過剰投與、盤化安門注射及 ビ投與、乳酸注射、鰻

餓、雛駄 「ヴィタミソJB鉄 乏 ナ ドニヨル 實験的 「アチ

ドーゼ」ヲ起サシメタル家兎及 ビ海狸・・、全血液内二

於テハ結核菌墳殖可良ナル コトヲ認メタリ。西川㈹ハ

乳見全血液内二於テ結核菌 ノ塘殖 二就テ研究 シタリ。

氏 へ 實験 二於テ、健康乳見重症消化不良乳見、麻疹

期乳見・乳見脚氣患者、結核性拶膜炎乳見 ノ死期二近

キモノ・全血液内二於テノ・、結核菌ノ増殖 ノ・良好ニシ

テ・B・C・C・「ワクチソ」接種セル乳見 ノ全血液内二於テ

ハ結核菌ノ・阻止作用 ヲ蒙ルコ トヲ認メタ リ
。日置㈹ハ

結核喀疾中二存スル 結核菌墳殖阻止物質 二就 テ研究

蛋表 シタリ。即チ、氏・・結核喀疾中ニノ・、結核菌堆殖

阻止物質存在 シ、ソノま曾殖阻止作用ノ・重症者及 ビ死亡

者 ノ喀疾ニアリテ・・減弱叉ハ清失 スルモノ多キヲ認
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メ タ リ。

以上 ハ練 テ血液 テ以 テ細菌 テ培養 シタル研 究 ナ

リ。是等 ノ外 、今村 教授及 ピ内藤〔50)ハ家 兎胸管

淋 巴 テ以 テ結核 菌 テ培 養 シタル ニ結核 菌 ノ檜殖

ハ甚 ダ旺盛 ナル コ トテ報告 セ リ。 ●

叙 上諸家 ノ文獣 テ通覧 スル ニ結核 菌 ノ感 染 ハ當

該動物全 血液 内 二菌増 殖阻止作用 ラ犠 現 スル コ

ト、倫血液 ガ何 等 カ ノ原因 ニ ヨリテ、 ソノ組 成

或 ハ性状 二攣動 テ招來 シタル トキーハ結核 菌 ノ

檜殖 ニモ亦漿動 ラ認 ムルコ トノ・i死二諸家 ノー檬

二肯定 スル所 ナ リ。

抑kSlidecellecutureノ 培 養基 トシテ必須

條件 ハ血液 ノ如 ク凝 固性 ラ有 スル コ トナ リ。此

ノ貼 二關 シテ淋巴ハ、多少 ノ凝固性ラ有スルラ

以 テ、本法 ノ培養基 トナ リ得、且ツ淋巴ハ血液

ヨリ登 スル血漿 ノー部 ラ含有 シ、組織 ヨリ來ル .

新陳代謝物 テ包含 シ、清化吸牧 二關與 シテ乳庭

テ混入シ、誠二多種多様ナル組成テ有 シ、而モ

ソノ組成又ノ・性歌ハ生膿 ノ状況ニヨリテ攣動 シ

易 シ。斯 ノ如キ淋巴内二於 テ結核菌ハ如何ナル

態度 テ取ルカ ノ研究未ダ無 シ。弦 二於テ今村教

授指導 ノ下 二種々ナル駄態下 ノ淋巴内結核菌増

殖乃至阻止作用 テ 「スライドセルカルチュア」法

一 ヨリ研究 セリ.實 験成績 ノー部ハ 昭和10年

日本結核病學會総會 二於 テ嚢表 セリ。

第二章 實験方法

第一 家兎胸管淋巴ノ探取

供試家兎ヲ固定器上二 背位二 固定 シ頸部 ヲ納 く強度

二緊張セ シメテ頭部モ固ク固定 シ然ル後二、頸部及 ビ

胸部 ノ毛ヲ可及的二短 カク切 リ棄 テ皮膚ヲ清毒ス。頸

部 ノ中央 ヨリ胸鎖乳頭筋ノ外縁二沼 ヒテ下部・・第三肋

骨二至ルマデ廣 ク皮膚 ヲ切開シ、内頸静脈迷走紳経、

頸動脈 ヲ町峰二且ッ充分二分離ス。殊二内頸静脈 ヲ損

傷セザル様 二注意 ジテ鎮骨下静脈 マデノ部分 ヲ露出

シテ内頸静脈 ト鎖骨下静脈 トノ合流鮎 ヲ中心 トシテ

約2cmノ 距離 ヲ置キテ雨端部 ヲ結紮スn此 ノ時中心

部 ヲ緕紮スルニ當 リテ、豫メ第一肋骨 ヲ胸骨端二於テ

切除ス レバ操作・・容易ニシテ且 ツ確實ナ リ。斯 ノ如キ

操作 ヲ終 リタレバ暫時 ソノマ ・放置 シオク トキノ・胸

管淋巴ノ雛滞 ヲ來 タヌコトニヨリテ淋巴管・・比較的

二明瞭 トナルヲ以テ注意深 ク淋巴管 ヲ分離 シ、豫メ結

紮綜 ヲ通 シオキ、小尖刀ヲ以テ静脈二開ロセル部ニナ

ルベ〃接近 シテ膨大セル 淋巴管二小切開 ヲ加へ之二

豫メ滅菌セル細キ硝子 「カニユーレ」ヲ描入ヌ。之 ヨリ

先 二用意セル結紮新iヲ以テ固定 スVバ 、淋巴液ノ・「カ

ーユー レ」ヲ通 ジテ徐 々ト滴下ス。此 ノ滴下セル淋巴

ヲ滅菌 セル流動 「パラフィソ」ヲ充満 セル 「ス ピッツグ

ラス」中深 ク誘導 シテ、淋巴ヲシテ直接空氣二接鰻セ

シメザル様注意 シテ探取ヌ。斯 ノ如 クニ シテ得タル淋

巴ノ・容易 二凝固スル ヲ以テ使用 二當 リテハ毎同新ラ

シク迅速二探取セルモノニ非 ラザレバソノ用 ヲナサ

ズ。 伺淋巴ノ必要量少 キトキノ・前述 ノ操作中硝子「カ

ニ山一 レ」ヲ描入セズ。暫時静脈 ヲ胸管ノ開口部 ノ雨

端二於テ結紮 シタルマ・放置 スル トキノ・淋巴ノ欝滞

ノタメ生ズル淋巴管ノ膨隆 ヲ注射針 ヲ以テ 直接穿刺

スルモ0.5乃 至1.Occ・内外ナラバ容易二探取スルコ1'

ヲ得。

第虹 結核菌浮游液調製法

使用セノレ結核菌・・人型結核菌上池菌株 ニシテ馬鈴薯

培養基上ニテ37。C,2乃 至3週 間培養セルモノ・中ニ

テ蛋育良好ナルモノヲ選 ビトリテ、之 ヲ乾燥滅菌 セ

ル濾紙小片 ノ間二狭 ミ、輕 ク歴 シテ水分 ヲ吸 ヒ取 リ菌

塊 ヲ秤量 シテ、覇瑠製乳鉢中ニテ磨 リツ ・一定量 ノ生

理的食盤水 ヲ加ヘテ菌浮游液ヲ作ル。斯 ノ如クーシテ

製シタル菌浮游液 ヲ1分 間3000廻 轄 ノ遠心沈澱器二

5分 間カケタル後、ソノ上澄液 ヲトリテ更二5分 間遠

心沈澱 ヲ繰返ス。斯 ノ如 ク反覆遠心沈澱 ヲ3同 ナシタ

ル上澄液 ヲ培養結核菌浮游液 トシテ使用二供ス。菌液

ハ毎同同一濃度 ナル ヲ理想 トスル ヲ以テ、豫メ調製セ

7M標 準結核菌浮游濃度(生 理的食璽水1.Oαq中 結核菟
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1.Omgヲ 含有スル モ ノ)ト比較 シテ 同一濃度 トナ

ス。菌浮游液・・毎同使用 ノ直前二調製 シタル新鮮ナ

〃モノノミヲ用 フ。

斯 ノ如クニシテ調製シタル菌浮游液へ 次ノ條件 ヲ具

備スル ヲ要ス。帥チ結核菌ノ・個々二充分二分離シ、雫

等二分散セル ヲ必要 トスルハ勿論ナルモ、更二大切ナ

ルコトハ、個 々二分離セル結核菌ハ、機械的損傷 ヲ甚i

ダシク受ケズシテ、結核菌 トジテノ完全ナル結核菌固

有 ノ形態 ヲ有スルヲ要ス。若 ジ然 ラザル菌浮游液ヲ使

用セソカ、結核菌 ノ墳殖甚ダ不良ニシテ認 ム可キ塘殖

ヲナサザルナリ。

第三 實験操作

方 法 ・・大 髄 「.スラ イ ド・セ ル ・カル チュア」ノ今 林 、 西 村

氏 法 ニ ヨ レ リ。淋 巴 ノ・血 液 二比 シテ有 形 成分 ヲ含 有 ス

ノレコ ト少 ク、 且 ツ、 ソ ノ凝 固 性 弱 ク、 不 完 全 ナ ル タ

メ、標 本 製 作 中 二剥 離 流 失 ス ル コ ト往 々 アル ヲ以 テ、

余 ・・結 核 第10巻3號 記載 ノ緒 方 及 ビ、結 核 第13巻9

號 記 載 ノ西 村 雨 氏 ノ記 載 ヲ折 衷 セ リ。 卸 チ、菌液 及 ビ

淋 巴 ノ混 合 ヲ直 接 二空 氣 二接 鱗 セ シメ ズ シテ 行 フタ

メ 「ス ピッツ グ ラス 」二 滅 菌 流 動 「パ ラフィソ」2乃 至

3αqヲ 充 ス 。然 ル後 二共 ノ試験 管 底 二豫 メ調 製 シタ ル

結 核 菌 浮游 液 ノ0.05cα ヲ沈 下 セ シム。 前 述 ノ方 法 ニ

ヨ リテ迅 速 二探 取 セル 淋 巴 ヲ 豫 メ 煮 沸 滅 菌 シ 且 ツ滅

菌 生理 的 食 盤水 ニ テ数 同 内部 ヲ洗言條 シタル 「ツ ベル ク

リ ソ」注 射器 ニ テ、0.5α α吸 ヒ取 リテ、 直 チ ニ、此 ノ注

射 器 ヲ前述 ノ菌 浮 游液 ヲ沈 下 セル 試 験 管 底 二流 動 「パ

ラ フィソ」層 ヲ通 ジテ 抽 入 シテ 籔 同歴 出 吸 入 ヲ 交 々行

ヒ、雨 者 ヲ ヨク混 和 セ シム。

●此 ノ菌 ヲ混 和 セ ル 淋 巴 ヲ「ツ ベ ル ク リ ソ
」注 射 器 ヲ以

テ 紙片 ヲ 貼 布 シタル 「オ プ エ ク トグ ラス」上 二 滴 下 ジ

ソ ノ上 二 紙 片 ヲ 貼 布 セ ザル 「オ プ エ ク トグ ラス」ヲ被

羅 シ手 早 ク之 ヲ滅 菌 流 動 「パ ラ フィソ」ヲ充 満 セルZF鉢

ノ中 二ZF二 沈 下 ス 。然 ノレ トキ ・・雨 「才 ブ エ ク トグ ラス」

間 隙 ノ空 氣 ・・流 動 「パ ラフィソ」ノタ メ ニ 駆 逐 サ レテ氣

=泡 トナ リテ浮 立 ツ。然 ル トキ ・・結 核 菌 ヲ播 種 セ ラ レタ

ル 淋 巴 ・・雨 「オ ブ エ ク トグ ラス」ノ 間 隙 二 圓形 又 ハ不

整 圓 形 ヲナ シテ流 動 「パ ラ フィン」ヲ以 テ 嚴 密 二閉 鎮 封

入 サル 。斯 ノ如 ク ニ シテ 操 作 ヲ完 了 セル モ ノハ 之 ヲ

亭 鉢/マ ・37。Cノ 卿 卵 器 内 二納 メー 定 時 培 養 後 取 リ

出 シテ標 本 ヲ製 作 ス。

第四 標本作製

前述 ノ如 ク ー シテ 培 養 セル 結 核 菌 ・・7日 ニテ ソ ノ成

績 ヲ剃 定 シ得 ル 程 度 二墳 殖 ス 。依 ツテ卿 卵 室 ヨ リ培 養

鉢 ヲ取 リ出 シテ 流 動 「パ ラ フィン」中 司 リ 「オ プエ ク ト

グ ラス 」ヲ引 キ上 ゲ鋭 利 ナ ル 刀 ヲ以 テ 注 意 深 ク且 ツ丁

寧 二剥 離 ス。然 ル トキ ノ・凝 固 セル 淋 巴膜 ・・何 レ カ ノー

方 ノ硝 子 二附 著 ス。此 時 淋 巴膜 ハ著 シク葬 薄 ニ シテ且

ツ 無 色透 明 二近 キ ヲ 以 テ ソ ノ 存 在 ノ 見 分 ケ難 キ コ ト

ア リ。 カ ・ル 時 ・・、黒 色 紙 ヲ背 景 ト シテ之 レヲ透 シ見

ル カ、叉 ハ硝 子 ヲ少 シク斜 ニ シテ見 ル トキ ニ ノ・僅 カニ

白雲 ノ如 キ薄 膜 ヲ認 ムル コ ト ヲ得 。 之 ヲ直 二10%ノ

「フtル マ リ ソ」水 溶 液 中 二約1時 間 浸 漬 ス レバ
、 淋 巴

膜 ハ殺 菌 固 定 サル 。 次 二充 分 水 洗 シテ 「フォル マ リ ソ」

ヲ除 去 シ室 温 ニテ乾 燥 シ硝 子 面 ノ水 分 ヲ 蒸 登 セ シ ム
。

然 ル トキ ハ 附 著 セ ル 流 動 「パ ラ フィソ」ヲ石 油 「ベ ソ ヂ

ン」中 二暫 時浸 シテ取 去 ル。 結 核 菌 ノ 染 色 ハ 「チ ール ・

ネル ゼ ソ」法 ヲ以 テ ス。

第五 菌増殖槍査

染色標本二於テ、結核菌 ノ壇殖 シタルヤ否ハ、墳殖非

常二旺盛ナルモノ・外之 ヲ肉眼的二列定 スルコトヲ

得ズ。斯 ノ如 ク肉眼的二認メ得ルモノハ結核菌30個

以上ヲ有スル聚落ノ多藪二存在 スル場合二於テ可能

ナ リ。其 レ以下 ノ堆殖 ヲナセルモノノ・肉眼的ニハ見エ

ザレバ、顯微鏡的槍査 二依ラザル可カラズ。

菌墳殖ノ顯著ナルモノニアリテ・・弱廓大(「ツアイス」

接 眼 鏡3封 物 鏡A・A.)ニ テ ソ ノ聚 落 ヲ認 メ 得 ル モ培

殖 微 弱 ナ ル モ ノ ニ ア リテ ノ・之 ヲ 剃 定 シ得 ズ。 弧 廓大

(「ツ ア イス」接 眼鏡3i封 物 鏡 油 浸1/12)ニ テ個 々ノ 聚 落

ヲ見 ル ニ 壇 殖 旺 盛 ナル モ ノ ニ ァ リテ ハ 無 籔 ノ菌 ハ聲

重 ヅテ不 規 則 ナ ル 聚落 ヲ作 リ、弱 キ増 殖 ノモ ノニ ア リ

テ ・・数 個 ノ菌 ・・松 葉 状 或 ハ束 駿 ヲナ シテ 聚 落 ヲ作 ル
、

同一 ノ標 本 ニ ア リテ モ 聚 落 ヲ 形 成 ヌ ル 菌 数 ハ匠 々_
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シテ殊二中等度以上 ノ墳殖 ヲナセルモノニアリテノ・、

多籔 ノ菌 ヨリナ ソル聚落介在スルコトァリ。荷同一/

標本ニア リテモソノ所在部位 ニヨリテソノ培殖程度

ヲ異ニス。概 シテ標本 ノ周邊部二接近 シテ存在スルモ

ノノ・塘殖良好ナリ。此ノ周邊部二於テ菌 ノ」曾殖佳良ナ

ル事實 ・・從來/Slidecellecultureニ テ・・殊 二著明

ニシテ●Wrightモ 之 ノ事實 ヲ認 メテ、ソノ原因ヲ結核

菌 ノ好氣性二依ル トナシタリ。サ レド本法ニヨル結核

菌 ノ培養 二在 リテノ・周邊部 ト中心部 トノ・共二空氣二

接鱗ナキヲ以テ此ノ事實ハ專 ラ結核菌本來 ノ好氣性

ノミニハ蹄 シ難 久 荷幾多ノ物理化學的影響モ亦關與 .

洛ルモノナノレ可シ。

塙殖程度 モ数量的二列定 セソトスル際前述 ノ事實ノ・

不都合ナル爲 メG.Meissner2・ 標本面全饅二均等ノ

壇殖程度ヲ得ル目的ノ爲メニ新法ヲ考案 セルコトノ・

前述セル所 ナリ。然 レドモカ・ル標本二就キテモ標本

全面ノ菌壇殖状態殊 二壇殖比較的良好ナル 部位 二於

ケル状態ヲ重要覗 シテ精査比較ス レバ 自カラ明カニ

ナル モノニシテ此 ノ方法ハ佐藤、伊藤、緒方、澁川、

西村、西川等 ノ探用 セル所ニシテ余モ之 ヲ踏襲セリ。

余 ・・今村教授 ノ考案 セラレタル菌壇殖程度 ノ剣定基

準 ヲ敷行 ジテi欠ノ籔種二分類 セリ。

(一)封 照 ト異 ラズ、即チ菌 ノ蟹育壇殖 ヲ認 メザルモ

ノ^

(±)菌 ハヤ ・壇殖 シ、多籔ノ聚落ハ5個 以内ノ菌 ヨリ

ナルモノ。

(十)多 撒 ノ聚落ハ6-10個 ノ菌 ヨリナルモノft

(什)多 籔 ノ聚落・・11-30個 ノ菌 ヨリナルモノn

(・t・i・1・)多籔 ノ聚落ノ・31-50個 ノ菌 ヨリナル モノ。

(柵)多 撒 ノ聚落ハ51個 以上ノ菌 ヨリナルモノ。

(◎◎)多籔ノ聚落ハ…著シク多数/菌 ヨリナルモ/ニ シ

テ菌ノ・互二重聲 シテ個 々ヲ計算スル ヲ得 ズ。

標本 ヲ油寝装置ニシテ観察 シ、各場所 ヲ攣へ周邊部8

個所、 中心部2個 所、合計10個 所 ヲ観察 シ、各覗野

二於ケル菌聚落ノ鍛 ヲ記入 シ、各個所 ノ菌群分類 ノ纏

計 ヲ作 リ、菌群 ノ分類項 ノ数多キヲ以ツテ総詐 トシ、

菌登育塘殖 ヲ分類セリ。荷培養操作 ヲ終了シタル直後

二37。C二 培養セザル封照標本 ヲ作製 シ置クヲ要ス.

共 ノ目的 トスル所ノ・該標本中ノ結核菌/分 布状態及

ビ菌 ノ形態 ヲ培養標本 ト封比精査 セソがタメナリ。

第三章 健康家兎ノ淋巴液内二於ケル人型結核菌ノ玲殖

生罷中二異物 ガ侵入シタル トキハ生禮ハ之二反

磨 シテ自己二封 シテ無害 ニナサ ント努力ス。此

ノ方法 二2通 アリ。

即 チ、實質性濾過 ト間質性濾過 二塵分ス。前者

ハ腎臓皮膚拉二粘膜等 テ介 スルモノデ、異物排

除ハ徹底的 ノモノニシテ結局異物 ハ禮外 一排

出サルモノナ リ.後 者 二屡 スルモ ノハ、脾臓、

肝臓骨髄及 ピ淋巴腺等 ニヨリテ行ハル ・モノー

シテ、是等臓器 ノ間質 ラナス所謂網歌内被細胞

ノ作用三ヨリテ螢爲セラル。

然 シナガラ後者 ノ網状内被細胞 二依ル間質性濾

過 ラナス臓器中脾臓、肝臓及 ピ骨髄 二於テソ ノ

内被細胞二依 リテ血中 ヨリ直接二異物 ラ抑留 セ

ラル ・モ淋巴腺 二於 テハ血中二存 スル異物バー

旦淋巴流中二排除 サレタルモノガ蓮 バレテ淋巴

腺 テ通過 セントスル トキニ、 ソノ異物ハ抑留サ

ルモノナリ.若 シ、細菌ガ生饅内二侵入セバ勿

論之 ノ揚合ニモ異物 トシテ前述 ノ如ク淋巴腺二

モ抑 留 サル ・モ ノ トス。

然 ル トキ ソ ノ細菌 ノ毒 力 ガ微弱 ナル トキハ淋 巴

腺 二抑 留 セ ラル ・間 二死滅 シ生罷i二封 シテ障碍

テ及 ボサザル ニ至ル モ、 細菌 ノ毒力 強大 ナル ト

キノ・生禮 ノ反慮 即 チ防禦作 用 二打勝 チテ菌 ハ ソ

コニ檜殖 シ途 二淋 巴腺 二新 シキ病的愛化 ラ惹起

セ シムルモ ノナ リ.是 等 ノ場合淋 巴腺 テ直接 二

灌流 セル淋 巴ハ細菌 二封 シテ如何 ナ ル作 用 テ及

ボスカ ノ問題 二關 シテハ未 グ ソノ報 告 アル ラ聞

ヵズ。然 シナガ ラ廣義 ノ淋巴液 二關 シテ僅 カ ニ

磯 脊髄液 内二於 ケル細菌 ノ態度 テ研究 シタルモ

ノアルモ、 ソ ノ基 グル所塵 々ニ シテー 定 セズ。

ソ ノ大略 テ通覧 ス レバ次 ノ如 シ。

池上{57)ハ人及ビ家兎 ノ正常磯脊髄液 ヲ以テ、試験管内

實験ヲ行 ヒ、普通大腸菌㍉,脾脱疽菌、連鎮状菌二樹 シ

テノ・殺菌的二作用 シ、「パラチフス」B型 菌、枯草菌、

脾脱疽菌、肺炎璽球菌等二封 シテノ・、殺菌作用 ヲ有セ

ザルコbヲ 詮明セリ。Vinzenzi(5i)ハ 健常人ノ謄脊髄
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液 内 二於 テ ノ・丹毒 連 鎮 状 球 菌 、「ペ ス ト」菌 、「ヂ フ テ リ

ー .菌 及 ビ結 核 菌 ・・墳殖 セ ズ、 黄 色 葡 萄 状 菌 及 ビ脾 脱

疽 菌 ・・該 液 中 ニ テ極 ク輕度 ノ壇 殖 ヲ示 シ「チ フ ス」菌 、

丁パ ラ チ フス」A菌 及 ピB菌
、普 通 大 腸 菌 、 志 賀 赤 痢 菌

「コ レラ」弧 菌 ・・ヤ ・塘 殖 良 好 ナル コ トヲ 實験 セ リ
。

Monawring(52)・ ・健 常 人 謄 脊 髄 液 ・・「チ フス」菌 二 封 シ

テ ・・殺 菌 力 ヲ有 一ヒザル コ ト ヲ認 メ タ リ。Frantz(58)ハ

人 腰 脊髄 液 内 二 於 テ ・・「グ ラ ム」陰 性 細 菌 ・・殺菌 作用

ヲ受 ケ ズ ゾテ 「グ ラ ム」陽性 菌 ・・一 定度 ノ殺 菌 作 用 ヲ

受 ケ ル コ トヲ認 メ タ リ。谷 ロ㈹ ・・畷 脊髄 液 内 ニテ ハ流

行 性 臓 膜 炎球 菌 ノ・2時 間 ハ 生 存 シ4時 間 二至 ル ト死

滅 ス ル コ1・ ヲ認 メ タ リ。齊ua(54)・・正 常 人 謄 脊 髄 液 ヲ以

ツ テ 白色 及 ビ黄 色 葡 萄 状 球 菌 、溶 血 性 連 鎮 状 球 菌 、 肺

炎堕 球 菌 、 流 行 性脳脊 髄 膜 炎 球 菌 、「イ ン フル エ ソザ」

菌 、善 通 大 腸 菌 及 ビ脾 脱 疽 菌 ヲ培 養 シタル ニ何 レモ培

殖 不 良 ナル コ トヲ認 メ、 ソノ塘殖 不 良 ナ ル理 由 ト シテ

正常 人 拶 脊髄 液 中 ニ ハ 細 菌 登 育 二必 要 ナ ル 榮 養物 質

ノ 不充分 ナ ル コ トニ 原 因 ス ル モ ノニ シテ 該 液 中 二所

謂 特 殊 段菌 物質 ノ存 在 二基 因 ノ ル モ/二 非 ズ ト設 明

セ リ。 高橋(55し・家 兎 及 ビ犬 二就 イテ實 験 シ、正 常 騰 脊

髄 液 ・・鼠 「チ フス」菌 二封 シテ ・・好 培 養 地 ナル モ 、黄 色

葡 萄 状 球 菌 二封 シテ ・・殺 菌 的 二作 用 ス ト云 ヘ リ。 中

島㈹ ハ試 供 菌 トシテ 「グ ラ ム」陽 性 菌 タ ル脾 脱 疽 菌 、白

色 蛇 二、 黄 色 葡 萄 状 球 菌 、溶 血 性連 鎮 状 球 菌 、第1型

及 ビ第IV型 ノ肺 炎 曼 球 菌 「ム コー ズ ス」菌 、蚊 二「グ ラ

ム」陰性 菌 タ ル 普 通大 腸菌 、流 行性 脳二脊 髄 炎球 菌 「イ.ン

フル エ ソザJ菌 、「メ チ ニ コッフ」弧 菌 ノ各 種 ヲ用 ヒテ是

等 ノ菌 ヲ正 常膿 脊髄 液 二 浮 游 セ シメ タル モ ノ ヲ37。C

ノ卿 卵 器 中 二牧 メ 夫 々所 要 時 間 ヲ劃 シテ 取 リ出 シテ
、

各 々菌 種 二適 鷹 シタルZF板 培養 基 二 塗抹 シテ、 再 ビ

37℃ 二保 チー 定 期 間 ノ後 ニ ソ ノ「コ ロニ ー」ノ壁 育 状

態 及 ビ「コ ロニ ー」ノ数 ヲ計 算 シテ 次 ノ結 果 ヲ 得 タ リ

ト云 フ。 即 チ、正 常 拶 脊髄 液 中 ニ テ ノ・善 通 大 腸 菌及 ピ

脾 脱 疽 菌 ・・一 定度 獲 育 シ溶 血 性連 鎖 状 球 菌 「チ フス 」

菌 「メ チ ニ コッフ」弧 菌 ハ能 ク登 育 ス ル コ トヲ認 メ タ リ。

以上各研究者 ノ實験 セラ レタル細菌 二封 λル謄

脊髄液 ノ殺菌作 用乃 至菌檜 殖阻止作 用 ラ検 スル

方法 トシテハー般 二細 菌 ト拶 脊髄液 トラ混 ジテ

37℃ ノ艀卵室 二入 レテー 定時間作用 セ シメタ

ル後、之 テ固形培養基 二移 シ、 一方、磯脊髄液

テ作用 セ シメザル細菌 ノ同撒 テ固形培養 シ、其

1雨 者 二於 ケル聚落激 テ比較 シテ定 メ タル成績

ナ リ。此 ノ方 法 二於 テノ・死滅 セル細菌数 ラ推定

スルニノ・好 都合 ナ レ ドモ未 グ死滅 二至 ラズ而 モ

ソノ登育力 ガ拶脊騰液 ノ作 用 ニ ヨ リテー 時阻害

セラ レタル細菌 ニ シテ、該拶 脊髄 液 ノ作 用 ラ離

レテ他 ノ培養基 二移 ス トキハ、 再 ビ盛 二登 育壇

殖 ラ示 スモ ノニ於 テノ・檜殖阻 止作 用 ノ如 キ微妙

ナル所 ラ窺知 スル コ トノ、不便 ナ リ。

此 ノ訣鮎 テ除 クタノニノ・、細菌 テ磯脊髄液 中二

培 養 シ最後迄磯脊髄液 ノ作 用テ受 ケ シメ其 ノ儘

固定 シテ ソノ増殖 ノ状態 ラ検 シ得 ル ガ如 キ方法

二依 ラザルベカ ラズ
。余 ノ・此 ノ目的 ノタメニ考

案 セラレタルWright/Slidecelleculture
の

二依ツテ淋巴内ニテハ結核菌ハ如何 ナル増殖態

度テ示 スカテ健康家兎二就 キテ實験 シテー定 ノ

成績 テ得 タリ。

第一 健康家兎胸管淋巴内二於 ケノレ人型結核菌 ノ培殖

家 兎ハ2・8Kg内 外 ノモ ノテ選 ビ當教室 ノ飼料

ニテ1週 間以上慣 レシメタル モノラ トリ
、豫 メ

血液 ラ以 ツテSlidecellecultureヲ 實 施 シ、ソ

ノ結果 ガ本法 ニ ヨル全血液 内結核菌 ノ標 準壇殖

タル(十)ノ 程 度 ノ檜殖 ラ㌢ シタル モノ ノミラ供

試 家 兎 トス。

食後15時 間輕過 シタル 家兎 ラ前述 ノ方法 二依

リテ淋 巴ラ探取 シテ培 養試験 テ行 ヘ リ。此 ノ時

探 取 シタル淋 巴 ハ僅 二白濁 シ凝 固性稽 賜星ク、

流出量ハ5分 間 二2乃 至4c.c.ナ ル モ、経 過時間

二從 ヒテ次第 二減少 スルラ常 トス
。封 照實験 二

用 ヒタル 血液 ハ 右頸 静脈 ヨ リ穿刺 セルモ ノナ

リ。培 養 日数 ハ菌 ノ檜瑚 犬態2精 細 二検査 スル

目的 ノ爲 メニ2日 目、3日 目、7日 目 ノ3同 二

分 チテ標本 テ成作 セ リ。第1表 二示 スガ如 ク2

日培養 二於 テ全血液 内 二於 テノ・結核 菌 ハ16例

中4例 二於 テ ノ ミ僅 二壇殖 ノ傾 向 ラ示 セルモ他

ノ12例 ハ全 ク檜殖 セル 傾 向 ナ シ
、 之 二反 シテ

む

ー

ー

疑h
涯

「11n

ー
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淋 巴内 二於 テハ2例 二於 テ ノミ血液 中 二於 ケル

ト同様増 殖陰性 ラ示 セルニ 反 シ他 ノ14例 二於

テハ各 蝦 ±)ノ 檜 殖 テ示 ス。4日 培養 二至 リテ

ハ血液 内 ノ結核菌 ハ 掲 リ56號 家 兎 ノミラ残 シ

テ他 ハ全部(±)ノ 檜殖 テナ スコ ト、恰 モ淋 巴内

二於 ケル2日 培 養 ト同程度 ノ檜殖 テナス。之 二

封 シテ淋 巴内 二於 テハ4例 ハ殊 二(柵/ノ 増殖 テ

ナ スモ、 ソノ大部分 ハr十)ノ 檜殖 成績 ラ示 ス。

7日 培 養 二於 テハ血液 内 ノ結核菌 ノ・2例 ニ テハ

(柵)ヲ 示 シ、他 ハ豫備試験 二於 ケル ト同檬(十D

ノ檜 殖 ラ示 ス。淋 巴内 ニテへ4例 ノ・(。。)テ示

シ、他 ノ・(冊)ノ 増殖 ラ見ル。54,55,56,65號 家

兎 ノ血液 内結核菌 ノ・2日 培 養 二於 テノ・就 二他 ヨ

リ旺盛 ナル増苑 テ示 セ ドモ7日 培養 二於 テノ・54

號 家 兎 二於 テ ノミ他 ヨリ可良 ナル檜殖 テ示 ス。

而 シテ.他 ノ55;56,65號 家 兎 ノ3例 ノ・ソノ他

。ノ12例 ト共 二標準増殖 ノ程 度 三 止 レリ。淋 巴

内 二於 テモ57,62號 家 兎 ノ2日 培 養 一ア リテノ・

壇殖陰性 ナルニ4日 、7日 培 養 二於 テハ標準檜

殖 テ示 スニ至 ル。術 ホ淋 巴内 二増殖 セル人型結

第1表 健常家兎淋巴内二於ケル結核菌堆殖

家兎
番號
性

50 ♂

51

一
♂一
♂

一
52一
53

一
♂一
舎54一

55
-

56
-

57
-

58

一
早一
♀一
♀一
♀

59
-

60
-

61

一
♀一
♂一
舎一

62
-

63
-

64

一
♂

-

i
♀一

65,♀ ・

盟重
(瓦)

1980

1590

1800

1700

1785

1780

1860

1725

1620

2800

3200

3300

3100

3000

3110

2990

二 日培養

血脚 巴

十
=
十
=
十
一

±

主

+
二
+
二
+
二
主

+
二
+
二
一
丁
二
+
二
+
二
±
三

+
二
+
二
+
一

四日培養

蝋
王

+
二
±
±
十
二
十
二
十

一十
二
十
二
十
二
十
二
十
二
十
二
十
二
十
=
十
一

肥
丁
玉

柵
丁
竺
旦

旦
旦
世
量
旦
世
量

什
耳
耳

七日培養

血液陣

量

什
什

柵

旦

旦

量

旦

世

旦

旦

什
耳

冊

一
冊

一
◎◎

一
冊

一
◎◎

◎◎

一
柵

一
冊

一
◎◎
一
冊

一柵

一柵

一柵

一柵

一
柵

++i柵

核菌 ノ・全血液 内 二於 ケル夫 レー比 シテ長 キ テ認

ムル コ ト多 シ。

第二 時間的 二探取 セノレ家兎胸管淋 巴内二於 ケノレ人型結核菌 ノ増殖

前述 ノ操作 ニ ヨ リテ家 兎胸管痩 テ作 リテ淋 巴 ラ

放 出 セ シムル トキノ・、経過 時間 二從 ヒテ、淋 巴

ノ白濁 ハ次 第 二清澄 トナ リ、 術 ホ其 ノ流 出量ハ

次 第 二減 少 スル コ トラ認 メタ リ。斯 ノ如 ク、経

過 時間 二從 ヒテ起 ル淋 巴 ノ性状 ノ髪化 ノ・該淋 巴

内二於 ケル結核菌 ノ壇殖 二如何ナル影響 テ及ボ

スカ、否 力、術ホ、幼弱家兎及 ビ成熟家兎 ノ胸

管淋巴内二於 テハ結核菌増殖ノ・差違 テ生ズルカ

否 カヲ検索 セリ。本實験ノ、後述 ノ諸研究 ノ豫備

實験 トモナル 可 キモノナレバ 殊二 注意 テ彿へ

第2表 時間的二探取 シタル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌塘殖

家兎

51

52

可

54

55

56

57

58

59

性

♂

♂

♂

♂

舎

♂

♂

舎

含

燈重

1590

1560

1830

2530

2660

2580

2960

3100

珊00

淋 巴 流 出 経 過 時 間(分)

・13・16・lg・1・2・1・5・1・8・121・24・127・13・ ・

冊 柵

柵'

柵

冊

柵

柵

冊

柵 ・

柵.

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

⊥
柵

柵

冊

柵

柵

柵

柵

柵

冊

柵

冊

柵

冊

柵

柵

柵

冊

冊

_世_

冊

柵

柵

冊

柵

柵

柵

柵

柵

冊

冊

柵

冊

柵

冊 柵 柵 柵 柵

柵

柵

⊥
柵

柵

柵

冊

柵

柵

冊

冊 ●

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

冊

冊

柵

柵

柵

柵

柵

冊

柵

柵

柵

T
柵

柵
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リ。 表 ノ如 ク大 中小 ノ艦重 ラ有 スル3種 類 ノ家

兎 テ選 ピ豆腐澤及 ピ青草 ニテ1週 間以上飼育 シ

テ、健康 ナルモ ノラ トリテ實験 二供 ス。食事 二

依 ル淋巴 ノ性状 ノ攣化 テ同避 スルタメ1日 間絶

食 セ シム。前述 ノ方法 二從 ヒ淋巴探取 ノ操作 ヲ

施 シ胸 管 二播 入 シタル硝子rカ ーユー レ」ヨリ直

接 二滅 菌流動 「バ ラフ,ン 」中 二滴下 セル 新 シキ

淋巴ラ表 ノ如 ク30分 間 ノ時間的間隔 テオキテ

探取 シ以テ人型結核菌テ培養セリ。第2表 二示

セルガ如 久 流出時間5時 間以内ニテノ・該淋巴

内二於ケル結核菌 ノ檜殖程度 ニノ・攣化ラ來 サ

ズ。尚家兎 ノ老弱 二依 リ淋巴内二於 ケル結核菌

檜殖程度ノ・影響 テ受 ケザル如 シ。

第三 末梢淋巴内二於 ケノレ人型結核 菌 ノ増殖

胸 管淋 巴ノ・組織 ニソノ源 ヲ登 シテ、血液 ノ濾液

二新陳代謝物質 テ含有 スル所謂末梢淋 巴 ト他 乃'

消化 管 ヨ リ來 レル乳康 トノ混合物 ニ シテ、乳康

ノ胸管 内二流入 スルノ・清化管 内ニテ食物 ノ消化

吸牧 サル ・時 ナ リ。家 兎 一 於 テハ 食後20時 間

ラ経過 スル モ ソ ノ胸管淋巴 ハ 爾輕度 ノ白濁 ラ

示 シ、全 ク1青澄 トナルノ・少 ク トモ30時 間内外

テ要 ス。余 ノ・可及的乳康 ノ混 入セザル所謂末梢

淋 巴内 二於 ケル結核菌 ノ檜殖 ノ程 度ラ研究 セン

トシテ實験 テ行 ヘ リ。

食後4時 間 テ経過 シタル家 兎・・;一.シテ禮重2、8Kg

内外 ノモ ノー シテ健康 ナル モ ノラ選 ピテ實験 二

供 入。Heidenheinノ 方 式二從 ヒ胸管 二「カーユ

ー レ」テ播 入 シ
、 左ヅ之 ヨリ出ル 淋 巴ニテ 結核

菌 ノ培 養 テ行 ヒ、次 二開腹術 ラ行 ヒ乳魔管 テ腸

間膜根部 ニテ血管 ト共 二結紮 ス。然 ル トキノ・胃

拉 二腸 ノー小部分 ヲ除 ク全禮 ノ胃腸 内容物 ノ

吸牧 ニ ヨル乳魔 ノ大部分 ノ・胸管淋 巴内二混入 ス

ル コ トテ遮断 サ ル。 從 ツテ此 ノ結紮 テ施 シタル

後 ノ・白濁 シテ流 出 セ・レ胸管淋 巴ノ・次第 二清澄 ト

ナ リ、約15分 モ経過 ス レバ、全 ク清澄 トナル。

尚別 二右 側淋 巴総管 テモ静脈 二注 入 人・レ附近 ニ

テ結紮 シ淋 巴 ノ麿滞 ラ起 サ シメテ探 取 セ リ。此

ノ右 側淋 巴線管 内 ノ淋巴ノ・右側 ノ上騰頸 部、頭

部、 胸部。肺 ヨ リ號 スル モノニ シテ流出量甚 ダ

少 シ。以上 ノ操作 ニ ョゾ探集 セル淋巴 ラ三種 二

大別 ス。EPチ 、 第3表 中、 淋(1)ト アルノ・、開腹

操作 前 ノ胸 管淋巴 テ示 シ、淋(2)ノ・腹部 ヨ リ來 レ

ル乳康 管 テ結紮 シ、乳康 ノ大部分 ラ除去 シタル

胸 管淋 巴 ラ示 シ、淋('6)ハ右 側淋 巴総管 ヨ リ得 タ

第3表 健康家兎末梢淋巴内二於ケル結核菌壇殖

家兎

66

67

68

性

♂

禮重

2970

♂2950

1}1

淋巴 L培 養 日 数

淋 ω

1二 司 四日
土 十十

淋 ②

淋(3)

淋 ω

講
±

±

± 十十

舎

淋t:)1± 什

淋司 ± 朴

28801淋(2〕
!琳£

淋(3♪

淋 ω

什

替

+
=
±

± 十十

± 十十

七 日

柵

柵

柵

o◎

冊

69・ ♀

70 ♀

冊

2700 淋 ω

淋{3,

蘇 ω

25・・1巫

1淋 〔3)

世

柵

柵

什

±++柵

± 十十

± 十十,

± 十十

柵

世

柵

± 「+1帯

ル淋 巴 ラ示 ヘモ ノ トス。

本實験 中67號 家 兎 ノ・乳廉 混合胸管淋 巴(淋 ω)

内 ニテr・。)ノ旺 盛 ナル壇殖 ラ示 シ。 ソノ他 ノ乳

康管結紮後 ノ胸 管淋巴q林(2))及 ビ右 側淋巴絡 管

淋 巴(淋 動 内ニテノ・共 二(冊)ノ 檜殖 ラ示 ス。他

ノ4例 ノ・一檬 二乳康 混 入胸管淋 巴 内二於 テノ・即

チ1冊 ノノ檜 殖 ラ示 シ、乳康管結紮後 ノ胸管淋 巴

(淋(2)ノ及 ビ右側淋 巴総管淋 巴(淋(3))内 二於 テハ

(帯)ノ 壇殖 号示 ス。

實験 小括

(1)家 兎胸 管淋巴 内二於 テノ・人型 結核菌 ノ・血液

内二於 ケル ヨリモ壇殖旺 盛 ナ リ。

(2)家 兎胸 管淋巴 内二於 ケル人型結核 菌 ノ檜殖
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ノ・血液 内 二於 ケル ソ レヨ リ早期 二 増殖 ヲ 開始

スo

(3)家 兎胸管淋巴二於 ケル人型結核菌壇殖ノ・乳

魔 ノ混入ニヨリテ旺盛 トナル。

(4)家 兎胸管淋巴内二於ケル人型結核菌 ノ檜殖

ノ・該家兎 ノ老幼 二關セズ増殖旺盛ナ リ。

第四章 結核家兎胸管淋巴内二於ケル人型結核菌ノ壇殖

1924年A.E.Wrightノ ・結核患者全血液 内一

於 テノ・健常人血液 内二於ケル培養 二比 シテ結核

菌檜殖 ノ著明二抑制阻止セラルラ認 メタリ。尚

當該結核患者 ノ全血液内培養標本テ観察 スルニ

健常人血液培養標本 ト異ナ リ結核菌 ノ周園二集

合 スル白血球 ノ敷 ノ遙 カニ多キコ トヲ認 メ、氏

ハ結核患者全血液中ノ白血球 ノ菌 二檜殖阻止作

用 スルコ トニ基因 スルナ リト推論 セリ。佐藤ノ・

今村教授指導 ノ下 二Wright/Slidecelle

cultureテ 改良 シタル方法テ用 ヒテ、Wright

ガ人血液 二就キテ行 ヒタル所 ラ、動物實験 二移

シテ研究 シ「結核晃疫 ノ成因二關 スル知見補遺」

ナル論文テ登表 セリ。即チ氏 ノ成績 二從ヘバ健

常海狽全血液内培養結核菌ノ・結核罹患海狽全血

液 内培養二比 シテ増殖良好 ニ シテWrightノ

研究 ノ結果 トー致 シテ同 ジク結核動物 ノ全血液

内二於テノ・結核菌ノ・檜殖阻止作用 テ受 クルモ ノ

ナルコ トヲ謹明 シ、術此 ノ場合「ツベルクリン」

皮 内反磨陽性化 トZF行シ、該動物血液内培養結

核菌 ノ檜殖阻止作用 ノ登現 人ルコ トテ認 メ、此

ノ阻止作用 テ結核罹患 ト特異的關係一アリト聾

納 セリ。余 ノ實験 二於テノ・膿重2.8Kg内 外「ツ

ベル クリン」皮内反癒陰性、 且淋巴腺系統 二腫

脹 ソノ他 ノ異常 テ認 ノザル健常家兎ニシテ1週

間以上當教室 ノ飼料ラ以テ飼育 シ、且豫 メ健常

時 二於 ケル全血液内結核菌 ノ培養 テ實施 シ、 ソ

ノ成績 ガ木法ニヨル培養 ノ標準檜殖 テ示 スモノ

ノミテ供試家兎 トシテ探用 セリ。次 二張毒人型

結核菌上池菌株2.Omgテ 生理的食盤水2.Oc.α

二浮游 セ シメ之 テ家兎耳静脈内二注射 シ…定 日

撒放置後實験 二供 シタリ。

第4表 中接種前血液 トアルノ・豫備試験帥 チ家兎

ラ結核 二感染 セシムル前二施行 シタル トキノ全

血液内結核菌檜殖 テ示 λ。

強毒人型結核 菌上池菌株2.Omgテ 接 種 シタル

家兎 ノ第1群 二 於 テ 結核感染 日撒5乃 至10日

間 ノモ ノニ於 テノ・「ツベル ク リン」反癒 、培養成

績及 ビ解剖所 見共 二陰 性 ナ リ。第2群 ノ家兎ハ

結核 感染 日撒 約2乃 至3週 間 ノモ ノー シテ 「ッ

ベル ク リン」反癒未 ダ陰性 ニ シテ 解剖所 見 ニハ

勿論病攣 テ認 メズ。血液 内培 養 二於 テ結核菌ハ

5例 中87,89號 家 兎 ノ2例 ノ・輕 度 ナガ ラ檜殖不

良 ナ リ。 之 二反 シテ胸 管淋 巴内 二 於 テノ・86,87

號 家 兎 二於 テノ・檜 殖不 良 ナル モ85,88,89號 家

兎 ノ3例 二於 テノ、ソノ増殖 ノ、著 シク不良 ニ シテ

菌増殖 阻止作 用 ノ影響 テ受 ケタル コ トテ示 ス。

第3群 ノ家 兎ノ・結核感染 期間約1ケ 月 ナル モ ノ

ニ シテ「ツベル ク リン」反慮 ノ・5例 中91,93號 家

兎ノ・弱陽性 ニ シテ94號 家兎 ノ・中等度 ノ陽性 テ

示 ス。即 チ、結核感染 日撒1ケ 月 ナル トキノ・「ツ

ベル ク リン」反癒 ノ、牛撒 二於 テ 陽性 トナル。解

剖 所 見 トシテノ・91,94號 家 兎 ノ肺 二輕度 ノ結核

性病攣 ラ見 タ リ。93號 家 兎 二於 テノ・肝、腎 二極

ク輕 度 ノ結核性病攣 ラ認 メタ リ。 斯 ノ如 キ歌態

ノ第3群 家 兎 ノ5例 中90,92號 家 兎 二於 テ ノミ

僅 カニ當該胸管 淋 巴内 一テ(±)ノ 増殖 テ示 シ他

ノ、陰性 ナ リ。 同 ジク血液 ノソ レノ・90,92,93號

家 兎 二於 テ同様 ノ増殖 ラ認 ム。EPチ 結核感染1

ケ月 ノ第3群 家 兎胸 管淋 巴及 ビ血液 内 二於 ケル

結核 菌 ノ・急劇 ナル増 殖阻 止作 用 テ受 クル モ ノ ト

認 メ ラル。第4群 家 兎 二於 テノ・「ツベ ル クリン」

反 癒ノ・95,97,98號 家 兎 ノ3例 ノ・中等度96,99

號 家 兎 ノ2例 ノ・弱 陽 性ラ示 ス。此 ノ群 二rde',・ル

家 兎 ノ肺 ニハ中等度 ノ結 核性病攣 ラ見 ル。肝臓

一モ97,98號 家 兎ノ・中等度96號 家 兎ノ・軽 度 ノ

結核 性病攣 テ認 ム。 腎臓 一ノ・97,99號 家 兎 ニハ
ダ

輕 度、98號 家 兎 一ハ 中等度 ノ病憂 ラ見ル。 此 ノ

群 二屡 去ノし家 兎 ノ淋 巴及 ビ血液 内 二於 テノ・結核
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第4表 結核家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌ノ増殖
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内藤=家 兎胸管淋巴内二於ケル人型結核菌ノ増殖 【第16巻

菌 ハ全然檜殖 セズ。第5群 ノ・第4群 ノ結核性病

憂 ノ高度二現 レ、淋巴及 ピ血液 内ニテハ結核菌

ハ全然増殖 セズ。第6群 ノ家兎二至 レバ、線膿

二結核性病攣 ノ・著明ニシテ家兎 ノ衰弱著 シ久

淋巴探取二要 スル手術ノ・該動物 二封 シテノ・、相

當大 ナル打撃ナルテ以 テ、淋巴探取操作中二手

術 二耐ヘズシテ、中途 ニテ死亡スルモノ多 シ。

斯ル家兎 ノ胸管淋巴ノ・健常家兎 ノソレニ比 シテ

清澄 ニシテ、且凝固性 二乏 シギテ以 ツテ、標本

作製中二流失 スル コト多 シ。爾淋巴 ノ流出量甚

シク減少スルテ以 ツ テ、菌培養 二要 スル所要

淋巴量 テ探取 スルハ梢 ≧難事二属 ス。本群 ノ家

兎ノ・例外ナク肺、肝、脾、腎ニモ高度 ノ結核性

病攣 ラ有 シ、「ツベル クリン」反磨 モ強陽性ナリ。

結核菌ノ・淋巴及 ビ血液 内共 二」曾殖 セズ。以上第

4表 テ線括 シテ胸管淋巴蚊 二血液 内二於ケル結

核菌檜殖 ト「ツベルクリン」反慮 ラ結核感染 日歎

二依 リ圖示 スレバ第1圖 二示 スガ如キ曲線ラ得

タリ。

實験小括

結核家兎 ノ淋巴内菌増殖ハ、全血液中菌壇殖 二

於 ケル如 ク該動物 ノ結核感染度拉二全血液培養

一不行 シテ阻止作用テ受 ク。

第五章 結核見疫家兎胸管淋巴内1=於ケル人型結核菌ノ壇殖阻止作用

結核 菌ハ著 シク異 ナ レル特性 テ具有 スル テ以 ツ

テ ソ ノ免 疫産生 二於 テモ亦他菌 二於 〃ル ソレ ト

甚 ダ シク趣 テ異 ニ スルモ ノナ リ。余 ノ・淋 巴 二於

ヶル結核 菌檜 殖ノ・諸種 ノ條件 ニ ヨ リ左右 セ ラル

ルコ ト著 シク大ナル特性テ有 スルテ以 ツテ此 ノ

方面 ノ研究 二慮用 シ結核菌 ノ淋巴内培養 テ以 テ

結核免疫産生 ノー斑 ラ窺知 セントス.

第 一B,C.G.ヲ 接 種 シ タノレ家 兎胸 管淋 巴 内 二於 ケ7v結 核 菌 ノ増殖

結核晃疫 中最 モ理想的 ナルモ ノハ生菌免疫 ニ シ

テ此 ノ種 ノ研究 業績 ハ從來各方面 二於 テ其 ノ登

表 テ見ル。是等 ノ成績 ラ総合 ス レバ生菌免疫 ラ

完全 二、 且生命 二安 全 二施 行 シ得 ルハ ヵル メ.

上 ノB・C・G.二 依 ル ラ最 モ可 トナ ス。伊藤 ハS.

C.C.法 二依 リB.C.G.ラ 接 種海猿 ノ全血液 中二

結核 菌 ノ培 養ヲ施行シ結核冤疫 ノ重要ナルー現象

タル結核免疫 ノ全血液 ノ結核 菌増殖 阻止作 用 ニ

ツキ テ研究 登表 セ リ。即 チB.C.G.ラ 接 種 セル動

物 ノ全血液 中 ニハ結核菌増殖阻 止作用 ハ強度 二

登 現 シソノ封 照實験 タル強毒結核死菌 ラ以 ツテ

接種 シタル動物 ノ全血液 中 一ハ斯 クノ如 キ結核

菌増殖 阻止作用 デ呈 スルモ ノナカ リキ ト構 ス。

余 ノ使 用 セ ン トスル 家 兎ハ盟重2.OKg以 上 ナ

ル モ ノテ 用 ヒ當教 室飼 料 ニ テ1週 間以上飼 育

シ、豫 ノ「ツベル ク リン」反磨 テ検 シ陰 性 ナルモ

ノー シテ、且淋 巴腺 二異常 ナキモ ノー50mg叉

ハ200mgテ 皮 下 二5日 間 オキー3同 接種 シ後

1週 間、2週 間、1ケ 月、3ケ 月、6ケ 月 ノ5

群 二分類 シテ、前述 ノ方 法 ニ ヨリ淋 巴 ラ探 取 シ

ソ ノ淋 巴 ラ以 テ人型結核 菌 ノ培 養 テ行 ヘ リ。

第22表 二示 ス如 ク第1群 二 於 テノ・161,162號

・家 兎 二50mg,163,164號 家 兎 二200mg/B .C.G.

菌 ラ5日 オキニ各 々3同 接 種 シ最後 ノ接 種後1

週 間放 置 シタル ー、50mg/B.C.G.接 種 家 兎 二

於 テハ「ツベ ルク リン」反慮 ハ未 グ陽性 二轄 化 セ

ザ ルモ、200mg接 …種家兎 一 於 テハ、1週 間後

陽性轄 化 ラナ セリ。而 シテ、是等家 兎 ノ淋 巴 ヲ

接種 シテ結核菌 弓培養 セル ニ50mg接 種 家 兎 二

於 テノ・菌檜 殖 ハ健常動物 二比 ス レバ、多少阻 止

作 用 ラ受 ケ、(柵)ノ ±曾殖 テ示 スモ200mg接 種

家兎 二於 テノ・前 者 ヨリ爾強 ク檜殖 阻止作 用 ラ受

ケ(十)ノ 増 殖 ラ示 セリ。第2群 二於 テノ・B.C.G.

接 種 後2週 間放 置 セル モ ノニ シテ此 ノ群 二於 テ

ハ 「ツA""ル ク リンJ反 慮 ハ既 二全部陽性轄 化 ラ示

シ菌壇 殖 モ50mg接 種 家 兎 二於 テハ(+)ヲ 示 シ

200mg接 種 家 兎 二於 テ・・167號 家 兎 ハ(±)168

號 家 兎 ハ(+)ノ 菌 増殖 テ示 セ リ。爾進 ミ第3群
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第5群 家 兎 二於 テノ・菌増殖 ハ完全 二陰性 ラ呈 ス 菌檜殖阻止作用 モ次第 二強 ク現 レ2週 間以後 ハ

ル ラ見ル、 即 チ「ツベル クリン」反慮 ハ第1群 ノ 全 ク陰性 ラ示 スニ至 レリ・

50mg接 種 家 兎 ノ外 ノ・全部 陽性韓化 ラ示 シ、 且

第22表B.C.G.皮 下接種 ヲ行へ〃家兎胸管淋巴内二於ケル結核
1

家兎接種菌 菌量
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第二 加 熱死結核菌 ヲ接種 シタノレ家兎胸管淋 巴内二於 ケル結核菌壇殖

中等度大 ノ家兎 テ用 ヒ豫 メ「ツベル ク リン」皮 内

反慮 テ検 シ、 且淋巴腺 二腫脹 ソノ他 二異常 ラ認

メザルモ ノテ選 ビ教室飼料 テ與 ヘテ1週 間以上

飼育 シテ健常 ナルモ ノテ實験 二供 ス。結核 死菌

調製 ニハ使 用菌株 ハ當教室保存 ニカ ・ル上池菌

株 テ「グリセ リン」加 「ブイヨン」二約6週 間培 養

シタルモ ノテ 「コッホ」ノ釜 ニテ100℃ 一 テ1時

間加熱殺菌 セリ。接 種量 ノ・50mg及 ピ200mg

子5日 間 オキー10同 反復 シ最後 ノ注射 ヨリ1

週 間、2週 間、1ケ 月、3ク 月、6ケ 月 二匠別

シテ淋 巴 テ探取 シ結核菌培養 ラ施行 セ リ.

第23表 二示 スガ如 ク第1群 二 属 スル50mg10

同 接 種 セル141號 家 兎 ノ、「ツベル クリ ン」陽性轄

化 セザルモ142號 家 兎 二於 テハ陽性轄化 ラナセ

リ。又,200mg10日 間接 種 シタルモ ノニ於 テモ

同様 ナル結果 テ呈 セ リ。而 シテ、是等動物 ノ胸

管淋 巴中結 核菌 ノ壇 殖 ハ輕 度 ノ阻 止作 用 サ呈 ス

ル テ見ル。第2群 二於 テ50mg接 種 家兎 中菌」曾

殖 ノ・第1群 家 兎 ト同様輕 度 ノ阻止作用 テ受 クル

テ見ル。第3群 家 兎 二於 テノ、150號 家 兎 ラ除 ク

第23表 強毒人型結核死菌皮下接種二行ヘル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌塘殖
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他 ノ家兎ハ「ツベルクリン」反慮陽性輔化 セルニ

菌檜殖 ハ50mg接 種家兎二於テハ前同同檬ナル

モ200mg接 種家兎二於 テハ 菌檜殖阻止作用減

少 シ菌ハ第1群 二於 ケル ト同様(辮)ノ 檜殖ラ示

セリ。第4群 、第5群 二於 ケル菌増殖ハ健康家

兎 ノ菌檜殖 ト同一程度ニ シテ何等阻止作用 ラ認

メザル状態 トナル。

帥チ50mg接 種 スルモノノ・第3群 マデハ同一 ノ

阻止作用 テ受 クルe第4群 、第5群 二至 レバ何

ラ菌檜殖二影響 ラ示 サズ。 又200mg接 種家兎

二於 テハ2週 間マデ(十ト)ノ最大阻止作用ヲ呈 シ

3ケ 月、6ケ 月二至 レバ菌檜殖阻止作用ノ・殆 ン

ド消失 スルニ至 ル テ認 ム。

實験 小括

t(1)B.C.G.接 種 動物 ハ、50mg接 種 動物 ヨリ、

200mg接 種 動物 ガ ヨリ良 ク菌増殖 阻止作用 ラ

有 スル ヲ見、省接種後1ケ 月 テ経過 セバ、 凡テ

ニ於 テ、菌檜 殖 ハ完全 二阻止 サル テ見 ル。

(2)強 毒 死菌200mg接 種 動物 ノ・、接種後2週

間 ニ シテ輕度 ノ阻止作用 ラ有 スルモ、1ク 月 目

ニハ再 ビ阻 止作 用 ノ減弱 スル テ見ル。50mg接

種 動物 ハ各群 ニ フタ リ、 阻止作用 ラ示 サズ。

(3)B.C.G.免 疫 ニヨル阻止作 用 ハ、死菌免疫 ニ

ョル阻 止作 用 ヨリ張 シ。

第六章 種々ナル物質ヲ紹ロ的二投與スル時ノ家兎胸管淋巴二

於ケル結核菌ノ増殖

身禮各臓器 二於 テ生成 サ レタル淋 巴 ノ組成 バー

檬 ナ ラズ。 四肢 ノ如 キ蓮動器 ヨ リ生 ズル肢淋巴

ハ有機成分 テ含 有 スル コ ト著 シク少量 ナルモ、

肝淋 巴 ハ之 テ含 有 スル コ ト最 モ多量 ニ シテ他 ノ

臓器 ヨリ出 ル淋 巴 ノ有機成分 ノ含 有量 ハ ソノ中

間 二位 ス。故 二是等各種 ノ淋 巴 ノ集合 シテナ レ

ル胸 管淋 巴 ノ如 キハ各種 臓器 ノ参與 ノ多少 ニヨ

リテ、 ソ ノ化學的組織 二差違 テ示 スモ ノナ リ。

身艦 若 シ静 止 セル トキニハ四肢 ノ淋 巴管 ニハ殆

ン ド淋 巴 ノ流動 スルテ見 ズ。之 二反 シテ腹部臓

器 二於 テハ安 静時 ニモ 絶 エズ 機能 テ 醤 ムニ ョ

リ、淋 巴 テ 生成 シテ之 ヲ 胸管 二注 入 シツ ・ア

リ.故 二同一動物 ニ ア リテモ、 ソノ生活1伏態 ニ

ヨ リテ、淋 巴 ノ組成 ト量 トノ・刻 々 二愛化 シツ ・

ア リ ト云 フベ シ。從 ツテ淋 巴 ノ組 成 ト量 トハ各

研究者 ニ ヨリテ、基 グル所 嘔々 ナ ルハ當然 ナ リ

トユ=フ ベ シ。

RobertTigerstedtノ 報 告 ニ ヨレバ、 犬 ノ室腹

時 ノ淋 巴漿 ノ「フ、ブ リンー,ハ0.04-0.05%ニ シ

テ ソ ノ他 ノ蛋 白質 ノ・3.5-4.5%ニ シテ血漿 ノ各

々 二比 シテ甚 ダ シク少量 ナ リ。種類 二就 イテハ

次 二述 ベ ントス。爾灰分 ノ・0.7-0.8%ニ シテ ソ

ノ中約67%ハ 炭 酸曹達 ナ リnソ ノ外 少量 ノ燐酸

「カルチウム」、「マグネチ ウム」、鐵等 ラ含有 ス。

而 シテ淋 巴中 ノ賂化 「ナ トリウム1ノ 含 有量 ノ・血

液 二於 ケル ヨリモ常 二大 ナ リ ト云 フ.淋 巴 ノ淋

巴管 内二於 ケル流動 速度 ハ血液 二比 シテ遙 カー

緩漫 ニ シテWeisガ 馬 ノ頸部淋 巴幹 ニテ測定 セ

ル所 一 ヨ レバ1分 間24C-300mm一 過 ギズ小

淋 巴管 二於 テハ ソノ速度 爾緩漫 ナ リト云 フ。淋

巴 ノ胸管 二 於 ケル 座 ノ・Robert二 依 レバ19・一一

20mm水 柱 二過 ギズ ト構 ス。故 二浦 化管 ニテ吸

牧 サ レタル物質 ガ胸管淋 巴 二出現 スル ニハ相當

ノ時間 テ要 スルモ ノナ リ。

第一 牛乳 ヲ経 ロ的 二投與 セ川健康家兎胸管淋巴内一於 ケル結核菌 ノ増殖

牛 乳 ハ ソ ノ 組 成 甚 ダ複 雑 ナ レ ドモ ソ ノ 圭 要 成 分 ・・脂

肪 、 蛋 白質 、 「ヴィタ ミソ」、 糖 類 、 酵 素 、 無 機 顧 類 殊

二 燐 酸 鞭 類 及 ビ 「カル チ ウム」ナ リ。牛 乳 が消 化 管 内 コ

リ滑 化 吸 攻 サ ル ・二當 リ、脂 肪 ・・研 究 者 ニ ヨ リ異 ナ ル

モ 吸 攻 サ ル ・脂 肪 ノ約60%・ ・淋 巴管 ニ ヨ リテ 吸 取 サ

ル ・モ ノナ リ ト稚 ス。 脂 肪 ハ腸 管 中 ニ テ脂 肪 酸 ト「グ

リセ リ ソ」トニ分 解 セ ラ レ、 「グ リセ リ ン」ハ 水 二容 易

二 溶解 シ脂 肪 酸 ノー部 ノ・鹸 化 物 トナ リテ 存 左 ス ル モ、
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他 ノ大部分ハ遊離脂酸/状 態 ニアリ。 遊離脂酸及 ビ

「カルチウム」
、1マグネシウム」石鹸・・水二溶解 セズ。

然 レドモ是等ノ・皆ヨク謄汁 ニヨリテ溶解サル ・ヲ以

ツテ正常ナル腸内二於テ・・脂肪 ノ分解産物・・悉 ク溶

液 ノ状態 トナリ易ク腸壁ヨリ吸牧セラル。是等吸牧セ

ラレタル脂酸・・腸 ノ上皮細胞内二入 リテ、合成作用

ニ ヨリ「グリセリソ」ト化合シテ再ビ微細ナル頴粒状

ノ中性脂肪 トナリテ原形質内二現 レ次 イデ細胞間隙

ヨリ絨毛隙二出デ、絨毛筋ノ作用 ニヨリテ 中央 ノ乳

魔管・腸淋巴管・胸管二入 リ來ル。故二牛乳ノ如キ消化

シ易キ状態ニアル脂肪 ヲ多量二含有セル'食物 ヲ掘取

シタル トキ・・家兎胸管淋巴ノ・暫時ニジテ、甚グシク濃

厚二白濁スルヲ認ム。其 ノ最モ甚ダシキトキノ・淋巴中

二肉眼的二認メ得ル程度ノ脂肪球ガ浮游セルワ見ル。

脂肪ノ他二胸菅淋巴中ニノ・牛乳 ノ幾多ノ成分が多量

吸牧サル ヲ以テ該淋巴ハ結核菌 ノ培殖二如何 ナル影

響 ヲ及ボスカヲ検 シタリ。

實験 二用 ヒシ家兎 ノ・健常家 兎 ニ シテ約2.8Kg

内外 ノモ ノテ撰 ビテ2日 間絶封紹食 ラ張行 セシ

メ所定 ノ方式 二從 ヒ淋巴 テ探取 シ結核菌 テ培 養

シテ之 テ封 照標本 トナス。次 イデ「ネ ラ トンカ

テー テル」テ用 ヒテ 市井販費 ノ普通牛乳 テ胃内

二直接注 入 シテ 從來 ノ如 ク30分 ノ時間的 間隔

テ以 ツテ淋 巴テ探取 シ結核菌 ラ培養 セ リ
。以 上

ノ方法 二依 リ第5表 二示 スガ如キ實験成績 テ得

タ リ。 即 チ第1群 二 於 テノ・牛乳20c.qテ 経 口的

二投與 シタル後1時 間 ニ シテ溜濁 ラ認 メ
、約2

時 間脛過 シタル トキニ最高度 トナル。此 ノ潤濁

ハ ソノ後1時 間内外纏i績 シテ次第 二清澄 トナル

4時 間後 一ハ殆 ン ド酬 犬ノ如 ク透 明 トナル
。

此 ノ淋 巴 テ以 ツテ結 核菌 テ培養 セル ニ2日 培 養

二於 テハ何等増殖 テ示 サザルモ4日 培 養
二於 テ

ハ ソノ淋巴 ノ最高潤濁 ラ示 ス時刻 卸 チ牛乳 投與

後2時 間 ヨリ2時 間牛二亙 ル淋 巴 テ以 テ培 養 セ

ル結核 菌 ハ増殖可良 ナ リ
。同淋巴 内7日 培 養 二

於 テハ結核 菌ハ檜殖著 シク旺盛 ニ シテ菌 ハ重畳

シテ個 々 二撒 ヘル コ トハ到底不可能 ナ リ
。聚 落

ノ形 ハ塊状 テナスモ ノヨリモ恰モ藻 ノ流 レニ漂

ヘ ル ガ如 キ観 テ有 スルモ ノ多 キテ認 ム
。

第2群 家 兎 ニハ 第1群 ノ倍量 ノ牛乳即 チ40c・q

ヲ経 口的 二投與 セ リ。37號 家兎 二於 テハ投與約

40分 経過 シタル頃 ヨリ溺濁 シ始 メ1時 間牛頃

ニノ・最高 ノ潤濁 二達 シ、約1時 間牛位 ソ ノ濃度

テ保 チ タル淋 巴 ノ流出 テ見 テ然 ル後漸次 二透 明

トナ リ、4蒔 間後 ニノ個 濁 ハ輕 度 トナ レ リn第

2群 二於 テ淋巴 ノ最 高潤濁ハ第1群 二於 ケル最

高潤 濁 ノ度 ヨリモ遙 二高度 一 シテ梢 ミ早期 二出

現 シテ纏 績時間 モ長 キラ認 メタ リ。35號 家兎 ノ

胸 管淋巴 内二於 ケル結核菌 ノ檜 殖 ハ2日 培養 二
　

於 テハ既 二牛乳投與後2時 間 テ経過 セル トキハ

探取 セル淋巴 内二於 デ輕度 陽性 ノ増 殖 テ示 ス。

4日 培養 二至 リテハ1時 間牛 ヨ リ2時 間牛 二至

ル間 二探取 シタル淋 巴内 二於 テ、結核菌 ハ檜殖

可良 ナ リ。7日 培 養 二於 テハ牛乳投與 後1時 間

ヨ リ4時 間後 二至 ルマデ ノ間 二探 取 シタル胸管

淋 巴内二於 テ最 モ旺盛 ナルi曾殖 テナ シ、以後沼

濁度 ノ減 少 ト共 二菌増 殖程度 モ次第 二標準増 殖

二向 ツテ低下 スル ラ見 ル
。他 ノ34,36號 家 兎 一・

於 テモ同様 ナル成績 テ示 ス。第2群 ノ家 兎淋 巴

内二於 ケル結核菌 ノ増殖 ノ第1群 ノソ レニ異ル

鮎 ノ・2日 培養 二於 テ檜殖 ラ示 スモ ノアル コ ト、

及 ビ4日 、7日 培 養 二於 テ第1群 二於 ケル ヨ リ

モ牛乳投與 後経 過 ノ短時 間ナル トキニ採 取 セル

淋 巴内 ニテモ結 核菌壇殖 モ旺盛 ニ シテ ソノ纏績

時 間モ第1群 二比 シテ長 シ、此 ノ黙 牛乳投與後

ノ淋 巴 ノ湖濁 ノ出現時間 ト濃度 トニ比例 スルモ

ノ・如 シ。第3群 家兎 ニノ・牛孚L60c.c.テ経 口的

二投與 シタルソ ノ後30分 経 過 セザル 内 _白 濁

シ始 メ第2群 二於 ケル ヨ リモ急i速 二渦濁 テ曾 シ

投與後約40分 位 ニ シテ最高 度 二 達 シソ ノ濃度

モ第2群 二比 シテ著 シク高度 ニ シテ粘稠 ナ リ。

故 二結核菌培 養 ノ操作 中 ノ2枚 ノ載物硝子 ノ間

二挾 ミタ,・薄 キ淋 巴薄膜 ノ・恰 モ紙片 ノ如 ク全 ク

透 明 ナル コ トナ シ。此 ノ最 高度 二澗濁 セル淋 巴

ハ約5時 間 ノ長期 二亙 リテ流出 シ
、 ソノ後 ノ・次

第 二清澄 トナル。 此 ノ38號 家 兎胸管淋巴 内結

核 菌tgM.ノ ・2日 培 養 二 於 テ約30分 ヨリ2時 間

後 マ デ ノ間 二探 取 シタル淋 巴内 二於 テ檜 殖可良

ナ リ。4日 培養 二至 ル ト牛乳 投與 後1時 間 ヨリ4
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第5表 牛乳 ヲ経ロ的二投與 セル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌ノ塘殖
●

家

兎
性膣 重
(gr)

投 與

量

(CG'

培養
日数

牛 乳 投 與 後 ノ 経 過 時 間

0 ・・5[…11・512・ ・12・5 3・・13・5 4.0 4.5 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0
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1
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31

一
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一
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♂

一

♂

}

♂
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一
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匡
軒『 十十

柵
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一
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時 間 マデ ノ間 二探取 シタル淋 巴内 二於 テハ結核

菌 ハ可良 ナル壇殖 ラナ シ、7日 培養 二至 レバ牛

乳 投與後30分 ヨ リ6時 間 ノ長 キ 間 二 探 取 セル

淋 巴内 二於 テ増 殖旺盛 ニ シテ経過時 間7時 間以

後 二至 リナ始 メテ通常 ノ檜 殖 二向 ツテ低下 スル

ラ認 ム。以 上 ノ封 照 トシテ41,42,43號 家 兎 ハ
　

各 々牛{4120c.c・、40c・c・、60c・aテ投與 シ、ソ ノマ ・

何等 ノ塵 置 テ加 ヘ ルコ トナ ク放 置 シ、然 ル後淋

巴 卜同時刻 二探 血 シ以 ツテ結核菌 テ培養 シテ ソ

ノ経 口的 二投與 セル牛乳 ガ該 家 兎血液 内結核菌

増 殖 二如何 ナル影響 テ及 ボ λカラ研究 セ リ。41,

42號 家 兎 二於 テノ・結核 菌檜殖 ノ旺盛 ニナ リタル

形 勢 テ認 メズ。43號 家 兎 二於 テ牛孚L投與後1時

間牛 ヨ リ3時 間経過 セルマ デノ間 二探 血 シタル

血液 内二於 テ僅 カニ檜 殖可良 ナル傾 向 ラ示 ス。

實験小括

1・ 牛乳投與後淋 巴中 一最初 二出現 スル時間 ハ

該 牛乳 量 ニ ヨ リ遅速 ア リ、多量 ナル時 ニハ早 ク

現 ハ レ、其 ノ縫緬時 間 ニモ亦 長短 ア リ。

2・ 淋 巴中 二存在 スル吸牧 サ レタル牛乳 量多 キ

程菌増殖 ノ・旺盛 ナ リ。
三

3.経 口的 二牛乳 テ投與 後血液 中 二於 ケルS.

C・C・ テ検 スル ニ表 二示 ス如 ク投與牛乳 量60瓦

以上 ナル時 ニハ梢 ヒ菌檜殖旺盛 ナ リ。

第二 鶏卵 ラ経 口的二投與 セノレ家兎胸管淋巴内二於 ケノレ結核菌 ノ増殖 二就 テ

正常ナル状態ニテ消化管内ニアル蛋白質ハ腸内ノ酵 素 二依 リテ 「ポ リ ペ プ チ ー ド」ノ 階 段 ヲ経 テ「ア ミ ノ」
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酸 二分解 シテ始 メ テ吸 牧 サル 。然 ジナ が ラ牛 乳 叉 ノ・卵

白ナ ドヲ過 剰 二振 取 シタル トキ、叉 ・・腸 粘 膜 二病 的 憂

化 アル 場 合 二 ・・、ソ ノ量 ハ些 少 ナ リ ト錐 モ撮 取 セ シメ

タル ソ ノマ ・ノ該 蛋 白質 ハ 循 環 系 内 二 出 現 ス ル コ ト

ア リ。Michaelisu.OpPenheimerf6η ノ・蛋 白質 ヲ 過 量

二鍛 同 経 口的 二撮 取 セ シメ タ ル 家 兎 二於 テ ソ ノ血 中

二撮 取 セ シメ タ〃 異 種 蛋 白 ノ移 行 セル コ トヲ沈 降 反

磨 二依 リテ詮 明 セ リ。Ascoliモ 同種 二 家 兎 ノ 胃 内 二

注 入 シタル 後 沈 降 反 慮 二依 リテ ソ ノ振 取 シタル 異 種

蛋 白 ガ尿 中 二移 行 セル コ 干 ヲ認 メ タ リ。星 野59)・・卵 白

及 ビ馬 血 清 ヲ「サ ポ ニ ソ」ト同 時 二 輕 ロ的 二 投 與 シタ

〃 二、ソ ノ撮 取 セル異 種 蛋 白 ハ容 易 二腸 壁 ヲ透 過 シテ

循 理 系 内 二移 行 セル コ トヲ實 験 セ リ。Ganghofner㈹

ハ初 生 動 物 二於 テ ・・卵 蛋 白、牛 血 清 が腸 管透 過 性 アル

コ トヲ沈 降 反 慮 ニ ヨ リテ謹 明 セ リ。石 川 偶 ・・硫 化 水 素

ヲ用 ヒテ卵 蛋 白 ノ腸 管 ヲ透 過 セル コ トヲ實 験 セ リ。青

木 ⑯2)ハ沈 降 反慮 ヲ 磨 用 シ テ 各 部 消 化 管/異 種 蛋 白 ノ

透 過 性 ヲ比較 研 究 シテ 小 腸 下部 ノ・上 部 二比 ジテ透 過

性 遙 カ ニ大 ナル コ トヲ詮 明 セ リ。松 井 ㈹ ・・犬 二豫 メ胸

管 淋 巴痩 ヲ作 リオキ テ、之 二経 口 的 二鶏 卵 白 ヲ掘 取 セ

シメ テ逐 次 胸 管淋 巴及 ビ血 液 ヲ ト リテ、沈 降 反磨 ヲ鷹

用 シテ、各 々が含 有 セル 卵 蛋 白 ノ量 ヲ比較 定 量 シタ ル

ニ 淋 巴 二含有 セル 分 解 ヲ 受 ク ザル 蛋 白 ノ量 ハ 血 液 ノ

ソ レニ比 シテ遙 二大 ナ リシ事 ヲ謹 明 セ リ。

余 ハ 盟 重2・8Kg内 外 ノ 健 常 家 兎 テ 選 ビ之 テ1

第6表

週間 自然 ノマ ・放置 シ、然 ル後 二實験 二供 シタ

リ。實験 二用 ヒシ鶏卵 ハ市井販費 ノ新鮮 ナルモ

ノデ用 ヒ「カラザ」及 ビ卵黄膜 テ取 リ去 リタル後

卵 白及 ピ卵黄 ラ共 ニ ヨク撹絆混和 シ、ソ ノ50cn

テ用 フ.所 定 ノか法 ニ ヨリ家 兎 ヨ リ淋 巴 身探 取

シテS.C.C.ニ ヨ リテ 結核 菌 ラ 培養 シ、 以 ツ

テ封 照 トナ ス。次 二前述 ノ如 クニ シテ準備 セル

鶏卵 テ「カテー テル」一ヨ リ胃内 二注 入 シ、逐 時

淋 巴 テ探取 シテ結核菌 ノ培養 ラ行 ヘ リ。菌培養

ハ縮 テ7日 トシ、 ソ ノ成績 ・・第6表 ノ示 スガ如

シ0

202,206號 家 兎 二於 テノ・i鶏卵投與後120分 ニ シ

テ檜殖 テ始 メソノ後90分 位 マデ ノ間 二探 取 シ

タル淋巴内 一テノ・結核菌 ハ増殖 旺盛 ナ リ。204

號 家 兎 二於 テハ鶏卵 投與150分 後 ニ シテ増 殖旺

盛 トナ リ、 之 ヨリ約90分 以 内 二 探取 シタル淋

巴内二於 テノ・結核 菌 ハ」曾殖良好 ナ リ。201,205

號 家 兎 二於 テハ梢 支檜殖 ノ傾 向 テ示 スモ、203,

207號 家 兎 二至 リテノ・檜殖 ノ形勢 著 シク少 シ。

斯 ノ如 ク鶏卵 子投與 シタル家 兎 ノ胸 管淋 巴中ニ

テハ結核菌 ハ家 兎 ノ各 々二依 リテ甚 シク」曾殖程

度 テ異 ニスル モ大 禮 ノ見地 ヨ リ見ル トキノ・鶏卵

投與 ニ ヨリテ菌増殖 ハ促進 サル ト云 ヒ得 ベ シ。

鶏卵 ヲ経口的二投與シタル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌増殖

家兎 性 髄重 1投與量膿 基

1

--

1鶏 卵 投 與 後 ・ 経 過 時 間(分
ノ

・13・ 6・19・1・2・}・5・118・ 210 24・127・13・ ・

2011♂ 2870 50 淋巴 柵 冊 冊 柵 柵 ◎◎ ◎Q 柵 柵 冊 1柵

血液一一
淋巴
一_

血液
胃一_

淋巴

什 什 十十 督 什 十十 十十 朴 什 什 十十

202 ♂ 2910 ,,

冊 冊 冊 柵 ◎◎ ◎◎ ◎5一 柵 柵 柵
一 一_

什

柵

十十 什 什 什 什 什 什 督 什 十十

203 ♂

一

♂

2780 97
冊 柵 柵 柵 冊 冊 ◎Q 柵 冊 冊 器

血液 什 什 什 什 什 什 什 什 十十 十十
一 薗=一一■一

柵

朴一

204 2790 ,,
淋巴 冊 柵 柵 柵 柵 ◎Q ○◎ o◎ 柵 冊

血液 督 什 什
一

十十 什 什 卦 卦 什 什; 朴

505 ♂ 2840 ,,
淋巴 冊 冊 柵 柵 ◎◎ ◎◎ 鼎 柵 柵 柵i柵

血液 督 朴 十十 什 什 十十 什 督 什 骨 畳

206 ♂ 2830 ,,
淋巴 柵 柵 柵 柵 ◎Q ◎◎ ◎◎ ◎◎ 柵 柵 柵

血液 朴 朴 什 十十 督 朴 朴 骨 骨 朴 什
置
207
驚
♂ 2850 ,,

淋巴 柵 柵 柵 冊 冊 ○◎ 冊 冊 柵 冊 柵

血液 十十 朴 十← 十十

一
十十 料 十十 朴 什 軒 粁
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之 二反 シテ該家兎 ノ血液 内ニテハ結核菌ノ・全然

影響 ラ受 ケザルコ トテ示 ス。

實験小括

鶏卵 ヲ経 口的二投與 セル家兎 ノ胸管淋巴内ニテ

ノ・人型結核菌ハ檜殖非常 二旺盛 ナルモ、経 口的

二鶏卵 ラ投與 セル家兎全血液内二於 テノ・結核菌

ノ増殖ハ促進サレズ。

第三 葡萄糖 ヲ経 口的 二投與 セノレ家兎淋 巴内二於 ケノレ結核菌 ノ増殖

糖 尿 病 患 者 ・・諸 種 細 菌 二 封 ス ル 抵 抗 力 弱 ク 殊 二化 膿

菌 二依 リテ疾 病 ヲ惹 起 シ易 ク、且 ツ糖 尿 病 患 者 二於 テ

他 ノ疾 病 ヲ 併 獲 セル モ ノハ 治 療 機 傳 上 幾 多 ノ支 障 ヲ

來 スノ・日常経 験 ス ル 所 ナ リ。從 ツ テ過 血 糖 胱 態 ニ アル

動 物 二i封ス ル細 菌 學 的 研 究 ・・多 数 ア レ・ドモ、過 血 糖 全

血 液 内 二於 ケ ル結 核 菌 ノ 塘 殖 態 度 二就 テ ハ 僅 二緒 方

㈹ ノ報 告 ア ル ヲ知 ル ノ ミ。即 チ氏 ・・健 常 海 狸 及 ビ結 核

梅 瞑 ノ腹 腔 内 二葡 萄 糖 溶 液 ヲ 連 績 注 入 シ テ 起 ル過 血

糖 全 血 液 ヲ以 ツテ結 核 菌/Slidecellecultureヲ 行 ヒ

テ 次 ノ成 績 ヲ得 タ リ。即 チ過 血 糖 血 液 内 二於 テ ハ結 核

菌 ・・増 殖 促 進 サ ル。

血 糖 ノ研 究 ・・比 較 的 古 ク ヨ リ 行 ・・v殊 二Bang(64),

Polinwu(65),LewisBenedict㈹ 等 ノ微 量 定 量法 力'生化

學 的 楡 索 二磨 用 セ ラル ・二至 リ頓 ミニ 隆 盛 ヲ來 セ リ。

然Vド モ 淋 巴 ノ糖 量 二 就 テ ハ ソノ 研 究 ハi蓼 々 タル モ

ノニ シテ、ソ ノ報 ズル所 研 究 者 二依 リ各 々異 ニ セ リ。

1858年Roisenille及 ビLefortノ ・同一 動 物 二 就 イテ

ソ ノ乳 魔 淋 巴 及 ビ動 脈 血 液 ノ糖 量 ヲ比 較 定 量 シ、馬 二

於 テ 各 々0,222%-0.44%及 ビ0.069%ノ 實 験 成 績 ヲ

得 テ、乳 魔 淋 巴 ノ糖 量 ハ 動脈 血 ノ糖 量 ヨ リ高 位 ナ リ ト

断 定 セ リ。 ソ ノ後Gerhartz㈹ ノ實 験 ノ結 果 是 等 各 々

糖 量 ハ 同 一 程度 ナル コ ト ヲ認 メ テ 斯 ノ 如 ク乳 魔 淋 巴

及 ピ血 液 ノ含 有 糖 量 二 大 差 アル ・・畢 寛 除 蛋 白 ノ操 作

如 何 ニ ヨ リテ 生 ズル モ ノナ リ1・セ リ。P.Mehring㈹

ノ・犬 ノ乳 魔 及 ビ 頸 淋 巴 ノ 糖 量 ヲ定量 シテ 正 常 犬 二於

テ ノ・夫 々0.113%、0.125%ヲ 含 有 シ、 磯 餓7日 ヲ強

行 セ シメ タル 犬 二於 テ ノ・夫 々0.125%ノ 全 ク同 一 成 績

ヲ得 タ リ。CLBernard㈹ ノ犬 ノ實 験 二於 テ ・・消 化 時

二 ・・乳 魔 ノ糖 量 ハ0.170%、 動 脈 血糖 量 ノ・0.173%ノ

成 績 ヲ得 テ 雨 者 ノ糖 量 ハ相 等 シ キ コ ト ヲ認 メ、爾2時

間 後 ニ ノ・静 脈 血糖 ノ・0.190%乳 魔 糖 量 ノ・0.160%ナ ル

コ1・ ヲ詮 明 セ リ。Ginsberg(70)ノ ・前 者 トノ・反 封 二 頸 動

脈 血 糖 及 ピ乳 魔 糖 ノ便 ノ・家 兎 ニ ア リテ ハ夫 々0.17%

及 ビ0.27%ヲ 謹 明 シ 犬 ニ ア リテ ノ・夫 々0.08%及 ピ

0.21%ニ シ テ乳 魔 糖 量 ハ 逆 二 動 脈 血 糖 量 ヨ リ 高 位 ナ

ル コ1・ヲ示 シ、 磯 餓 ノ犬 二於 テ ハ 淋 巴糖 量 ノ・0.09%

乃 至0.12%ニ シテ、 ソ ノ 耳 静 脈 血 糖 量 ノ・0.08%乃 至

0.07%ニ シテ 、前 者 ハ後 者 二比 シテ 高 位 ナ リb云 フ。

最近 樫712ハ 頸 淋 巴 糖 壁 ト 頸 動 脈 血 糖 量bハ 相 等 シ〃

0.224%乃 至0.219%ナ リ ト 報 告 セ リ。 以 上 ノ外 尚 諸

St170-(81♪ア リテ各 研 究 者 二 依 リテ各 々異 ニ セル モ淋 巴

糖 量 ト血 糖 量 トノ・大 略 同一 程 度 ナ リ ト云 フ ガー 般 二

肯 定 セ ラ レタル 所 ナ ル が如 シ。荷 血 液 中 ノ葡 萄 糖 ・・淋

巴 二容 易 二移 行 ス ル コbヲ 詮 明 セル モ ノ ーHeidenh・

ain(72)ア リ。 氏 ハ此 ノ實 験 ヨ リ シテ淋 巴 ノ分 泌 訊 ヲ唱

道 シタ リ。部 チ 氏 ハ葡 萄 糖 溶 液 ヲ末梢 血 管 内 二注 入 ス

ル ヤ、容 易 二淋 巴 二移 行 シテ、 血 液 含糖 量 ヲ超 過 ス〃

トナ シ以 ツ テ、 所 謂 氏 ノ淋 巴分 泌 訊 ノ ー 論 櫨 トナ セ

リ。 然 ル ニConstein㈹ ノ・組 織 二 生 成 サ ソタル 淋 巴 ガ

胸 管 内 二注 入 ス ル ニ ノ・一 定 時 間 ヲ 要 ス 可 キ ヲ以 ツ テ

Heidenhainノ ナ セル が如 ク 同 一 時 間 ヲ以 ツ テ 雨者 ノ

含 量 ヲ比較 ス ル ノ・無 意 味 ナ リ トナ シ氏 ノ・葡 萄 糖 溶 液

ノ末 梢 血 管 内 注 入 後 二 於 ケ ル 含 糖 量 ノ 最 大 濃 度 ヲ全

経 過 ヲ通 ジ テ比較 シ 相 等 シ キ 結 果 ヲ得 テ以 ツ テ淋 巴

分 泌 訊 二反封 ヲ加 ヘ ル ー根 糠 トナ シタ リ。斯 ノ如 〃假

設 ノ剣 定 ノ・本 節 ノ研 究 二 關 スル 所 二 非 ラ ザ レ・ドモ血

液 中 ノ葡 萄 糖 ノ・容 易 二淋 巴 二 移 行 スル コ トノ・雨 氏 共

二認 ムル 所 ナ リ。含 水 炭 素 ノ吸 牧 ハ ソノ大 部 分 ハ門 脈

ニ ヨ リテ行 ノ・ル ・コ トノ・既 二疑 フ可 キ鯨 地 ナ キ モ、ソ

ノー 部 が淋 巴 道 ヲ介 シテ 行 ハル ・力 否 カ ノ問題 ハ 古

ク ヨ リ論 孚 サ レタル 所 ナ1ノ ドモ 確 定 ス ル 所 ナ シ。P・

Mehringノ ・葡 萄 糖 及 ビ澱 粉 ヲ 撮 取 セ シ メ タル 犬 二就

テ振 取 後1時 間 牛 乃 至4時 間 二 亙 リテ 乳 魔 ノ 含 糖 量

ヲ定 量 セ シニ攣 化 ナ キ ヲ 認 メ テ 含 水 炭 素 ノ 吸攻 ノ・專

ラ門脈 二蹄 セ シガ ソノ後Ginsbergノ ・之 二反 封 シテ腸

管 二葡 萄 糖 ヲ 注 入 スル トキノ・頸 動 脈 血 糖 ノ・家 兎 デ

0・17%ヨ リ0・31%、 犬 二於 テノ・0.08%ヨ リ0 .21%二

増加 スル ニ封 シテ胸 管 淋 巴 量 ノ・家 兎 ニ テ0.237%ヨ リ

0・49%・ 犬 ノ・0・21%ヨ リ0.43%二 塘 量 ス ル ヲ以 テ腸

管 内 葡萄 糖 ノ・直接 二胸 管淋 巴 ヲ 介 シテ 吸 攻 。サル ト圭
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張セ リ。爾藤井翰モ犬ヲ用 ヒ同様 ノ實験 二於 イテ胸

管淋巴糖量ハ耳静脈血糖量 ヨリ著 ジク檜量 セル ヲ以

テ前者1・同一一ノ結論二到達 シタリ。更二近時Gigon㈹

ノ・山羊二於テ乳魔/糖 量 ト血糖量ヲ比較定量セルニ

乳魔糖量 ガ食餌 ノ影響 ヲ受 クルコ ト大 ナルヲ以ツテ

胸管 ヨリ直接二吸牧サル ト結論セリ。桂(71)ノ・乳魔及ビ

肝静脈血清糖量 ヲ比較研究 シテ胸管淋巴糖量・・食餌

二依 リテ影響 ヲ受 クルコト肝静脈血清糖量 ヨリ小 ナ

ルヲ以テ胸管淋巴ノ含有糖量ノ・圭 トシテ肝毛細血管

ニソノ源 ヲ登 シ、恐ラ〃理學的現象二關 シテ淋巴二移

行スル トノ結論 ヲ得タリ。

翁 葡萄糖 ノ・Heidenhainノ 分 類 二依 レバ催淋 巴

物質 第一類(LymphagogaIOrdnung)二 属 ス

ル モ ノー シテ之 テ血 中 二注 射 スル トキーノ・淋 巴

ノ流出量 テ檜加 ヒシムル作用 テ有 ス。高野 ノ・犬

二50%ノ 葡萄糖溶液 テ毎1Kg艦 重 二就 キ10c.c.

静 脈 注射 ラ行 ヒタルニ淋 巴量 ノ流出量甚 シク檜

加 セル コ トラ謹 明 セ リ。家兎 二葡萄糖 ラ投與 ス

ル ニノ・色々 ノ方 法 ア リ。前者 ニ ヨル トキニノ・淋

巴 ノ流出量 ノ急劇 二檜加 シ且 ソノ淋巴ノ・含有有

機物質 非常 二減少 λルテ以 ツテソノ凝固性ノ・低

下 シ余 ガ行 ノ・ンb人 ルS.C.C.ノ 使 用 二不適當

トナル ニ至 ル。之 二反 シテ経 口的投與 ノ場合 ハ

淋 巴 ノ稀繹 サル ・モ緩慢 ナルタメ其 ノ期 間 ハ適

當 ノ淋巴 テ探 取 スル コ トラ得。依 ツテ余 ノ實験

ニノ・專 ラ経 口的投與 ノ方法 二依 レリ
。使用家兎

ノ・健 康 ニ シテ、淋 巴腺等 二異常 テ認 メザルモ ノ

ニ シテ盟重2 ・8Kg内 外 ノモーノラ 選 ピ教室 ノ飼

料 一 テ1週 間以上飼育 シタル後豫 メ全rtll液内 二

於 テ結核菌 ガ(十)ノ 檜殖 テナスモ ノノミテ取 リ

テ2日 間絶封絶 食 テ張行 セシメタル後 二所定 ノ

方式 二從 ヒテ淋巴 ラ探取 シ、之 二結核 菌 テ培 養

シテ之 テ封 照 トス。然 ル後葡萄糖 ハ動物膿 重1

Kgニ ツ キ2・5grト ナ シ、之 テ蒸鯉 水 二溶 解 シ

テ20c・c・トナ シ「ネ ラ トン・カテー テル」二依 リテ

直接 二胃内 二注 入 ス。 ソノ後30分 毎 二淋 巴及

ビ右頸静脈 ヨリ血液 テ探取 シテ、S.C.C.法 二

從 ヒ結核菌 テ培 養 セ リ。倫前述 ノ如 ク葡萄糖 ノ・

催 淋 巴物 質 ナル テ以 ツテ葡萄糖 テ血液 中 二注入

スル トキ淋巴 ノ流出量壇大 スル コ トハ既 二諸家

ノ認 メタル所 ナ リ。 而 シテ余 ノ家 兎 二経 口的 二

投與 セル本實験 二於 テモ淋 巴量ハ檜大 スルラ以

ツテ ソノ量 ラ5分 間 二流 出 スル滴敷 ニヨ リソ ノ

大略 ラ測 定 セ リ。此 ノ時使用 セ シ滴 定管ハ3.O

mmノ 直 脛 テ有 一・・ル正圓 ナル滴 下面 ラ有 スル硝

子 「カニユー レ」テ用 ピタ リ。

即 チ第7表 二示 ス如 ク191家 兎 二於 テノ・始 メ淋

巴 ノ流 出量5分 間 二23滴 ナ ル ニ葡萄糖7gr経

口的投與後30分 ニノ・淋 巴ノ・僅 カナル 増加 ラ示

スモ60分 経 過後 ノ、40滴 トナ リ90分 後 一ノ、淋

巴 ノ滴下撒 ノ・60滴 トナル。 即 チ最初 ヨリ90分

経 過 セバ ソ ノ滴籔 ノ・殆 ン ド倍撒以 上 ノ増加 ラ示

ス。夫 ヨリ次第 二淋 巴 ノ流出滴数 ノ・減少 シ、投

與後150分 二至 レバ滴 下量ノ・甚 シク減少 スル テ

見ル。

以 上 ノ如 ク経 過時間 ノ各 々 ノ淋 巴 テ以 ツテ結核

菌 ノS.C.C,テ 施 行 セル ニ投與前 ノ・菌増 殖(冊)

ニ シテ健常家 兎淋 巴 内 ノ標準菌檜殖 ラナス。投

與後90分 二至 レバ 結核 菌ノ・著明 二 檜殖 旺盛 ト

ナ リ、 ソレヨウ爾約60分 間ハ 菌増殖 ノ旺盛度

ハ縫績 スルモ ソ レ以後 ノ・投與前 ノ菌檜殖程 度 二

復菖 ス。封照 トシテ葡萄糖 投與後淋 巴 内二結 核

菌 ラ培養 セル ト同時刻 二該 家兎 ノ心臓穿 刺 ニ ヨ

リテ得 タル血液 ラ以 ツテ結 核菌 テ培養 セ リ。血

液 内二於 テノ・初 メ(十)ノ 増 殖 ラ示 スモ、淋 巴 内

二於 ケル ト同時刻 ノ90分 ヨ リ150分 ノ間 二於

テ檜 殖旺盛 トナ リ(帯)ノ 檜殖 テ示 シ以後 ノ・再 ビ

元 ノ増 殖歌態 二 ヵヘル。然 シナガ ラ此 ノ」曾殖 旺

盛 ナル状態 ノ纏緬 時間ノ・淋 巴 ノソレあ 比 シ、

梢{長 期 二亙 ルモ ノ ・如 シ。 即 チ、菌檜殖 ノ旺

盛 トナル初 メノ時刻 ノ・同時 ナル モ次 第 二旺盛 ナ

・し檜 殖 ガ低下 シテ菖歌 ノ檜殖 二復 スル時刻 ノ・血

液 内 二於 ケル増 殖 ガ淋 巴内 二於 クノしソレヨ リモ

梢 、遅 レル傾 向 アリ.即 本例 二於 テノ・葡萄糖 ラ

経 口的投與 一 ヨリ結核菌 ノ・淋 巴拉 二全血液 内_

於 テ共 二S曾殖可 良 ナ リ。爾雨者 ノ差異 ノ・淋巴 内

二於 テハ著 シク高度 ノ檜殖促進 テ 示 スニ反 シ

テ、血液 内 二於 テノ・甚 ダ輕度 ノ檜殖促進 ラ呈 ス

ル ノミナ リ。
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次 二192,196號 家 兎 二於 テノ・葡萄糖投與 ニ ヨリ

テ淋 巴 ノ檜 量著 シク檜 加 シテ淋巴及 ビ全血液 内

ノ結核 菌 ノ増 殖促進作 用 テ受 ヶル期間長 キテ見

ル。 ソ ノ他193,194,195號 家 兎 ノ・大髄 二 於 テ

191號 家 兎 二準 ジタル成績 テ示 ス。

以 上 テ総括 シテ圖示 ス レバ第2圖 二示 スガ如 キ

●第7表

成績 テ得。爾健康家兎胸管淋巴中二試験管内ニ

テ所定量 ノ葡萄糖 テ混入 シ之 ヲ以テS.C.C.ニ

テ結核菌テ培養 セシニ第8表 二示 スガ如 キ結果

テ得 タリ。健康家兎 ノ淋巴中二存在 セル糖量一

關 シテノ・前述 ノ如 ク各研究者ニヨリテ色々差異

ハアレドモ便宜上0.2%ト 假定 シテ之二外的二

葡萄糖ヲ経口的二投與シタル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌壇殖
闘

家兎 性 禮重投與量
培養
基別

一

葡 萄 糖 ヲ 投 與 セ ル 後 ノ 経 過 時 間(分)

・13・16・19・1・2・1・5・1・8・12・ ・124・127・13・ ・

壁
191♂28307gr 淋 巴

血 液

192舎2800,, 淋 巴

血 液

193♂2850,, 淋 巴

lS.C.C十 十

S.C.C冊

gtt23

S.C.C十 ←

S.C.C柵

gtt20

S.C.C十}

S.C.C柵 ・

血液
194♂275010gr 淋 巴

gtt25

S.C.C十 十

S.C.C柵

什

30

十十

柵

37

十十

蘇
195♂2860,, 淋 巴

血 液

196♂2780,, 淋 巴

冊

20

柵

gtt3539

繭 什{+

S.C.C・HH・

gtt25

S.C.C十 十

柵

43

什

S.C.C柵 ・HH・

att}2740

40

冊

50

冊

26

什

柵

40

柵
◎◎

72

柵
◎◎

55

柵
◎0

50

柵

◎◎

95

十十

柵

50

柵

◎◎

60

柵
◎◎

68

柵
◎◎

85

惜
◎◎

48

柵
マ
83

柵

o◎

70

惜

◎◎

56

柵

冊

48

柵

◎◎

76

柵

柵

35

柵

◎◎

60

惜

◎0

70

冊

45

十十

柵

柵

柵

十十

冊

柵

冊

40

帯

柵

35

什

柵

什

柵

30

十十

柵

38

什

柵

25

十十

冊

什

冊

十十

冊

30

什

冊

柵

22

骨]+

柵 冊

柵

18

骨

冊

20

柵

†
21

什

⊥

冊

十十

冊

T

什

冊

T

冊

什

冊

什

柵

柵

柵

欝
謬

獄

,多1

鍵

第

註S・c.c・ ・結 核 菌 ノ塘 殖 程度gttノ ・淋 巴 ノ流 出 ス ル 滴 数(5分 間)

2 圖
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〃・刀 〃 〃 〃 〃 〃 〃 躍 〃 潴

註 淋巴内二於ケル結核菌墳殖程度

血液内二於ケル結核菌墳殖程度

淋巴ノ流出量

加 ヘ クル糖 量 ノ和 テ以 テ表ノ、シタ リ。第8表A

二示 スガ如 ク全糖量1・0%ナ ル トキノ・縮 テ ノ培

養 日藪 二於 テ菌」曾殖旺盛 テ示 ス。 又B表 二於 テ

モ糖 量1・0%二 於 テ最 モ可良 ナル 菌 増殖 テ示 ス

モ、 ソレヨリ練糖 量 ノ、増加 シ、 各表 二於 テ3.0

%マ デノ・菌檜殖 ノ・爾旺盛 ナル モ ソレヨリ総糖量

増加 ス レバ却 ツテ菌壇殖 ノ減少 ラ來 ステ見 ル。

此 ノ實験 ヨ リシテ淋巴 内 二於 ケル結核 菌 ノ旺盛

ナル」曾殖 ノ・爾 葡萄糖 ノー定量 テ必要 トスル コ ト

テ認 ム。

實 験小括

1.葡 萄糖 溶液 子縄 口的 二投與 セル家 兎 ノ血液

及 ピ淋巴 内二於 テノ・結核 菌ハ増殖 盛 ナル傾 向 ア
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第8表 葡萄糖加淋巴内二於ケル結核菌塘殖

第 一 實 験
、

淋巴含有葡萄糖量
Io
●2%i O.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

添 加 葡萄 糖量 0% 0.5 0.8 1.3 1.8 2.8 3.8 4.8 5.8 6.8

総 計 葡萄 糖量 。.2%1。.7 1.0 1.5 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0

培養成績

培養當初 一L 一 一 一
1

_

1
-■ 一 一 一 一

2日 ± ± 十 十 十 ± 一 一 一 一

4日 什 什 惜 柵 柵 什 什 ± 一 一

7日 柵 冊 ◎◎ ◎◎ ◎◎ 柵 柵 什 十 十

第 二 實 験

淋巴含有葡萄糖量 0.2% 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

添 加 葡 萄 糖量 0% 0.5 0.8 1.3 1.8 2.8 3.8 4.8 5.8 6.8

線 計 葡萄 糖 量 0.2% 0.7 1.0 1.5 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0

培養成績

培養當初 一

,!一

一 一 一 一 一L 一 一

2日 一1一 十 十 ± ± 一1一 一 一

4日
__」

十十1 什 柵 柵 柵 十十 朴 i十 一 一

.7日 柵 柵 ◎◎ ◎◎ ◎◎ 柵 柵1 什 十 十

リ。

2.葡 萄糖溶液ラ経 口的二投與 セル家兎 ノ血液

及 ビ淋巴内二於 テ結核菌ガ増殖促進作用テ受 ク

ルハ雨者 ノ間二葡萄糖投與後 ノ時間的経過二差

異 アリ。即チ淋巴内二於テ」曾殖促進作用ガ登現

スルノ・、血液 ノソレト同檬 ナレドモ、 ソノ増殖

促進作用テ受 クル期間ノ・淋巴ヨリモ血液二於 ケ

ル方ガ長期 二亙ル。

3.葡 萄糖溶液 テ経口的 二投與 シタル家兎淋巴

ノ増量 ト淋巴内二於 ケル結核菌 ノ増殖促進 トパ

卒行 スル如 シ。

第四 「ペプ トン」ヲ経 口的二投與 シタル健常家兎胸管淋巴内 二於 ケノレ

結核菌増殖

「ベ プ トソ」ハ蛋 白質 が 「ア ミノ」酸 マ デ 分解 ス ル ソ ・

経 過 中 二生 ズル 「ポ リベ プ チ ー ド」ノ 混 合 物 中 ノ 硫 酸

安 門 ニ ヨ リテ沈 澱 セ ズ ジテ溶 存 セル モ ノナ リ。此 ノ物

質 ハ生 盟 二封 シテ各 種 ノ興 味 アル 作用 ヲ及 ボ ス。柿 内

岡 ニ ョ レ・バ 「ペ プ ト ソ」ノ・蛇 毒 ト 同様 二 直 接 血 液 二添

加 シタル 際 ニ ハ何 等 血 液 ノ 凝 固 ヲ 防 止 λル 作 用 ヲ有

セ ズ シ テ之 ヲ 血 管 内 二注 射 ス ル 場 合 ニ ハ血 液 ノ凝 固

性 ヲ失 ・・シ ムル モ ノナ リ ト云 フ。 叉Heidenhainノ

凱 ニ ヨ レバ 「ペ プbソ 」・・催 淋 巴第1級(Lymphagoga

IOrdnung)二 閣 ス ル モ ノニ シテ 之 ヲ 血 中 二注 射 ス ル

トキ ハ 蕾 二淋 巴流 ヲ 促 進 セ シ ムル ノ ミナ ラ ズ 淋 巴 ノ

有 機 成 分 ノ含 有 量 ヲ 堆加 セ シ ムル 作 用 ヲ有 スル モ ノ
'ナ リbll4

ス。 高 野 ・・家 兎 二毎1kg髄 重 二封 シテ5%

ノ「ペ プbソ 」溶 液0 .3ααヲ静 脈 内 二注 射 シタル ニ著 明

二淋 巴 ノ流 出量 ノ塘 加 セル コ トヲ詮 明 セ リ。 伺 「ペ プ

トソ」ヲ血 中 二注 射 ヌ ル トキ ハ 初 期 白血 球 減 少 ヲ先 騙

トシ後 績 的 白血 球 培 多 ガ惹 起 セ ラル コ ト・・等 シ ク諸

家 ノ述 プル所 ニ シテ 此 ノ 白血 球 減 少 症 二 關 シテ ノ・A.

Schittenhelmu.W.Weichardt(83) ,A.Biedleu.R.

Kraus(84)及 ビS・Osato(85)等 ノ・犬 二 於 テ之 ヲ實 験 シ
、

H・Schlechtu .G.Schwenker{86).H.Weiss・87・ 及 ビ吉

田(s8)等 ・・海 狸 二於 テ 之 ヲ 研 究 シ、S.Seelinger.u.

Gorke(89)ノ ・家 兎 二於 テ此 ノ 事 實 ヲ認 メタ リ
。 然 ル ニ

久 保(go)ハ家 兎 二於 テ 實 験 シ本 剤 ヲ 静 脈 注 射 後5乃 至

15分 二 ・・'白血球 一 時 二増 加 シ後 減 少 期 二入 リ24乃 至

40時 間 ニ シテ培 加 期 二入 ル ト 報 告 シ
、S.Seelinger

u・H・Gorke・ ・「ペ プh・ 」静 脈 注 射 後6時 間 ニ シテ培

加 期 二入 ル ト稽 ス。爾 島(91レ・犬 ノ消・化 管 二 「ペ プ トン」

ヲ注入 シタ ル ニ ソ ノ 犬 ノ血 液 ノ 沃 度 酸 値 ハ 著 明 二上

昇 ス ル コ トヲ報 告 セ リ。
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余 ノ使用 セ シ家 兎ノ・2.8kg内 外 ノ膿重 テ有 シ健

康 ナルモ ノテ選 ビ當教室 ノ飼料 ニテ1週 間以上

飼 育 シタルモ ノテ2日 間絶封絶食 テ強 要 シ所定

ノ方式 二從 ヒテ 先 ヅ、無塵 置 ノ淋 巴 テ探 取 シ

Slidecelleculture二 依 リテ結核 菌 ヲ培 養 シテ

封 照標 本 トナ ス。次 二「ペ プ トン」(照 内)10gr

テ40c.qノ 水 溶液 トナ シ,之 テ 「ネ ラ トン・カテ

ー テル」ヲ用 ヒテ直接 胃 内 二注 入 シ
、 以後30分

ノ時間的間隔 テオキ テ淋 巴 ヲ探 取 シテS.C.C二

依 ル結核 菌培 養 テ行 ヘ リ.本 實験 二於 テハ淋 巴

ノ凝 固不 完全或 ノ・全然凝 固 セザル モ標 本製作 ノ

必要 二迫 ラ レタ リ。依 ツ テ培養 テ終 ツテ載物硝

子 テ流動 「パ ラフィン」中 ヨ リ引 キ 上 グタル トキ

淋 巴 ノ凝固不全或 ノ・全然凝固 セザル モ ノハー見

シテ鑑別 シ得 ル故、斯 カル モ ノノ・2枚 ノ載物硝

子 テ剥 離 スルニ當 リソノ硝子 テ水卒 二保 チ注意

深 ク鋭利 ナル刀 ラ以 ツテ行 フ トキノ・下 ナル硝子

面 二凝 固 セザル淋 巴ノ・滴 状 ラナ シテ流動 「パ ラ

フィン」中 二沈 下 セル テ見 ル、之 ラ大 ナル 「シャー

レ」内 二水卒 二置 キ 被蓋 テナ シテ 可及 的迅速 二

乾 燥 スル様 二操作 ラナ ス。然 ル トキノ・多 ク ノ標

本 二於 テハ滴状 ナ リシ淋 巴ノ・水分 テ失 ヒテ菲膜

第9表 「ペプ トソ」ヲ経 口的二投與 シタル家兎胸管淋 巴内二於ケル結核菌増殖

家兎 性 髄重
投與
量

「ペ プ ト ソ」投 與 後 ノ輕 過 時 間(分)

・3・16・19・1・2・1・5・1・8・124・13・ 軌136・142・

S.C.C冊 冊 冊 ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ 柵 柵 冊 ・冊

211♂268010瓦G.F十 十 十 ± 一 ± 十 十 十 十

gtt28293550 52433121

S.C.C冊 柵 柵 ◎◎ ◎◎ 冊 柵 柵 柵 柵 柵

212舎2810,,G.F十 十 十 一 十 十 十 十 十 十

gtt17 28554733 25 20

S.C.C冊 柵 柵 柵 ◎◎ ◎◎ ◎◎ 柵 柵・ 柵 ・ 柵

213舎2900)vG.F十 十 十 十 ± 十 十 十 十 十

gtt23 37354946352418

S.C.C柵 柵 冊 柵 ◎◎o◎ ◎◎ 柵 柵 ・冊 柵

214舎2850・ ・G・F十 十 十 十 一 一 ± 十 十 十 十

gtt3130374562 513821

S・C・C柵 冊 柵 柵 ◎◎ ◎◎ 柵 柵 柵 冊 冊

215♂2860,,G.F十 十 十 十 ± ± 十 十 十 十 十
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註 結核菌壇殖程度

淋巴流出量

淋巴ノ凝固性

トナ リテ硝 子面 二 附著 セル テ 見 ル。 之 ラ10%

「フ・ルマ リン」水溶 液 中ニ テ・固定殺菌 シテ標 本

製作 二移 ル コ ト前述 ノ如 シ。

「ペ プ トン」ノ・前述 ノ如 ク 且eidenhainニ ヨ レバ

血流 内 二注 射 スル トキノ・催淋 巴物 第一類 二属 ス

ルモ ノナ レ ドモ余 ノ實験 二於 テ「ペ プ トン」ヲ経

口的 二投與 シタル トキモ 淋 巴 ノ流出量 ノ・檜加

ス。 帥 チ催 淋巴物 質 タル作 用 ラ有 スル コ トラ知'

ル。淋 巴 ノ歴力 ノ・僅 カニ10乃 至22mm水 柱 ナ

ルラ以 ツテソ ノ歴力 ラ以 ツ テ自 ラ流動 スル ニ充
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分 ナ ラズ シテ圭 二身盟 ノ蓮動 ニヨ リテ受動的 二

流動 シ得 ルナ リ.●カ ・ル程 度 ナ レ・ご生艦 ノ歌態

及 ビ膿位 二作用 サル ・コ ト多 シ。 依 ツテ淋巴流

出量 ノ増減 ラ嚴密 二測定 スル コ トノ・容 易ナ ラザ

レ ドモ長 時間 二渡 リテ観察 入レバ ソ ノ大罷 テ窺

知 スルラ得 ル。余ハ淋巴 ノ流出量 ノ増 減 ノ大 略

テ知 ラ ントシテ次 ノ如 キ操作 ラナ セリ。即 チ、

胸 管 二描 入 スル 硝子 「ヵ 一 ユ ー レ」ノ・直径約

4mmラ 有 入ル正 圓 ノ滴 下面 ナル モテ ノ用 ヒ5

分 間 二滴 下 一ヘル糖撒 ラ以 ツテ ソ ノ量 テ表 ノ'スコ

トニセ リ。

第9表 中二S.C.Cノ ・淋巴及 ビ血液 内二於 ケル結

核 菌 ノ7日 培養 ノ成績 一 シテG・Fノ ・淋 巴及 ピ

血液 ノ凝 固性 ラ表 ノ・シソ ノ程度 テ次 ノ如 クニ塵
一
q別 セリ

。(十)完 全 二凝 固 セルモ ノ。(±)不 完全

ナガ ラ凝固 セルモ ノ。(一)全 ク凝固 セザルモ ノ。

(gtt)5分 間 二滴下 スル淋巴 ノ滴撒 テ表ノ・スモ

ノトス。

211號 家 兎胸管淋巴内 一於 テノ・結核 菌ノ・「ペ プ

トン」投與後90分 汗 シテ 檜殖旺盛 トナ リ、180

分 マ デ縄 綾 シテ湾状 ノ圭曾殖程度 二復 蹄 ス。凝 固

性 モ増 殖促進作 用 ノ爽現 ト時 テ同 ジクシテ低下

シテ120分 ニ シテ全 ク凝 固性 テ失 フニ至 ル180

分 マ デ即 チ菌 ノ檜 殖旺 盛 ナル期 間 テ過 グ レバ次

第 二凝固性ハ高 ク薔状 二復 ス。淋 巴 ノ流出量ノ・

1「ペ プ トン」投與後90分 ニ シテ50滴 即 チ 「ペ プ

第10表

トン」投與前 ノ滴撒 ノ大 略2倍 量 トナ リ。180分

後 ニノ・次第 二減少 入ル ラ見ル。即 チ本例 二於 テ

ハ菌 ノ壇殖促進作用 ノ・淋巴 ノ流出量檜加及 ピ凝

固性 ノ低下 ト殆 ン ド同時 二現 レ且 ツ同時 二消失

スルデ見ル。 即 チ以上3者 ノ出現 ノ・「ペヴ トン」

投與後90分 ニ シテ ソノ後約2時 間縫績 シテ同

時 二善歌 二復蹄 ス。212號 家 兎 二於 テノ・是等 ノ

3現 参 ノ・211家 兎 二於 ケル ト同時刻 二出現 セル

モ縫 績時間ノ・短 シ。.術 淋巴 ノ流 出量 モ大禮211

號 家 兎 ト同程度 ナル モ本例 ノ・「ペ プ トン」投與前

ノ17滴 二比 ス レバ淋 巴流出量檜 加傘ノ・大 ナ リ。

213,214號 家 兎 二於 テノ・大禮前2例 二準 ジテ大

差 ナ シ。215號 家 兎 二於 テノ・結核 菌増殖及 ピ淋 巴

流出量 ノ檜加 ニノ・前者等 ト差 異 ナキモ凝固性 ハ

僅 二低下 ノ傾 ラ示 ス ノミニ シテ全 ク消失 スル コ

トナ シ。爾是等3現 象 ノ大略 ノ關係 テ圖示 ス レ

バ、第3囲 ノ如 シ。 術 「ペ プ トン」ヲ直接 二加 ヘ

タル淋巴内一テノ・結核菌 ノ・如何 ナル増殖程 度 テ

トル カラ知 ラ ントシテ次 ノ如 キ實験 テ行 ヘ リ。

即 チ第10表 二示 スガ 如 ク「ペ プ トン」ラ健康家

兎胸管淋巴中 二外 的操作 ニヨ リテ混合 シテー定

稀繹列 ノ濃度 ラ有 セ シメS.C.Cヲ 施 行 セ シニ第

1實 験 二於 テノ・1.0%「 ペ プ トン」テ加 ヘル コ ト

ニ ヨリ淋巴 中結核菌 ノ増殖旺盛 ・トナ リ。 「ペ プ

トン」2.0%二j曾 量 スルマ デ菌檜 殖 ノ・旺盛 ナ リ.

然 レ ドモ ソレ以上添加 スル コ トニ依 リ漸次 ニ シ

「ペプトソ」加淋巴内二於ケル結核菌培殖

第 一 實 験

添 加 「ペ プ トソ」(%) ・1・.5 1.0 1.5 2.0 3.0 4.0 5.0 6・・1

[

7.0

培養成績

培養塑L
2日

一 一 一 一 一 一 一 一1-1一

± ± 十 十 十 ± ± ±1
1

一 一

4日 什 什 柵 柵 柵 什 骨 升 ± ±

7日 柵 冊 ◎G ○◎ ◎◎ 冊 柵 柵 什 十

第 二 實 験

添 加 「ペ プ トソ」(%)0

培養成績

培養當初 一

2日 ±

4日 十十

7日 冊

0.5

±
T
T

1.0

十

◎◎

1.5

十

丁
マ

2.0

T
T
マ

3.0

十

T

4.0

±

什

冊

5.0

±
下
T

6.0

丁
十

柵

7.0

±

十
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テ菌檜殖 ノ低 下 スル ラ見 ル。第2實 験 二於 テモ

殆 ンド同檬 ニ シテ添加 「ペ プ トン」1.0%ヨ リ3・0

%マ デ ノ間 二於 テ増 殖旺盛 トナル コ トテ認 メ タ

リ。

實禮 小括

1.「 ペ プ トン」テ経 口的 二投與 セル家 兎胸 管淋

巴内 二於 テノ・結核 菌 ノ檜 殖ノ・著明 二促進 サル。

2・ 「ペ プ トン」テ経 口的 二投與 セル家 碑 管淋

巴ノ・一時 的 ニ ソノ凝固性 テ消失 スル ニ至 ル。

3.家 兎 二「ペ プ トン」テ経 白的 二投與 ス レバ ソ

ノ胸管淋 巴 ノ流 出量 ノ・一 時的 二檜加 ス。

4.「 ペ プ トン」テ淋 巴中 二外 的操作 ニヨ リテ加

ヘ テ培 養 スル ニ 「ペ プ トン」含 有量1 .0%ヨ リ

2・0%マ デ ノ淋 巴 内二於 テ結核 菌 ノ檜殖最 モ旺

盛 ナ リ。

第五 「ラノ リン」ヲ経 ロ的 二投與 セノレ家兎胸管淋 巴内 二於 ケル結核菌 ノ増殖

「ラノリソ」ハ羊 ノ脂酸及 ビ汗腺 ノ分泌物 ノ混合ニシ

テ、ソノ水溶液中ニノ・多量 ノ加里、揮登性脂酸、非揮

登性ノ脂酸、安息香酸、「フ呂ノール」硫酸、乳酸、林檎

酸、號珀酸等ヲ含有ス。羊脂中ニハ多量 ノ「コ レ・ステ

リソ」、「オキシコレステリソ」及 ビ「セリラルコホル」

ヲ含有ヌ。是等バー部ハ遊離 ノ状態二他 ハ色 々ノ脂

酸 ト結合シテ存在スル ヲ以テ ソノ組成タルヤ實二複

雑ナルモノナ リ。

余 ノ・實験 二當 リ家 兎2.8kg内 外 ノ艦重 ヲ有 ス

ル モ ノヲ選 ピ1週 間以上當教室 ノ飼料 ニテ飼育

シ然 ル後 血液 テ以 テ結核 菌 ノ培養 テ行 ヒ此 ノ結

果 ガ木 法 一 ヨル標 準成績 ラ示 スモ ノノミテ使用

セ リ。第11表 中第1群 ノ・「ラノ リン」20gr第2

群 ノ・10gr、 第3群 ノ・5grテ 経 口的 二投與、直

チニ手術 ラ行 ヒ可及的迅速 二胸管淋 巴 テ探集 シ

結核 菌培養 テ行 フ。第10表 二示 ス如 ガ ク第1群

中221,224,225號 家 兎 二於 テノ・早期 ノ淋 巴内結

核菌増殖 二於 テ既 二健康動物 ノソ レニ比 シ梢 ㌃

不良 一 シテ 経過時 間 ト共 二 盆 ≧不 良 トナル。

第11表 「ラノリソ」ヲ経 口的二投與セル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ培殖

實験
群
家兎
番號

　

性 盟重

「ラ ノ リ

ソ」投 與

量(瓦)

培養
地別

「ラ ノ リ ソ」投 與 後 ノ 輕 過 時 間(分) 1

:

2

{
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223號 家 兎 二於 テノ・早期 ノ・通常 ノ菌増 殖 ラナセ

ドモ、経過時間 ト共 二次第 二」曾殖不 良 トナル。

222號 家 兎二於 テノ・早期 ヨリ増 殖不良 ナ リ。 第

2群 ノ226,227號 家 兎ノ・始終梢 ヒ増殖不良 ナル

モ第1群 ノ如 ク著明 ナル型 ラ トラズ、只夫 レ夫

レ120分 ト180分"一 於 テ菌増殖(十)ラ 示 セ リ。

第3群 ノ228,229號 家 兎 二於 テノ・早期 ・・通常 ノ

増 殖 テナ シ50分 前後 ニ シテ 梢 ヒ不良 ナル 檜殖

ラ示 人モ直 二元 二復 蹄 ス。

實験 小括

「ラノリン戸 経 口的 二投與 シタル家 兎 ノ胸管淋

巴内 二於 ケル結核 菌 ノ曾殖不良 ナルハ 「ラ ノリ

ン」中二含有 スル脂酸類 又ハ消 化一 ヨ リテ生 ズル

脂酸 二基 因 スル モ ノト思惟 サル。第3群 ノ實験

二於 テハ増殖比較 的良好 ナルニ封 シテ
、第2群

實験 ノ成績 デハ菌増殖比 較的一様 二不良 ナ リ。

第1群 ハ大量投與 スル爲菌増殖 ハ皆時間 ト共 二

不良 トナル。之 ノ・過剰 二 投與 サ レタル「ラ ノリ

ン」ヨリ生 ズル 脂酸 ガ多量 二 乳魔 中 二混入 セル

爲 ら ヨリ生 ズル現象 ナ ラ ン。

第六 諸種色素 ヲ纒 口的 二投與 セノレ家兎胸管淋巴内 二於 ケノレ人型結核 菌増殖

從 來 病 理 學 及 ビ細 菌 學 的 検 索 方 面 ニ ノ ミ 僅 カニ 臆 用

サ レ殆 ソ ド顧 ミラ レザ リ シ色 素 ・・ソ ノ 煩 雑 ナル 理 化

學 的操 作 ヲ要 セ ズ シ テ 簡 軍 ニ ソノ 存 在 ト含 有 量 ヲ モ

窺 知 シ得 ル特 有 性 ヲ 有 ス ル ヲ以 テ 近 時 各 種 ノ機 能検

査 二於 テ必 要鉄 〃可 カラ ザル モ ノ トナ レ リ。爾 ソノ殺

菌 作 用 が相 當大 ナル ヲ以 ツテ 傳 染 性 疾 患 ノ 治療 二贋

〃賞 用 サル ・二至 レ・リ。從 ツテ ソ ノ魔 川 範 園 モ 日 々 二

・据 大 サル ・ ト同 時 二 各 方 面 ノ 研 究 モ頓 二 長 足 ノ進 歩

ヲナ シ研 究 獲 表 モ殆 ソ ド枚 塞 二蓮 ナ キ ヵ'如シ、蕉 キ・・

暫 ク問 ハ ブご。最 近 色 素 ノ理 化 學 的方 面 二 於 テ ・・、小 林(95・

・・寒f〈 ヲ用 ヒテ色 素 ノ披 散 度 ヲ研 究 セ リ。t'Pチ0.5%

ノ寒 天 二 〇.1%ノ 割 合 二色 素 ヲ含 有 セ シメ之 ヲ試 験 管

二注 入 シテ ソノ凝 固 ス ル ヲ待 チ テ ソ ノ上 二更 二 〇.5%

ノ寒 ノくヲ加 ヘ テ オ キ、8日 間縄 過 シタル 後 二 色 素/

振 が レル 高 サ ヲ ソ ノ振 散 度 トナ セ リ。此 ノ研 究 ニ ヨ リ

色 素 ノ概 散 度 ・・色 素 ノ 分 子 ノ 大 サ 及 ビ分 子 構 造 二關

係 ス ト報 告 セ リ。擾 散 度 ノ最 モ大 ナル ハMartingelb,

Orange,Rhodamin,Metanylgelb,Bismarkbraun ,Saf.

ramin・Auramin及 ビMethylenviolettノ 順 ナ リ ト云

フ。森 教授(96)・・中 性 脂肪 及 ビ類 脂肪 二 關 スル 色 素 ノ溶

'解度 ヲ研 究 シ
、武 則(97)・・Disazo色 素 ノ脂 肪 染 色 二關

シ テ記 載 スル所 ア リ。小 山(98)ハ有 機 色 素 ノ光學 的 研 究

二 於 テ螢 光 性有 機 色 素 ハ 紫 外 光 線 ニ ヨ リテ ソ ノ螢 光

度 ヲ培 強 ス ル コ トヲ 認 メ タ リ。 小 林 ・・「オ リー フ」油
'㌧ チ チ

ソズ コ レス テ リ ソ」二勤 ノレ色 素 ノ溶 解 性 ヲ

研 究 セ シ結 果 「オ リー フ」油 一 ・・一 般 二 鞭 基 性 色 素 ガ

溶 解 シ易 クMonoazo,Azine,Oxazine囑 ノモ ノ多 ク

酸 性 色 素 デ ・・Anthracen團 ノモ ノ多 シ ト云 フ.

色 素 ノ殺 菌 力 二關 ス ル研 究 者(105)-111)ハ甚 ダ 多 ク ソ ノ

供 試 色素 叉 ・・實験 二用 ヒラ レタ ル 細 菌 ノ 種 類 ・・各 々

異 ナ ル モ ノ ニ依 リテ 實験 セ ラ レ タル モ ソ ノ 培 養 基 ハ

齎 シ タ 普 通 培 養 基 内 ニ テ 行 ヘ リ。 然 ル ニ1928年 二

Hessu.G.Meissnerノ ・Wrightノ 方 法 二從 ヒ色 素 二

就 テ ソ ノ結 核 菌 二i封ス ル塘 殖 阻 止 作 用 ヲ玩 究 セ リ。

次 二色 素 ノ清 化 器 ヨ リ ノ 吸 牧 二 關 ス ル 研 究 ・・松 尾教

授99・一(100)及ビ ソ ノ門 下 生 二 業 績 多 シ。 水 田101)ノ・食 道

ノ色 素 吸 攻 作 用 ヲ 研 究 シ少 量 ナ ガ ラ 多 ク ノ 色 素 ・・吸

牧 サ レル コ ト ヲ謹 明 シ タ リ。 小 林(102)ノ・犬 ニ ツ キ テ 胃

ノ色 素 吸 取 試験 ヲ行 ヘ リ。帥 千血 僧;ヲ避 ク テ幽 門 及 ビ

噴 門 ヲ結 紮 シ テ輸 謄 管痩 ト 膀 胱 痩 トヲ 作 リテ 色 素 ノ

移 行 ヲ槻 察 シ爾 股静 脈 ヨ リ探 血 シ テ 血 中 ヘ ノ 移 行 ヲ

モ検 セ リ。EPチ 、色 素 水 溶 液0.5%ノ モ ノ ヲ50cc .、注 射

針 ニ テ 胃 中 二」三入 シ吸 牧 検 査 ヲ行 ヘ リ。用 ヒタ ル 色 素

酸 性 ノモ ノ18種 中12種 ノ・吸 牧 サ レ 礁 基 性 ノモ ノノ・

13種 中僅 二4種 ノ ミナ リキ。 斯 ノ如 ク 臨 基 性 色 素 力・

他 ノ臓 器 二比 シテ 胃 ニ テ吸 敢 セ ザル・・胃 ノ内 容 ノ酸 性

二基 因ス ル モ ノナ リ ト結 論 セ リ
。 田 中103)・・家 兎 ヲ使

用 シテ十 二指 腸 、空 腸 、廻 腸!3部 二約20cmヲ 劃 シテ

ソ ノ上 下端 ヲ結 紮 シテ血 管 ヲ避 ケ テ1.0%ノ 色 素 溶 液

ヲ盟 重 毎1・Okgニ ツキ2.Oacノ 割 合 二 注 入 シ テ 膿 汁

尿 及 ビ血 液 二移 行 ス ル ヲ楡 査 セ リ。帥 千盤 基性 及 ビ酸

性 ノ色 素 合 シテ42種 検 査 シタル ニ ソ ノ 内29種 吸 牧

サ レタ リ。鞭 基 性 色 素 ノ軍 位 時 間 二於 ケ ル吸 敢 度 が酸

性 ノモ ノニ比 シテ大+リ 。是 ヲ化 學 構 造 式 力 ラ見 ル ト

Azo色 素 ガ最 モ ヨ ク 吸 敢 サvXantheneノ 色 素 ガ之

二i欠 ギTryphenylmethan色 素 が最 モ吸 牧 悪 シ 久 部

位 ニ ヨル 差違 ノ・廻 腸 最 モ 盛 ニ シテ 空 腸之 二 次 ギ十 二

指 腸 最 モ 弱 シ ト云 フ。 川 脇1`)4)ハ腸 及 ビ 胃 ノ 色 素 吸 牧
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・二i封ス ル 淋 巴 管 ノ態 度 ヲ研 究 シタ リ。即 チ犬 ヲ用 ヒ早

朝 空 腹 時 二Heidenhainノ 方 式 ニ ヨ リテ 胸 管 二 直接

二硝 子 「カー ユ ー レ」ヲ描 入 シ淋 巴 ヲ流 出 セ シメ 、胃幽

門 ヲ去 ル コ ト凡 ソ20cmノ 慮 ト廻 腸 ノ下 部bヲ 結 紮 シ

テ1%ノ 色 素 水 溶 液 ヲ髄 重 毎1kg二 封 シ2.Oα αノ割

合 二徐 々 二注 入 シ色 素 が 淋 巴 二 移 行 ス ル コ1・ ヲ6時

間 二亙 リテ観 察 セ リ。 用 ヒタル 色 素 ・・酸 性 ノモ ノ24

種 ト盤 基 性 ノモ ノ16種 、 此 ノ 中淋 巴 二 移 行 シタル モ

ノ璽 基性 ノモ ノ12種b酸 性 ノモ ノ16種 ニ シテ 類 脂

肪 溶 解 性 ノ モ ノ ・・大 多 籔 二於 テ 淋 巴 二 移 行 陽 性 試 験

ヲ得 タ リ。淋 巴 二出 始 メル 時 間 ・・色 素 注 入 後3乃 至22

分 ノ間 ナ リキ ト云 フ。 尚 色 素 ガ 淋 巴 二 移 行 ス ル ト同

時 二淋 巴量 ノ培 加 ヲ認 メ タル モ ノ、帥 チLymphagoga

IOrdnungト 認 ム 可 キ モ ノノ＼Chryscidincryst,

Auramine,Fluorescein,Trypanblau,Trypanrotナ リ。

川 脇 ノ・前 者 ト同 様 ノ方 式 ニ ヨ リ 色 素 が 胃 カ ラ 淋 巴へ

吸 牧 サ レル模 様 ヲ 實 験 ジタ ル ニ何 レ・モ 腸 ト同 様 二 胃

中 ノ色 素 ・・淋 巴 二移 行 ス ル コ トヲ確 認 シ4リ 。
●

余 ノ實験 二於 テハ 膿重2.8kg内 外 ノ健常家 兎

テ選 ビ當教 室飼料 ニテ1週 間以上飼育 シタルモ

ノラ2日 間絶食 セ シメ所 定 ノ方式 二從 ヒ淋巴 テ

探 取 シ以 テ結核 菌 テ培 養 シテ封 照 トナ シ然 ル後

二1.O%ノ 色 素水溶液2 .Oc.c.テ 「カテー テル」ニ

テ胃 内二注 入 シテ逐 次時間的 二淋 巴 ラ探 取 シテ

結 核菌 テ培養 スルモ ノ トス。淋 巴中 二移行 セル

色素 ノ濃度測 定 ニハ豫 メ ソノ家 兎 ヨリ得 タル淋

巴 ヲ遠 心沈澱 シテ淋 巴清 ヲ トリ之 テ以 ツ テー定

濃度 ヲ有 スル標 準色素溶液 ヲ調製 シ置 ク。比色

一用 フル色素含有淋 巴ハ梢隊 多量 ラ要 スルテ以

ツ テ結核 菌培 養 二用 フル タメニ、淋巴 ヲ探取 シ

タル時刻 ノ前後各5分 間練 計10分 間 二 探取 シ

タル モ ノラ集 メテ遠心沈澱 テ行 ヒテ後Duboscq

氏 ノ比 色計 ニ テ測定 シタ リ。術淋巴 中含有色素

微量 ニ シテ鑑別困難 ナノしモ ノノ中螢光 ヲ登 スル

モ ノハ紫外 光線 ニ ヨ リテ測 定 セ リ。然 ル トキハ

太陽 光線 ニテ ソノ存在 テ鑑 別 シ得 ル最低稀繹濃

度 ノ約1/1。乃 至1/1。。濃 度 マデモ紫外光線 ニ ヨ リ

テ ソ ノ色素 ノ存 在 テ謹 明 シ得。

コ ・二選 ビタル色 素 ハ消毒殺菌剤 トシテ使 用 サ

ル モ ノ ト拉 二先 年某染料 工場 ノ結核 調査 ラ施 行

セ シ時調査 セル成績 トラ縛 合 シテ代 表的 ナルモ

ノ8種 類選 定 セリ。

第一一RhodaminB(By)

(H'c')'N〔〕=1=〔 〕一一N(C,H,),Cl

O…

第12表 二示 スガ 如 ク「ローダ ミン」B/1.0%

水 溶 液20c・c・ラ経 口的 二 投與 シタル331號 家 兎

二於 テ該色素 ハ 投與後60分 ニ シテ 胸管淋 巴二

〇.8%ノ 濃 度 二移行 スル ラ 見 ル、 ソレ以後 ノ・次

第 二色 素濃度 テ檜加 シ120分 ニ シテ ソ ノ濃度 ハ

2.5%二 上 昇 ス。此時今迄何 ラ影 響 ヲ受 ケ タル跡

ナ カ リシ菌檜 殖 ハ弦 二於 テ不 良 トナ リ(十)ト ナ

ル。術次 第 二淋 巴中 ニノ・含 有色素 ノ濃度 テ増加

シ150分 二於 テ濃度 ノ、3.0%ニ ナ リ菌増 殖 モ急 二

(十)二 阻 止 サル。180分 二至 リソ ノ含 有色素最,

高 濃度3.6%二 上 昇 スルモ 菌 増殖阻 止作用 ハ前

3.0%濃 度 ノ(十)ノ 不良 ナルi曾殖 ラ示 ス。以後

含 有 色素濃 度 モ多少低 下 スル傾 向ハ ア レ ドモ依

然3.0%以 上 ラ保持 シテ3時 間 テ経 過 シソ ノ間

菌増殖 モ(+)ノ 程 度 テ纏 綾 ス。332號 家 兎淋 巴

中色 素含 有濃度及 ビ菌」曾殖阻 止作 用 ハ共 二前例

ト殆 ン ド等 シキ攣化 ラ辿 ル。即 チ331,332號 家

兎 二於 テ色素濃度 ガ最 高 二達 スル時間 ハ180分

ニ シテ332號 家 兎 ノ最高濃度 ハ2 ・9%一 シテ、

331號 家 兎ハ3.6%ニ シテ 共 二3時 間 テ 経過7v

ル モ ソノ含 有濃度高 キタメ菌増殖 阻止作用 テ保

有 セ リ。 ソノ他333,335,336,337號 家 兎 ノ4例

二於 テノ・ソノ淋 巴中 二移行 スル色 素 ノ濃度 ガ割

合 二低 キ タメ其 ノ消長 ヲ見 ノし二 便 ナ リ。即 チ

339號 家 兎 二於 テハ120分 マ デハ 檜殖 ハ(冊)ナ

ル モ150分 ニ シテ色素濃度2.4%ト ナ ル ー 及 ビ

菌増殖 ハ(十)二 阻 止 サ レ180分 二於 テ色素濃度

2・8%ト ナ リ菌」曾殖 ノ・(十)二 阻 止 サル。 此 ノ菌

檜殖阻 【L歌態 ハ210分 マ デ纏 緬 シ240分 二至 レ

バ含有 色素濃度2・5%ト ナ リ、 菌檜殖 ハ 再 ビ

(十)二 返 リ270分 二於 テハ(帯)ノ 増殖 テ示 ス様 一
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第 、2表R㎞ 由minBヲ 柳 的二投興 ル家兎胸鰍 巴内二於ケノy結樋 髄

家兎 性
i
i

l

経過時間(分)出現色素濃度(%)培 養成績
騒 盤與1里

0 3.0 6・lg・1・2・ 150 180 210 240 27・13・ ・

3.6 3.0 3.2

331 ♂ 2780

霧
二
〇
鯉

conc 一 一 0.8 1.4 2.5 3.0 3.0 3.0

SCC 柵 柵 冊 柵 廿 十 十 十 十 十 十

332

-

333

舎 2910
conc 一 一 0.5 1.1 2.1 2.8 2.9 2.7 2.7 2.6 2.8

SCC 柵 柵 柵 柵 什 十 十 十 十 十 十

舎 2870 ,,

一

,,

conc 一 一 0.7 1.0 1.9
一
2.3 2.4 2.5 2.5 2.2 2.0

SCC 冊 冊 冊 柵 冊 升 一一 什 十 十 什 骨

334 ♂ 2780
conc

一 一 0.4 1.3 1.6 2.5
一
2.5 2.5 2.6 2.5 2.4

SCC 冊 冊 柵 柵 柵 十 十 十 十 十 十十

335

-

336

舎

}

舎

286( ,,

conc
一

1

一 0.7 0.8 1.6 2.0 2.1 2.3 2.1 2.2 2.0

眠 μ 柵 柵 冊 柵 柵 什 十 十十 昔 什

2840 ,,

conc 一 一 0.6 0.9 1.3 2.1 2.4 2.4 2.3 2.1 2.0

SCC 柵 柵 冊 冊 柵 什 十 十 十十 十十 什

337 含 2850
conc 一 一 0.3 0.7 1.0 2.4 2.8 2.9 2.5 1.6 1.5

SCC 柵 柵 柵 柵 柵 十十 十 十 朴 辮 柵

ニナル。即 チ含有色素 ノ濃度 ト菌檜殖阻止作 用

トハ相 比例 スル コ トヲ知 ル。

第二Auramin,

/一 『 ＼CH3

HCLHN-C〈 〉一 く盟1ε瑠
＼__/CH3

本 實 験 二於 テモ前者 ト同様 「アウラミン」1・0%

水 溶 液 ノ20c・c・ラ経 口的 二投與 シタル第13表 中

第13表

321號 家 兎 二於 テハ 色素投與後60分 一 シテ ソ

ノ胸管淋 巴 中二該 色素 ノ移行 セル コ トラ紫外 光

線 ニヨ リテ識 別 シ得 ル程度 二認 メタル ノミナル

ニ90分 ニ シテ0.9%ト ナ リ120分 後 ニノ、1.7%

トナ リ、菌檜殖阻 止作用 モ150分 ニ シテ始 メテ

嚢 現 セル テ見ル、 ソノ後 ノ含有色 素濃度 ハ次第

二上昇・シ180分 後 ニハ2.5%ノ 濃 度 トナ リ同時

二菌檜殖阻 止作 用モ亦(十)ト ナル。此 ノ180分

Auraminヲ 経 口的二投與 シタル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌ノ増P殖

家兎 性 髄重投與量

経過時間(分)出現色素濃度(%)培 養成績

」

1

:
'

隔

ル

・13・ 60 90 120 150 180 210 240 270 300

321

322

}

323

舎 2780

勇
二
〇
鯉

conc

冊1柵

一!一 十 0.9 1.7 2.0 2.5 2.4 2.5 2.3 2.3

SCC 冊 柵 柵 柵 什 朴 什 軒 督一

舎

一
2690

conc 一 ± 十 0.6 0.9 1.1 2.5 3.0 2.9 3.0 3.0

SCC 柵 柵 柵 柵 冊 惜 什 十 十 十 十

舎 2800 ,,

conc 一 一 十 0.2 0.5 1.8 2.0 2.0 1.9 2.1 2.0

SCC 柵 柵 柵 冊 柵 柵 什 十十 十十 什 昔

324 ♂ 2780 ,,

conc 一 一 0.1 0.2 0.7 1.8 2.0 2.0 2.9 3.2 2.7

SCC 冊 柵 冊 柵 柵 柵 什 什 十 十 十

325 ♂ 2730 ,,

conc 一 一 十 0.5 0.8 1.1 2.5 2.7 2.5 2.6 2.7'

SCC 冊 冊 柵 柵 冊 柵 什 十 什 什 十

326 舎 2820 ,,

conc 一 一1 十 0.8 1.1 1.5 2.1 3.0 3.2 3.1 3.0

SCC 柵
1

柵]柵 冊 惜 柵 柵 十 十 十 十

327 舎 2810 ,,

conc 一 一 十 0.6 0.8 1.4 1,912.3 2.1 2.4 2.5

SCC 柵1 冊 ・ 柵 柵 柵 柵 珊 障 1十 十 朴 十十
1
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ハ淋 巴中 ノ含有 色素量拉 二菌壇殖 阻止作 用 ノ最

高貼 ラ示 ス。 ソレ以後 色素濃度 ハ梢 、幾分低 下

ノ傾 向 ラ辿 ル モ菌増 殖阻止作用 ノ・依然 ソノ程 度

テ保持 シテ300分 二及 ビ322號 家 兎二於 テノ・同

ジク色素投與 後30分 ニ シテ 肉眼的 二鑑 別 シ得

ル程度 ノ淋巴 二色素移行 テ見ル.60分 ニ シテ其

ノ移 行程 度 ヤ ・強 ク90分 一 シテ胸管淋 巴 二色

素 移行ノ・0.6%ニ シテ、 ソノ後150分 二至 レバ

1.1%二 上 昇 シ此 時菌 曾殖(帯)程 度 二 阻止 サ レ

180分 後 一ノ・色素 ノ淋 巴移 行 ハ2.5%ニ シテ菌

増 殖 ハ(昔)ト ナ リ、321號 家 兎二於 テハ 此 ノ状

態 ガ30り 分後 マデ縫績 シタル ニ反 シ本例322號

家 兎 二於 テノ・爾210分 ニ シテ色 素濃度3.0%g

達 シ菌増 殖 ハ(+♪ 程度 二阻 止サ レル ニ至 ル。他

ノ4例 二於 テモ前2例 ト殆 ンド同檬 ナル経過 ラ

トル モ唯326號 家 兎 二於 テノ・色 素濃度3.2%ノ

出 現 テ示 ス。 コレハ本實験 中 ノ最高濃度 ナ リ.

第 三Congorubin(By)

Na3S⊂ 〉

〈=〉-N一 盛δ〈⊃

o認 〔℃
NaO3S

本 實 験 二於 テモ「コ ンゴー ル ビ ン」ノ1.0%水 溶

液20c・qテre重2.8kg内 外 ノ家 兎 二投與 シタ リ。

第14表 ノ311號 家 兎二於 デノ・色 素 ノ淋 巴中i

出現 スル ハ60分 ナルモ、 カ ・ル 程度 ノ 濃度 ニ

テハ比 色計 ニテ ソノ含有 色素濃度 テ測 定 シ難 キ

モ90分 経過 スレバ0.5%ノ 濃 度 二達 シ150分

二於 テノ・1.6%二 上 昇 シ菌増殖 ノ・(什)二 阻止 サ

ル ・二至 ル。爾進 ミテ経 過時 間240分 二至 レバ

色素 ノ移 行濃度 ハ1.9%ト ナ ル。 此 ノ時 ノ菌檜

殖 ハ(十)二 阻止 サル テ見 ル。此 ノ歌態 ガ300分

マ デ持緬 ス。314號 家 兎 二於 テノ・該 色素 ノ初 メ

テ淋 巴 二移 行 スル ハ60分 後 ニ シテ ソレヨリ次

第 二経過時 間 ト共 二濃度 テ」曾 シ、150分 ニ テ1.7

%ト ナ ル。然 レ ドモ ソノ菌増 殖 阻止作 用ノ・未 ダ

登現 セズ。2.0%二 至 リテ 菌檜 殖 ノ著 シク不良

トナ リ、1+)ノ 檜 殖程度 二低 下 ス。次 デ含有色

素濃度2。0%ト ナ リ.菌 増殖 阻止作用 ノ・緩 和 サ

レテ菖 状 二復 サ ン トス。本例 二於 テノ・経過 時間

ト胸管淋 巴 二移 行 スル色 素濃度 ノ・大略各 例 二於

テ同一程度 ナ リ。爾淋 巴内 ノ色素 ノ濃度 ト菌檜

殖 阻止作用 テ見 ルー 色 素濃度1.0%以 下 ナル ト

キハ 全 ク 菌檜殖 阻止作 用 ナク、1.2%以 上1.7

%ノ 間 二於 テ菌増殖 ハ(冊)カ ラ(帯)二 阻止 サル

テ見 ル、次 デ1.7%以 上2.4%マ デ ノ 間 二於 テ

第14表Congorubinヲ 経 口的二投與 シタル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌塘殖

家兎 性 盟重

1投與

量

経過時間(分)出現色素濃度(%)培 養成績.

・13・6・19・ ・2・1 ・5・1・8・12・ ・124・27・3・ ・

311i舎2780-i

痂r『:293・薩 …讐1≒

conc-十 〇.5

」%:・cc冊 冊 冊 冊
±0.3

313

314

一 一 一}

㌔2840レ ・1讐 冊 冊
　

舎28501,,conc
SCC柵 柵・

C・nc}-

SCC柵

1.0

冊

0.9

1.61.51.71.92.02.1

榊 柵 十什 十十 十十 十十

1.21.41.92.02.32.1

柵 冊

0.4十

冊

315

0.2

316

317

柵

♂

舎

♂

2740

2770

2690 ,,

0.1

conc-

sccI柵

冊 柵一=「

concL-

qcc柵 冊

冊 厘
十

柵

柵 柵

0.60.8

柵 冊 柵

0.50.81.7

冊 柵 柵

0.40。50.9

・冊 冊 柵

0.30。91.4

柵 柵

0.40.8

柵

至
冊 柵 柵

柵

1.3

十十 十十 十十 十十

1.81.72.22.0

柵 料十 柵 十十 十十

2.02.42.52。02.0

十十 十十 十 十十 十十

1。51.82.0 死 亡

十H十 十 十十

1.82.12.42.02.0

柵 十十 十十 十十 十十

1.32.02.32.01.9

帯 十十 十ト 十十 十十
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菌 増 殖 ハ(十)ノ 程度 二 阻止 サ レ含有色素濃度

2.5%以 上 二達 ス レバ 菌檜 殖ハ(十)二 阻止 サル

ルモ ノ・如 シ。

第四Rivanol(By)

(2-Aethoxy-6,9-diaminocacridinlactat)

本 色 素 ラ経 口的 二投與 セル家 兎胸管淋 巴内結核

菌培養成績 ノ、第15表 ノ 如 シ、即 チ 本實験 二於

テモ前實験 ト同様 二「リバ ノール」1.0%水 溶 液

20c.qテ 経 口的 二投與 シタル モ ノニ シテ210號 家

兎 二於 テ 色素投與後60分 ニ シテ0.5%ノ 濃 度

一テ淋巴内 二 移行 シ経過 時間 ト共 二盆 ≧増 量

シ、120分 ニ シテ濃度2.0%ト ナ リ菌檜殖 ノ、(柵)

(冊)二 檜殖 ス。180分 ニ シテ最 高濃度5.0%二

檜 加 ス。此 ノ濃度 ノ 「リヴ.ノ ー ル」テ合有 セル

第15表

淋 巴内 二於 テハ菌檜殖 ハ(十)ナ リ。而 シテ以後

経 過時 間 ト共 二含有 色素濃度 ハ減 少 シ240分 ニ

シテ含有 色素濃度 モ 梢 ≧減 少 シ3.4%ト ナ リ

(柵)ト ナ リ、時 間 ノ経過 二含 有色素濃度 ノ減少

ト共 二菌檜殖 モ次 第 二旺盛 テ示 シ薔状 二復 サ ン

トスル傾 向 ア リ。他 ノ6例 二於 テモ色素 ノ淋 巴

二初 メテ出現 スル時間及 ピソ ノ濃 度 二多少差異

テ見ル モ殆 ン ド同一 ノ成績 テ示 ス。 而 シテ本色

素 ハ比 較的濃厚 二且 ツ比較的早期胸 管淋巴 中二

移 行 スルモ ノナ レドモ菌増殖阻 止作 用 ・・反 ツテ

微弱 ナ リ。即 チ色素 ノ濃度1.3%ヨ リ3.8%マ デ

ノ間 二於 テノ・菌増殖 ハ ぐ帯)ニ シテ 濃度3.2%ヨ

リ5.0%二 至 ルマデ ノ間 二於 テハ 菌檜殖 ハ(升)

ナ リ。

Rivanolヲ 経 口的二投與セル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ増殖

家兎 性 膣重投與量

経過時間(分)出現色素濃度(%)培 養成績

・13・6・ 90120150

2・11♂287・

202♂2910

203♂2830

conc

髪SCC冊

δconc一

糎SCC冊

1

、

0.50.82.U4.2

柵 柵 ・冊 十}十 柵

0.61.33.0

柵 冊 ・冊 十i十 十H・

竺1"
scc照

へ 　

,,conc二1

一 十1 .12.83.1

柵
_世_柵 柵 柵

180210240270300

5.04.8}3.43.23.O

十十 十十

4.84.6

柵 惜 柵

4.34.03.6

吐

加

冊

什
宛

柵

朴什什

0

}
ユ
惜

　3

柵器
204・ ♂2850

0.21.32.43.54.24.04.03.83.0

一一一

205

1-}

一

舎

一

一 SCC 冊1柵
1

冊 冊 柵 柵 十十 冊 柵1
__i
柵 柵
一 曹一

2.6
}一

柵

conc--
5

0.4 1.0 3.8 4.5 4.1 3.7
i

3・313・02820i"

2840!

1
27gol

lSCC冊 柵
[

冊 柵 柵 直
2.4

什 什
1柵 帯

,,[・ ・㏄ 一 一
0.5 0.8 1.0 3.6 !

十}死 亡
1

2061♂

-

207

1甑 「 冊 柵 柵 柵 柵 什

♂ ,,

1

㎜c-i引 ・・3 0.5 1.0 3.5 3.2 3.0 3.0 2.6 2.7

SCC柵1柵1柵 柵 冊 什 帯1柵 柵 冊1柵

第五EosinA(LBH)

BrBr

噌o=1:0ご

〔〕　
「エ オジンjA1・0%水 溶 液20c ・c・テ健常家 兎 ノ艦

重2・8kg内 外 テ有 スルモ ノニ 経 口的 二 投與v・/

タル家 兎胸管淋 巴内二於 ケル結核菌檜 殖成績 ハ

第16表 二示 スガ如 シ。自Dチ、341號 家 兎 二於 テ

色素 ガ始 メテ胸管淋 巴中 二出現 スルノ・色素投與

後60分 ニ シテ0.3%ト ナ リ以そ舞堅過 時間 ト共

==1農度 テ檜加 シテ150分 一 シテ1 .5%ト ナ リ菌

壇殖阻 止作 用 モ(冊)ゴ リ(帯)一 出現 ス。倫次 第

二色素 ノ淋 巴中含 有濃度 ノ・檜加 シテ240分 ニ シ

テハ最高 ノ3.1%ト ナ リ菌檜殖 モ(十)二 阻ILサ

ル。344號 家 兎 二於 テハ 最初色素 ノ出現 スル時
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第16表EosinA.ヲ 経 口的二投與セル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ培殖
1

家兎 性 髄重投與量

輕過時間(分)出現色素濃度(%)培 養成績

・13・16・ 90 120 150 180 210 240 270 300

341 否 2770

髪
二
〇
鯉

conc
一1一 0.3 0.7 O.δ 1.5 2.8 2.7 3.1 3.0 3.0

SCC 冊1柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵 什 什 骨

342 舎 2780
conc 一 1 一 0.1 0.5 0.7 0.8 1.8 2.1

死亡
SCC 冊 柵 冊 柵 冊 柵 柵 柵

343

『-

344

♂ 2830 ,,

conc 一 一 0.4 0.7 0.9 1.6 1.7 2.3 2.5 2.0 2.0

SCC 冊 柵 冊 柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵

舎

0

2830 ℃,

conc 一 一 0.6 0.7 0.9 2.0 2.4 3.1 3.0 3.0 2.3

SCC 冊 冊 冊 冊

0.5

柵 帯 柵 十十 什 什 帯

345 ♂ 2790 ,,

conc 一 一 十 0.7 1.3 1.5 1.6 2.0 2.0 2.1

SCC 冊 柵 柵 冊 冊 柵 柵 帯 帯 柵 惜

346 ♂ 2730 ,,

}

,,

conc 一 一 ・・21・ ・7 0.8 1.1 1.4 1.9 2.0 1.9 1.8

SCC 柵 柵 柵 柵 柵 冊 冊 柵 帯 帯 柵

347 ♂

i

2710 conc 一 一 ± 0.5 0.7 2.2 2.3 2.6 2.3 2.2 1.9

llSCC 冊 柵 柵 1冊 柵1 帯1柵 柵1柵 帯 帯

間及 ビ濃度共 二前者 二大差 ナ クソノ後 モ殆}ド

同一程度 ノ攣 化 テ辿 ル。 ソノ最 高濃度 モー致 ス

レ ドモ ソノ出現 時間 二於 テ344號 家 兎 ハ341號

家 兎 ヨリ30分 遅 レ且 ツ前 者 二於 テ・・240分 ヨ リ

300分 マ デ ノ間 ノ・殆}ド 最高程度 ノ濃度 テ持績

セルニ反 シテ344號 家 兎 二於 テハ 経過時 間300

分 二至 ル ト急 二2.3%二 含 有 色素 濃度 ハ 低下 シ

之 ト共 二菌士曾殖 ハ(十Dヨ リ(帯)=ig加 スル テ見

ル。他 ノ5例 モ殆 ンド前者 ト同様 ナ リ。 本實験

二於 テ淋 巴中 ノ色素 ・・1.4%以 下 ニテ・・結核菌

ノ檜 殖 ニハ何 ラ憂 化 テ招來 セズ。1.5%以 上3.1

%ノ 間 二於 テノ・菌檜殖 ハ(冊)ヨ 脚{彬 ニナ曾殖阻

止 サル。

第 六SaframinBextra(B)

贋 〕=ll〔〕NH,

〔〕Cl
本色 素1.0%水 溶 液20c・c・ラ禮 重約2.8kgテ 有

スル家 兎 二経 口的 二投與 シタル家 兎淋 巴内 二於

ケル結核 菌 ノ培 養成績 ハ第17表 二示 スガ如 シ。

即 チ391號 家 兎 二於 テノ・先 ヅ始 メ色素投與後淋

巴 中二色素 ノ移行 セルハ60分 ニ シテ0・3%ガ

移 行 シ以後次 第 二濃度 テ壇 加 シテ90分 ニ シテ

0.8%二 増 加 セ リ。 然 シナ ガラ 此 ノ程度 ノ淋巴

内 ノ色素 量 ニテノ・結核菌 ノ増殖 テ阻止 スル作 用
　

テ襲現 スル ニ至 ラズ更 二檜加 シテ3.1%ノ 含 有

濃度 トナ レバ始 メテ(冊)二 菌増殖 ノ・阻 止 サル。

次 デ150分 ニ シテ急 二4.5%ノ 濃 度 トナ リ。菌

」曾殖 ハ(升)二 迄 阻止 セ ラル ・テ見 ル。此 ノ状態

ノ・240分 マ デ纏績 シテ以後 ハ濃度 ノ減少 ト共 二

菌増 殖 モ次第 二標準歌 態 トナル。392,393,394,

395號 家 兎 二於 テノ・時間的 ニハ多少差異 ノ・ア レ

ドモ大膿 二 於 テハ 前者 ト同一程度1成 績 テ示

ス、EPチ60分 乃 至90分 ニ シテ始 メテ色素 ノ・淋

巴中 一移行 スル テ認 メ180分 内外 二於 テ菌増殖

ノ・(柵)マ デ阻II:セ=7レ ソ ノ後暫 ク ソノ歌態 テ持

績 シテ再 ビ(冊)二 達 ス。270分 内外 二於 テ 淋 巴

内 ノ菌壇 殖 ノ・標準檜殖 ノ(冊)二 復蹄 ス。396,397

號 家 兎 ノ2例 二於 テハ始 メテ淋 巴 二出現 スル時

間 ガ、少 シク遅 レテ90分 トナ リ、 必後次 第二

増加 スル モ ソノ最高濃度1.7%以 上 ラ 出 ズ シテ

又次 第 二低 下 スル テ認 ム。 從 ツ テ菌増殖 モ何等

阻止作 用 テ受 ケズ シテ普通 ノ壇殖 テ持績 セ リ。

397號 家 兎ハ實験 中途 ニ シテ 発死 セ リ。本實験
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第17表Saframinヲ 経 ロ的二投與 セ〃家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ壇殖

家兎 性
1投與 経過時間(分)出現色素濃度(%)培 養成績

盟重量
・13・16・lg・i・2・ ・5・1・8・12・ ・i24・i27・13・ ・

391 舎

一

♂

一

♂

・舎

♂

2810

-

2760

-

2800

-

2820,,

勇
二
〇
鯉一

,,

一

一

,,

一

●,

一

,,

conc
一 一 0.3 0.8 3.1 4.5 4.0 4.0 3.8 2.3 2.1

SCC 柵 冊 柵 冊 柵 什 十十 赫 什 冊 柵
}

392
conc 一 一 0.1 0.6 2.8 3.2 3.3 3.0 2.8 2.7 2.7

SCC 冊 柵 柵 冊 帯 柵 柑 柵 柵 冊 柵
一

393

394

395

conc 一 ± 0.5 1.5 2.5 2.9 3.1 2.8 2.5 2.6 2.4

SCC 冊 柵 柵 冊 冊1柵8 珊 帯 冊 冊 柵

conc 一 一 0.2 0.7 1,412.5 3.0 3.0 2.7 2.5 2.5

1 SCC 一 一 冊 柵 柵 柵 柵 柵 冊 柵 柵

一

♂

一

♂

2830

-

2890

-

2800

conc 一 一 一 0.4 0.9 2.4 3.2 3.4 3.5 3.7 3.8

SCC 柵 柵 冊 冊 柵 冊 柵 柵 柵 帯 柵
一

396
conc 一 一 一 1.2 1.9 1.8 1.7 1.7 1.6 1.8 1.9

SCC 冊 柵 冊 冊 冊 冊 冊 柵 冊 冊 冊
一

397
conc 一 一 一 0.6 0.9 1.5 1.7 1.6 1.4

死亡
SCC 冊 冊 柵 柵 柵 冊 冊 柵 柵

二於 テハ投與 シタル色素 ガ消化管 ヨ リ淋 巴二移

行 スル濃度 ガ他 ノ實験 二比 シテ家兎個 々ニ ヨリ

著 シク攣動 テ示 ス。 即 チ391號 家 兎 二於 テハ最

高濃度4.5%テ 示 スニ反 シテ296,297號 家 兎 二

於 テノ・最高濃度 ハ僅 二1.7%二 過 ギズ、叉含有

色 素濃 度 ト菌壇殖 トノ 關係 テ 見ルニ 色素濃度

3.0%ナ ル トキ・、菌層殖ハ(柵)一 阻止 サ レ2.8

%ノ 色素濃度 二於 テハ」曾殖 ハ(什)ニ シテ爾阻止

テ認 メル!・ごシ。

第18表

第 七MethylBlau

・o

/一 ＼_黄H

HN-O一 く 〉=〈
〉.一一NH

l.)≧ ジb
MethylenBlueヲ 経 口的二投與セル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ増殖

輕過時間(分)出現色素濃度(%)培 養成績

0 306090120150180210240270300

重響性家兎

侃0・410・30.40.210.310.710.5

 

十

柵柵冊冊冊1柵i柵1柵

 

柵柵冊

0.20.30.30.40.2io.510.5

 

±

冊柵柵冊冊}柵1柵

 

冊柵柵柵

十0.20.60.7

柵柵柵

0.40.60.60.8

0・2!0・4}0・7

柵 柵1柵

0.610.81.3

 

±

冊柵柵冊

0.5

 

±「

柵柵柵帯

0.50.40.80.9

柵1柵　

0.5}0.3

柵

0.7

 

冊柵冊柵

0.30.1

柵柵柵
0.40.40.40.6

　 　 　 ミ 　

・.4「 ・.41・.7

 

柵柵柵柵

0.3

 

一

柵柵柵柵i冊1柵

 

柵柵冊

0.60.81.01.20.710.810.90.3

冊柵冊[柵1柵

 

柵柵柵柵

conc

SCC

conc

SCC

conc

SCC

conc

SCC

conc

SCC

conc

SCC

conc

SCC

 

一
%

二
〇
璽

"

2830

2710

2860

2800

2810

淵

♂

♂

一
舎

♂

一
♂

♂

一
♂

381

382

鵬

謝

鰯

鰯

387
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本 色素 ノ1.0%水 溶 液20qqテ 盟 重約2.8kgテ

有 ス ル健常家 兎 二 経 口的 二投與 セル 實験 ノ・第

18表 二示 スガ如 キ結 果 ラ示 ス。即 チ384號 家 兎

二該 色素 テ経 口的 二投與 スレバ60分 ニ シテ、比

色 シ得 ザ レドモ甚少 ノ色素 ガ混 入 セル ト思 バ レ

ル淋巴 テ流 出 ス。而 シテ90分 ラ経過 ス レバ0・5

%ノ 含 有色素 ノ淋 巴 ラ得150分 経 過 ス レバ、0・8

%ノ 色 素 テ 含有 セル 淋 巴テ 得。 此時菌増殖 ハ

(冊)ヨ リ(帯 〉二阻止 サル テ見 ル。次 二色素含有

ノ・210分 マ デ1.3%テ 最 高 トシテ、又次第 二減

少 シ240分 二於 テ0.6%二 減 少 シ菌檜 殖 ・・阻止

作 用 テ認 メズ、再 ビ元 ノ如 キ檜殖歌 態 二復蹄 ス

ル ラ見ル。 此 ノ色素 二於 テ以 上 ノ経過 ト大艦 同

一 ナルハ384 ,385,387號 家 兎 ノ3例 ニ シテ他 ノ

4例 ノ・菌増殖 不攣 ナ リ.該 色素 ノ菌檜殖 阻止作

用 テ輕 度 二表 ハ スーノ・淋 巴中 二 少 ク トモ0.8%

以 上 ノ濃度 テ必 要 トス。本實験 二於 テハ ソノ淋

巴 二移 行 スル本 色素濃度 ノ・他 ノ色 素 二比 シテ僅

少 ナル ト同時 二又菌 檜殖阻止作用 モ著 シク微弱

ナル コ トテ認 メタ リ。
、

第19表

第八Trypafiavin(C)

HCl

躍〔〕美○濫

○
本色素 ノ1.0%水i溶 液20c.c・テ 農重 凡 ソ2.8kg

内外 テ有 スル健 康家兎 二経 口的 二投與 シタル實

験 ハ第19表 二示 スガ如 キ 成績 テ得 タリ。即 チ

361號 家 兎 二於 テノ・色素 テ経 口的投與後60分

経 過 セ シ淋巴 中 ニハ 「トリパ フ ラヴィン」ハ0.1

%一 一60分 ニ シテ早 クモ移行 シ、 ソノ後90分 経

過7・ レバ0.396二 濃 度 ハ 上昇 シ120分 二至 レバ

色素 ノ淋 巴中移行 ハ急 二 増加 シテ3.0%ト ナ リ

倫次 第 二濃厚 トナ リ180分 二至 し・バ5.2%ト ナ

ル。 此 ノ黙 ハ本實験 ノ最 高濃度 テ示 ス。 以後次

第 二緩慢 ナル 減 少 テ起 ス。 菌増 殖 二封 シテハ

0.1乃 至0.3%程 度 ナル濃度 ガ 淋 巴内 二 存在 ス

ル モ結核 菌 ノj曾殖 二封 シテノ・何等阻 止的 二作 用

Trypaflavinヲ 経 口的二投與 セル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ塘殖

家兎 性
投與
量

　

i`経 過時間(分)出 現色素濃度(%)培 養成績

禮重
0 30 60 90 120 150 180 210 240 270 300

361 舎 2800

勇
二
〇
鯉

conc 一 一 0.1 0.3 3.0 5.0 5.2 4.5 3.2 2.0

SCC 冊 柵 冊 柵 柵 十 十 十十 冊 柵 惜

362

363

舎 2870
conc 一 一 十 0.2 3.0 7.0 6.5 4.0 3.1 1

SCC 柵 柵 柵 冊 鼎 ± ± 十十 柵 柵 冊

舎 2850 ●,

conc 一 一 0.3 085 2.0 5.6 5,Ol3.2
1

1.0

SCC 冊 柵 柵 柵 柵 十 +1惜
E

柵 柵 柵

364 舎
conc 一 一 0.2 0.4 2.6 4.6 6,3{4.2 2.4 1.9

2700,,

一 一

2780,,

SCC 柵 冊 柵 冊 柵 朴 ± 十十 帯 柵 柵一

365

}

♂
conc 一 一 一 0.4 0.9 1.8 3.8 5.2 4.3 2.1 2.0

SCC 柵 冊 柵 柵 柵 什 十 卦 柵 帯 柵

366 舎 2820 ,,

conc 一 一 0.2 1.0 3.0 5.0 5.4 4.0 3.3 2.1 1.7

SCC 柵 柵 冊 冊 柵 十 十 十十 柵 柵 柵

367 舎 2840
conc 一 一 0.3 0.9 2.3 4.9 5.4 4.3 2.1

,,

SCC 柵 柵 柵 冊 柵 十 十 十十 十十 副 柵
1

テ示 サズ。2.0%ヨ リ3.2%マ デ ノ間 二於 テ始 メ

テ(帯)程 度 ノ菌壇殖 阻止作用 テ受 ク、4・5%二 至

ル ト(升)二 阻止 サ レ5・0%乃 至5・2%ノ 間 二於

テハ(+)ノ 増 殖 阻止作用 テ受 ク。帥 チ本例 二於

テノ・「トリパ フラヴ・ン」1.0%水 溶 液20qqテtw

口的 二 投與 シタル 後菌檜殖 阻止作用 ア ラバ レ
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150分 経 過 後雨者共 二最高度 二至 リ以後次第 二

菖状 二復蹄 ス。362號 家 兎 二於 テ 色素 出現 ハ約

30分 後 一 シテ、90分 ニ シテ アラバ レ、ソノ後30

分 ニ シテ急劇 二3.0%ト ナ リ菌檜殖 ハ(帯)ノ 不

良 トナ リ、ソ ノ後30分 ニ シテ最 高色素濃度7・0

%テ 示 シ菌増殖 ハ著 シク阻止作 用 テ受 ケテ僅 二

(士)ノ 登 育 テナス ノミナ リ。 ソレ以後 ハ菌檜殖

及 ピ色素濃度減 少共 二急 劇 ナ レ ドモZF滑 ナル圓

弧 テ叢 キテ菖駄 二復 ス。 ソノ他 ノ4例 二於 テモ

大差 ナ ク前述 ノ例 ト殆 ン ド同 ジキ成績 テ示 ス。

以上 ノ成績 テ絡括 スレバ第20表 二示 スガ如 シ。

即 チ、・膿重略k同 一 ナル2・8kg内 外 ノ家兎 二

1%ノ 水溶液色素 テ20c・ak.「c.口的 二投與 ス レバ

該色素 ガ初 メテ胸管淋 巴 二移 行 スル経過 ノ短 カ

キ・iiiノヨ リ基 レバ、Rhodamin・Trypaflavin・

Eosin,Rivanol,Saframin,Congorubin,Aur-

amin,MethylenBlue,ノ 順 序 一 シテ 出現最

高濃度 ヨ リ ス レバ、Trypaflavin,Rivanol,

Saframin,Congorubin,Auramin,Eosin,

Rhodamin,MethylenBlue,ノ 順 序 ナ リ。而

シテ結核菌檜殖 阻止作用 ヨリスレバ即 チ標準増

殖 カ ラ(柵)マ デノ檜殖阻止作用 テ示 ス最小李均

第20表

濃 度 順 ノ・MethylenBlue,Rhodamin,Aura・

min,Congorubin,Eosin,Trypaflavin,Riva-

nol,Saframin,ノ 順 ・;一.シテ(-H- .〉程 度 ノ壇 殖 阻

止 作 用 テ示 ス。 吸 牧 色 素 ノ 最 小 濃 度 ヨ リ ス レ

バ 、Congorubin,Rhodamin,Auramin,Eosin,

Rivanol,Trypaflavin,Saflamin,ノ 順 ニ シ テ

MethylenBlueハ 此 ノ 程 度 ノ 増 殖 阻 止 作 用 テ

示 ス ニ充 分 ナ ル 色 素 濃 度 ノ移 行 子示 サ ズ 。 爾 進

ミ テ(十)程 度 ノ 増 殖 阻 止 作 用 テ 示 ス モ ノハ 、

Congorubin,Rhodamin,Auramin,Trypafl-

avin,ノ 順 ナ リ。 而 シ テ ヤ ・高 度 ノ菌 檜 殖 阻 止

作 用 ナ ル(±)ノ 程 度 二 至 レバTrypaf】avin/

6.6%ノ 出 現 ラ 見 ル ノ ミ。 即 チ、1%色 素 水 溶 液

20cゑ テ経 口 的 二 投 與 シ タ ル トキ胸 管 淋 巴 内 二於

テ菌 檜 殖 阻 止 作 用 ノ最 モ強 力 ナ ルノ・Trypaflavin,

一・・一シ テ最 モ 阻 止 作 用 ノ 弱 力 ナ ル ハMethylen

Blue一 シ テ ソ ノ間 二Rhodamin,Auramin,

Congorubin,Rivanol,Eosin,Saframinノ 順

ニ テ介 入 ス。 尚 以 上 ノ 内 二胸 管 淋 巴 二 移 行 セ ル

色 素 テ以 ツ テ シ テ ハ該 淋 巴 内 二於 ケ ル 結 核 菌 ノ

増 殖 テ絶 封 的 二(一)ニ テ 阻 止 シ得 ル 強 力 ナ ル モ

ノ テ見 ザ リ キ。

各色素成績総括

色 素 名 構 造 隠 性1鰹麟　 藩
強 柵 什+± 一 灘 §

RhodaminB
(By)

Diethy→m.Aminopheno1 Xanthene
-

B601・42.32.6//2.6188

Auramin
Dimethyldimaino.di・O

toly1・methan
Ketonimin S861・42.32.9//2.72271

Congorubin
(By) 辞 く蹄畿 誌ide Dis.Azo S}81、.511.92.5//2.326。

Rivanol(By) 2・Aethoxy石,9diamino・
aCridinalaCtat

Acridine S 692.8

一
4.2///4.1176

EosinA
(LBH)

Sodiumsalt-C20H605Br4Na2 Xanthene S 681.8

一
3.1///2.7230

SaframinB
extra(B) AnilinandP.phenyldiamin

'

一

Agine B 723.0

一 一__
4.5///3.4158

Methylen
Blue

一
Tryphenyl・Parorasanilia

andSulphonat
Thiagin B 940.9

『
////0.9180

Trypanav5n
(C)

Diamino.Methvl・Acride
膨 Acridine S 642.44.2

8j
5.16.65.7169

B・ ・ 盤 基 性 Sハ 酸 性

●



226 内藤=家 兎胸管淋巴内二於ケル人型結核菌ノ墳殖 【第16巻

是等 色素 ノ菌増殖 阻止作 用、初 メテ色素 ノ胸管

淋 巴 二移行 スル時 間、 又 ハ最高濃度、最高 濃度

二達 スル時間、等 ノ相互 關係 テ各色素 ノ構 造、

性 、旗 散度、類脂肪 二溶 解 スル度合、又 ハ色素

ノ結 核菌 二封 スル親 和力 ソノ他種 々 ノ物 理化學

的方面 ヨ リ検索 シタルモ ソレ等 ノ間 二嚴格 ナル

ー 定 ノ關係 テ登 見 スル コ トラ得 ザ リキ
。

第 九 浦化管 ヨ リ淋巴 二吸牧 サ レタル色素

ト淋 巴二直接添加 セ シモ ノトノ比較

色素 ハ ソ レ自身 ガ甚 グ複 雑ナル構 造 テ有 シ酸 性

ナルモ ノアリ、 或 ハ監基性 ナル モ ノア リ、溶液

トナ リテハ ソノ液 ノ水素 「イオ ン」濃度 ニ ヨーリテ

ソ ノ顯 色性 テ異 ニ ス。 カ ・ル モ ノガ生膿 ノ組織

中 テ通過 スルニ際 シテ如何 ナル攣 化 テ色素 自身

二受 クルヤテ検査 セ リ。 コ ・二用 サタル色素 ハ

前五章 二於 テ實験 セ シ結果最 モ良 ク阻 止作用 ノ

現 レタルモ ノテ用 ピタ リ。此 ノ實駿 ノ・短時 間中

二多量 ノ淋 巴探取 テ必要 トスル タメ撒頭 ノ家 兎

テ2日 間絶食 セシメ、 同時 二手術 ラ行 ヒ、淋 巴

テ無 菌的 ニナルベ ク多量 二探 取 シ是等 テ混合 シ

テ遠 心沈澱 シ淋 巴清 テ トリ然 ル後家 兎一・-1.0%

ノ色 素水溶液40c・aテ 経 口的 二 投與 シ…定時 間

ラ劃 シテソ ノ間 二探 取 セル各家兎 ノ淋 巴中最 モ

高 度 二色素 テ含有 セルモ ノテ トリ互 二混合 シテ

遠 心器 ニカケ ソノ淋巴清 テ トリ、此 ノ内 ヨ リ約

10c.c.ノ淋 巴清 テ分離 シ之 テ以 ツテ結核菌 ノ俘游

培 養 テ行 ヒ、次 デ該 色素含有淋 巴清 ノ残部 テ用

ヒテソ ノ含有 セル色素濃度 テ測定 ス。術培養 ノ

封照 トシテ前述 ノ如 ク色素投與前 二探 取 セ シ淋

巴清 二比色 ラ以 ツテ測定 セ シ色 素濃度 ト同一濃

度 二外的操作 ニ ヨリ色素 テ混 入 ス、之 テ操作 中

比色 ノ・総 テDuboscq氏 ノ比色 計 テ使用 シタ リ。

斯 ノ如 クニ シテ調 製 シタル同一濃度 テ有 スル2

種 ノ色素含有 淋巴清即 チ1ハ 清化管 ヨ リ吸牧 サ

レタル色 素 テ含 有 スル モ ノ他 ハ色素 ヲ直接混 入

シタル淋 巴清 ノ各 々 テ10qaヅ ツ 小試験管 ニ ト

ル。 之 二結核菌 テ 移 植 ス。 コ レノ・豫 メ「グ リセ

リン」加 「ブイ ヨ ン」ノ表面 二培養 シタル2週 間

培 養 ノ菌苔 ヲ用 フ。・此 ノ菌苔 ノ1白 金 耳宛(肉

眼的 二略 ≧同量 ナルテ 要 ス)テ 各試 験管淋 巴清

ノ表面 二俘游 セ シメ37。Cノ 艀卵器 中 二納 メ爾

後逐 印曾殖程 度 テ検 ス。以 上 ノ如 クニ シテ培養

シタル結核 菌 テ制 定 スルニノ・次 ノ如 キ判定基準

テ定 メタ リ。

(一)培 養當初 菌移植時 ト何 等異 ル所 ナ ク菌 ノ壇

殖 ラ全 ク認 メザルモ ノ。

(±)移 植浮游 セル菌苔 ガ培養 當初 ヨリ幾分壇大

ノ傾 向 アルモ ノ。

(十)俘 游 セル菌苔 ハ明 二 増大 シ菌苔 ハ「ブイ ヨ

ン」ノ表面積 ノ約1/:、テ占領 スル ニ至 ルモ ノ。

(十)檜 殖横 散 セル菌苔 ハ 「ブ イヨ ン」ノ表面 ノ廣

サ ノ約1/L)ラ 占 ムルモ ノ。

(帯)檜 殖 著 シク縮緬 状 テ呈 スル 菌 苔 ハ「ブイヨ

ン」ノ表面全部 テ被 覆 スルモ ノ。

即 チ第21表 二示 スガ 如 ク「ロー ダ ミン」B色 素

ハ第1實 験 二於 テ5.0%ナ ル 色 素含 有淋 巴清中

第21表 吸牧サ レタル色素 ノ殺菌力試験

象裾 家兎
1

「
ロ

ー

タ

ミ

ソ
」
(
B

)

第一

第二

第三

401

402

403

404

405
406

407
408
409

色素ll
濃度淋 巴種類i
(%) 1

培 養 成 績

5.0 淋巴(1)
淋 巴(2)

驕

7.5

3.2

淋巴(1)
淋 巴(2)

淋 巴(1)
淋 巴(2)

η
後

古

媚
後

±
+

+
什

±
十

10日

後.

惜

柵

夢

辮

一
辮

柵
惜

冊
惜

什
什

±
十

色素
名

ア

ウ

ラ

ミ

ソ

實験

第四

第五

第六

家兎

410

411

412

413

414

415

416

417

418

鱗
幣

4.1

3.7

3.1

巴種類
培 養 成 績

培養
當初
4日

後

7日

後

10日

後

20日

後

巴(1)
巴(2) =

±
±
十

十十

柵
柵
柵
柵

巴(1)

巴(2) =
±
±
十
什
帯
惜
柵
柵

巴(1)

巴(2) =
±

十9

朴
什
柵
柵
柵
柵

註 淋巴(1)ノ ・直接混入シタル色素 ヲ含有 スル淋巴 淋巴(2)・ ・吸牧シタル色素 ヲ含有ヌル淋巴
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二4日
、7日 、10日 間培養 二於 テハ 明 二 吸牧

色 素含有淋 巴清 ニテノ・檜殖良好 ナ リ。然 レ ドモ

20日 ニテノ・雨 者同檬 ナル増殖 トナル。第2實 験

ノ7.0%ナ ル色素 二於 テモ 前者 ト同 ジ
。第3實

験 ノ3.2%ノ 前 者 二比 シテ 濃度低 キモ ノニ於 テ

ノ・僅 二4日 培 養 二於 テ ノ ミ吸牧色素 ノ檜殖 ハ混

入色素 二比 シ旺盛 ナルモ7日 以後 ノ・同一 ノ増殖

テ示 ス「アウ ラミン」色素 二於 テハ第4實 験 ノ色

素濃度4.1%ニ シテ此 ノ培養 ノ・吸敗 色素ハ4日

マデ同一 ノ登育 ラ呈 シ、7日 頃 ニノ・、 吸牧 色素

ノ方 ガ混合色素 二比 シ登育 旺盛 ナル ラ見ル モ10

日以後 ニナ レバ雨者共 同一一ノ登 育 ラ示 セ リ。 爾

第5實 験 二於 テモ同様 ナル ゴ トテ云 ヒ得。 第六

實験 二於 テノ・既 二4日 二於 テ登育 ノ・吸敗色素 ノ

方旺盛 ナル モ、ソ レ以後 ノ・同一 ノ檜殖 デ示 セ リ。

實験小括

腸管組織 テ通過 シタル「ロー ダ ミン」及 ビ「アウ

ラ ミン」雨色 素ハ 結核菌 増殖 阻止作 用 テ梢 ㌃低

減 スルモ ノ・如 シ。

第七章 實験的 「アチ ドーゼ」ノ家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌壇殖 二

及ボス影響

水 素「fオ ン」読 ハ1887年Arrhenius-.一.一 一ヨリテ

唱道 セラレタル解離 詮 二基 クモ ノニ シテNau-

nynガ 始 メテ所謂 「ケ トー ジス」ナル酸 中毒症状

テ認 メ シ以來此 ノ方 面 ノ研 究ノ・長 足 ノ進 歩 ラナ

シツ ・アリ。

「アチ ドー ゼ」ナル観念 ハ ソノ検査法 ノ攣遷 ノ跡

ガ示 ス如 ク今 日マデ 幾度 力憂更 ラ 重 ネル所 ナ

リ。 而 シテ今 日ノ観念 ヨリスレバ酸 テ中和 入ル

能力 アル物質 ノ訣乏、換言 ス レバ 艦 中 ノ「アル

カ リ」貯臓 ノ鋏乏 セル歌態 テ 「アチ ドー ゼ」 ト樗?

ス。而 シテ「7チ ドー ゼ」ノ原因ノ・膿中 二登生 ス

ル又ノ、侵 入 人ル酸 ニ アリ。

糖尿 病、 腎臓病 、重 症小見 清化不良症、肝萎縮

症 ソノ他諸種 ノ急性傳染病 二於 ケル ガ如 ク膿 中

二登生 スル酸 ガ過 多ナル トキーモ現 レ又過劇 ナ

ル運動 ラ行 ヘル直後磯餓全身麻酔 ノ場合 ニモ現

ル コ トハ周知 ノゴ トナ リ。西村 ハ各種 ノケ法 ニ

ヨリテ實験 的 二「アチ ドー ゼ」テ起 サ シメタル家

兎及 ビ海狽 ノ血液 テ以 ツテ結核菌 テ培養 シタル

ニ盛酸注射、蕪糖過剰投與、騨化安門 ノ内服及

ビ注射、乳酸注射、磯 餓、寒冷、慶 血、 「ヴ,タ

ミン」訣乏 二因ル 「アチ ドー ゼ」ノ場合縮 テ該 血

液 内二於 テハ結核 菌ノ・檜殖 ノ促進 サル ・コ トテ

謹 明 セ リ。余 ノ・種 々ナル方法 二依 ツ テ實験的 二

∫アチ ドー ぜ」テ起 サ シメタル家 兎 ノ胸管淋 巴 ラ

以 ツ テ 結 核 菌 ヲ培 養 シ テ 、 以 ツ テ ソ ノ影 響 ス ル

所 ラ研 究 シ テー 定 ノ成 績 ヲ得 タ リ。

「ア チ ドー ゼ」ノ検 査 法

「ア チ ドー ゼ」ノ 楡 査 法 ノ・ソノ 學 理 ノ進 歩 ト共 二 数 多

キ攣 蓬 ヲ経 過 セ リ。今 ソ ノ圭 ナ ル モ ノ ヲ列 塁 ス レバ次

ノ如 シ。

1.尿 中/「 ア ソモ ニ ア」量 ノ測 定法 。

2.「 アル カ リJ耐 容 力 測 定法 。

3・ 血 液 水 素 「イオ ソ」濃 度 測 定法 。

4・ 「ア セ トン」髄 測 定 法 。

5.肺 胞 内 ノ炭 酸 瓦斯 張 力 測 定 法 。

6.血 液 中 ノ炭 酸 鞭 ノ測 定 法。

7.酸 中和 能 力 測 定 法 。

等 ア レ ドモ余 ノ 用 ヒ シ「ア チ ドー ゼ」槍 査 法 ノ・瓦斯 連

鎮 法 ヲ鷹 用 シテ西 村 ノ行 ヘル 方 式 ニ ヨ ウ 實 施 シ タル

ヲ以 テ ソノ大 略 二止 ム。

食餌 撮 取 ニ ヨ リ動 物 ノ血 液 ノ性 状 ガ 攣 化 ス ル コ トノ、

Strhn-Meieru・Schlagintweitノ 言 ヘ ル 所 ニ シテ爾 食

餌 撮 取 ニ ヨ リテ胸 管 淋 巴 ノ 甚 シ ク ソノ 性 状 二墜 化 ア

ル コ トハ既 二余 ノ前 述 ノ實 験 二 於 テ モ 詮 明 ス ル所 ナ

リ。 尚 淋 巴 ノ・被 検 動 物 ノ 状 態 二依 リテ 甚 シ ク ソ ノ性

状 二動 揺 アル ヲ以 テ 淋 巴 探 取 二 當 リテ ハ 早 朝 空 腹 時

二迅 速 且巧 妙 二手 術 的操 作 ヲ途 行 スル ヲ必 要 ト
ヌ 。探

血 或 ・'淋巴吸 引 二際 シテ豫 メ 注 射 器 ノ 内 面 ヲ10%ノ

蔭 酸 加 里 水 溶 液 ニ テ 漁 セバ 血 液 及 ビ淋 巴 ノ凝 固 ヲ防

止 スル ヲ得㌔斯 ノ如 クニ シテ探 取 セ ル淋 巴叉 ・・血 液 ハ

之 ヲ流 動 「パ ラ フィソ」ヲ充 タ セル 「ス ピヅツグ ラス」内 二
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移 シテ遠 心沈 殴 入 然 ル トキ ・・流 動 「・ξラ フィソ」暦 ノ下

部 二清 澄 ナ ノレ各 々ノ漿 液 ヲ得 ベ シ。先 ヅ第 一 階 段 トシ

テ血 漿 或 ・・淋 巴漿0.3cα 二、 炭 酸 瓦 斯 ヲ含 有 セ ザル 生

理 的 食 噛 水1.Oqα ヲ加 へ 此 ノ混 合 液 ノ水 素 「イオ ソ」濃

度 ヲ測 定 ス 。次 二第2階 段1・ シテ漿 液0・3cα ヲ撮 リ之

二N1100盤 酸0.5α αb炭 酸 瓦 斯 ヲ 含 有 セ ザ ル 生 理 的

食 盤 水0.5α αヲ加 ヘ タ ル混 合 液 ノ水 素 「イtソ 」濃 度 ヲ

測 定 ス。 第3階 段 ノ操 作1・ シテ漿 液 ヲ同 ジ ク0・3aα ヲ

1・リ之 二N/IOOek酸1.Oα α ヲ之 二 混 和 シ テU字 型 水

素 電 極 二 入 レテ ソ ノ水 素 「イオ ソ」濃 度 ヲ測 定 ヌ 。之 ヲ

3階 段 ノ操 作 ニ ヨ リソ ノ 被 検 材 料 ノ 酸 中和 能 力 ノ低

下 度 ヲ健 常 ナル 動 物 ノソ レニ比 較 シ 「ア チ ドー ゼ」ノ

存 否蛇 二程 度 ノ列 定 二資 シ タ リ。

第 一 璽酸注射 二因ノvlアチ ドー ゼ」ガ家兎胸管淋 巴及 ピ全血液 内結核菌

増殖 二及 ボス影響

從來動物 テ實験 的 二「アチ ドー ゼ」ノ状 態 二陥 ラ

シメル ニノ'盛酸 テ用 ヒテ成績 ラ揚 グ タルモ ノ多

シ。余 モ亦之 二倣 ヒテ「アチ ドー ゼ」ラ惹起 セ シ

ムルー方法 トシテ家 兎 二盤酸 テ注 射 シタ リ。而

モ盛酸注 射 ノ方法 ニノ・皮 下注射、 腹腔 内注射、

静脈 内注 射 ト色 々實験例 ノ・アレ ドモ就 中最 モ高

度 二迅速 二「アチ ドー ゼ」デ惹 起 セ シムルノ、静脈

内注射 ナル テ以 テ、余 モ直接 二耳静脈 二注 入 ス

ル方法 二依 レリ。 即 チ先 ヅ、前述 ノ方法 ニ ヨリ

テ、家 兎胸管淋 巴探取 手術的操作 テ終 ヘ テ淋巴

テ探取 シ以 テ結核 菌 テ培 養 シ且 ツ該淋 巴 ノ酸中

和能力 テ測 定 ス。然 ル後N/10盤 酸 ヲ家 兎膣 重

毎1kgニ ツ キ5c.c.ノ 割 合 一 耳静脈 内 二注射 セ

リ。注射 二際 シテノ・被検 動物 ノ・可 ナ リ苦 悶 スル

ラ以 テ緩慢 二盤酸 ヲ注 入 シ過劇 ナルi運動 ニ ヨリ

テ起 ル淋巴及 ビ血液 ノ性状 ノ憂 化 ヲ可及 的 二回

避 スル コ トニ努 メタ リ。次 二賂酸注射 二因 リテ

起 ルベ キ「アチ ドー ゼ」ノ程 度ハ経 過時間 ト共 二

潰 長 スル テ以 テ逐 時間的 二敷同淋 巴及 ビ血液 テ

探 取 シテソ ノ雨者 ノ酸 中和能力 テ測定 シ併 セテ

結 核菌 ノ培 養 ヲ試 ミタ リ。而 シテ斯 ノ如 ク長 キ

経 過時間 ノ淋 巴放 出 二依 リテ淋 巴 ノ酸 中和能力

ノ低下即 チ「アチ ドー ゼ」テ招來 セザル ヤ否 ヤ ノ

問題 ナ リ.此 ノ疑貼 テ解 カ ンガタメニ次 ノ豫 備

實 験 チ行 ヘ リ。即 チ第24表 チ示 スガ如 ク2時 間

以 内淋 巴ノ・放 流 スルモ ソノ酸 中和能 ニノ・著 シキ

攣 化 テ招來 セザ ルモ ノナ リ。

次 二健常家 兎 ノ禮 重1・Okg一 就 キ5・Oc・aノ 割

合 二N/10盤 酸 テ耳静脈 内二注射 シタル 家兎胸

第24表 豫備實験

健

常
家

兎

混合割合

」撒 笙墾 攣
一取

署蕪灘o淋 巴漿

Oac.0.3aa7.527.537.50

2640.50.36.416。426.39

1.00.35.405.375.35

00.37.607.577.57

2660.50.36.446.376.36

1.00.35.355.285.37

管淋巴及 ピ血液 テ探取 シ、 ソノー部 テ以 テ人型

結核菌 ラ培養 スル ト同時 二他 ノ残部 ヲ以 テ該淋

巴ノ酸中和能 ノ低下 テ測定 シタリ,ソ ノ成績ハ

第25表 二示 ズガ如 シ。即 チ藍酸 ラ静脈内二注

射 スル トキハ血液 ノ酸中和能力ノ・、 ソノ注射 ノ

直後 二低下著 シクシテ時間 ノ経過 ト共 二漸次菖

歌 二復蹄 セラル ・テ見ル。然 シ之等淋巴及 ビ血

液 ノ酸中和能低下 ノ程度ノ・略 ≧同一程度 ニシテ

以後次第二薔駄 二復蹄 スルモノナ リ。此 ノ酸中

和能 ノ低下 ガ淋巴ヨリモ血液 二早 ク現 レ淋巴ノ・

血液 ヨリモ稽々邊 レテ現 ル理由ノ・即チ酸中和能

低下 ヲ招來 ス可 キ物質 ガ血液 ヨリ淋巴二移行 ス

ルニ要 スル時間 ト淋巴管 ヨリ胸管 二注入 スルニ

要 スル時間ノ和 ト見ル可 キナリ。第25表 中注

意 ス可 キノ・5分、20分 或ハ40分 ト云 フノ・盤酸

注射後 ヨリ5分 間二探取 シタル淋巴ニツキ測定

シタル所 ナリ。以上 ノ關係 テ圖示 スレバ第4-

5囲 ノ如 シ、爾盤酸静脈内注射後 ノ酸中和能低

下 ト結核菌増殖 トノ關係 ノ・第26表 ノ如 シ。即
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第25表 盤酸静脈内注射二因リ「アチ ドーv」 ヲ起 シタル家兎胸管淋巴ノ酸中和能測定

家兎
混合割合 第1同 第2同 第3同 第4同

鞭酸注射前 注射後5分 注射後20分 注射後40分 ㌫ 姦6。馴轟幽 堺 測定
温度

羅 漿液 淋巴 悔 液 淋巴1血液 淋巴 血液 淋巴1血液 淋巴i血 液1淋 巴1血 液

2670.50.3

了す～蒲

0坐17・46

6.38

0

2680.5

1.0

5.48

7.487.46

0.3

0.3

0.3

6.416.35

5.505.44

7.537.587.49

6.3016.356.26

5.4215.45525

7.327.307.447・4117・427・44

6.236.135.815.855.916.11

4.704.634.804.83

7.347.327.527.51

5.915.806.066.18

4.70[4.634。855.00

4.85

7.56

6。26

5.09

5.17

7.52

6.28

5.34

7.49

6.25

5.21

7.58

6.30

5.40

7.49

6.38

5.45

7.56

6.38

5.36

7.49A

6.37B23℃
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第26表 盤酸注射二因ル「アチドーゼ」ヲ起サ

シメタ〃家兎胸管淋巴内結核菌増殖

註 表 中A.B.C.a.b.c.・ ・次 圖 ノ ソvト 参 照

璽 酸 注 射(267號 家 兎)第5圖 盤酸 注 射(268號 家 兎)
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農
塵チ淋巴及ピ血液共 一盛酸注射前 ト注射後20分
ノトキニ探取 シテ結核菌 ラ培養 シタルニ注射後

ノ淋巴二於テノ・例外ナク増殖著 シク旺盛ナリ、

第 二

及 ボ ス影 響

正常 ノ状態二於 ケル筋牧縮 二際 シテ生ズル主ナ

Ve5tr2勝 砺 晦 偽

血 液

血液 二於 テモー般 二盤酸注射 ニ ヨリテ菌 増殖ノ・

旺盛 トナル。 、

實験 小措

1.健 常家兎 二1/1。規 定盤酸 ラ ソノ膿 重毎1kg

二就 キ5c ・cヅツ耳静脈 二注 入 スル トキノ・血液 ニ

ア リテノ・注射直後淋巴 ニ アリテノ・注射 後20分

一 シテ高度 ノ「アチ ドーゼ」ラ招來 ス
。然 シ淋 巴

拉 二血液雨者共 二惹起 シタル 「アチ ドー ゼ」ノ程

度 ハ略 く同 ジ。

2・ 健 常家 兎 ノ耳静脈 内 二盤 酸 ヲ注射 シテ「ア

チ ドー ゼ」テ惹起 セ シメタル 家 兎 ノ 淋巴及 ビ血

液 内二於 テノ・結核菌 ハ檜殖旺盛 ナ リ。

3・ 「アチ ドー ゼ」ニ ヨル結核菌 ノ檜殖促進 ハ ソ

ノ「アチ ドー ゼ」ノ存 スル期間 ノ ミアラノ'ルモ ノ

ー シテ「アチ ドー ゼ」ノ消失後ハ菌檜殖作用 モ菖

歌 二復 スル モ ノ ・如 シ。

過 劇 ナノレ運 動 二因 ノレ「アチ ドー ぜ」ガ家 兎胸 管淋 巴 内結 核菌増 殖 二

ル化學的攣化ハ乳酸 ノ生成、無水炭酸 ノ生成檜加
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及 ピ酸素囁取 量 ノ」曾加 「グ リコー ゲ ン」ノ清失 ナ

リ。筋蓮動 二際 シテ生盟 ノ撮取 スル酸 素 ノ量及

ビ排 除 スル無水炭酸 ノ量ノ・共 二檜加 ス。從 ツテ

筋 牧縮 ノ根抵 ヲナ スモ ノノ、燃焼 反慮 ナル ガ如

シ。而 シテ此 ノ反 慮 二使用 セラル ・物質 ノ・蛋 白

質 二非 ズ シテ含 水炭素 ナ リ。何 トナ レバ筋蓮動

二際 シテ窒素含 有 ノ代謝物質 ノ・檜加 セザル ニ筋

肉内 ノ含 水炭 素即 チ「グ リコー ゲ ン」及 ピ葡萄 糖

ガ減少 シ而 モ ソノ減少 ノ度 ノ・筋 肉 ノナ シタル作

業 ト大約 比例 スル ト云 フ。爾筋 肉 ノ牧縮 即 チ筋

肉 ノ機械 的作 業ノ・是等 ノ含 水炭素 ガ或 ル特殊 ノ

反慮 ニヨ リテ乳酸 二攣化 サル ・コ トニ ヨリ起 ル

モ ノニ シテ普 通 ノ軍 ナル酸化作用 ニ ヨリテ含 水

炭素 ガ水 ト無 水堤酸 トニ分解 サル ・モ ノニ アラ

ズ。Fleteheru.且opkinノ 研 究 二依 レバ純 窒

素 内 二於 テ作 業 シ疲勢 シタル筋 肉 二酸 素 ヲ供給

ス レバ筋 肉ノ・完 全 二恢 復 ス。 ソノ時乳酸 ノ・清失

シ多量 ノ無 水炭酸 ヲ放 出 ス、 即 チ酸 素 テ要 スル

ノ、蓄積 セル乳 酸 ノー部 テ酸化分解 スル事 ニ ア リ

第27表

從 ツテ筋牧縮 二於 ケル 化 學攣化 ラ2段 二 分 ツ

ラ得、 即 チ第1段 ハ作業 反癒即 チ含水炭 素 ヨリ

乳酸 ガ生 ズルマデ ノ化學攣 化 ニ シテ是 二依 リテ

筋 肉作 用 ガ螢 マ レ、2段 ハ恢復反慮 ニ シテ生 ジ

タル乳 酸 ガ酸化 シテ無 水炭酸 トナ リテ膿外 二排

出 サル。Verzerノ 研 究 ニ ヨレバ 筋 肉 ガ酸素 テ

囁取 スルノ・牧 縮期 ニ ア ラズ シテ牧縮後 ナ リ ト云

フ之 レ酸 素 ガ恢復反磨 二於 テ乳酸 ノ分解 二用 ヒ

ラルル コ トラ讃 明 スル モ ノナ リ ト云 フ。

飼育馴致 サ レタル家 兎ノ・蓮 動不活濃 ナル テ以 テ

過劇 ナル蓮動 ラ張行 セ シムル コ トノ・二甚 ダ困難 ナ

リ。從 ッテ余ノ・電氣振 盟機 二木片 ラ連絡 シ是 テ

家 兎 ノ雨側後 肢 二縛 シ胸部 二於 テ家 兎固定器二

固定 シ振 盤機 二電氣 テ通 ズ レバ家 兎ノ・恰 モ走ル

ガ如 キ蓮動 ラ弼行 セ シメ ラル。此時家 兎ノ・此 ノ

蓮動 二逆 ツテ強直 ノ如 キ蓮動 ラ自動的 ニナ ス。

此 ノ動作 ノ・家兎 ラ シテ過劇 ナル運動 ヲ強行 スル

ニ好都 合 ナ リキ。

家 兎 ハ 禮重2.8kg内 外 ノモ ノヲ1週 間以 上教

蓮動 ニョリ「アチ ドーゼ」ヲ起サシメタル家兎胸管淋巴ノ酸 中和能測定

家兎羅o騨
第1同 第3同 運動 第3同 蓮動 第4回 運動
運 動 前 開始後30分 開始後60分 絡了後60分

淋巴 血液 淋巴 血液 淋巴 血液 淋巴 血液

測定
温度

275

0 0.3 7.48 7.51 7.41 7.49 7.25 7.42 7.45 7.49 A

23「c0.5 0.3 6.35 6.38 6.23 6.34 5.92 6.17 6.34 6.41 B

1.0 0.3 5.27 5.29 5.07 5.17 4.55 5.02 5.14 5.21 C

276

0 0.3 7.47 7.49 7.39 7.44 7.05 7.41 7.44 7.46 a

230C0.5 0.3 6.35 6.41 6.27 6.38 6.。 引6.23
1

6.23 6.40 b
『_
C1.0 0.3 5.24 5.25 5.03 5.16 4.5115.13 5.18 5.29

註 表 中 ノA.B.C.a.b.c.・ ・次 ノ 固 ノ ソ レ ト参 照

朗

万

刀

ガ

〃

∬

54

"

第6圖(275號 家兎)

蓮動開始 蓮動中止
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第7圖(276號 家 兎)

蓮動開始 蓮動中止
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室 ノ飼料ニテ飼育 シタルモ ノテ選 ピ豫

メ所定 ノ方式ニヨリ淋巴ラ探取 シ此 ノ

1部 テ以テ結核菌培養 テ行 ヒ他 ノ1部

テ以テ健常時 ノ酸中和能 ラ測定 シ然 ル

後 二切開 シタル部 ノ止血 テ充分行 ヒ無

菌翻帯テ施 シ創面 ラ全部被覆 シ然ル後、

前述 ノ装置ラ適用 ス。ソノ後30分 ニシテ

淋巴テ探取 シ前同 ノ如 ク1部 テ以テ結

核菌テ培養 シ残部ニテ酸中和能低下 テ

測定 ス。両家兎 ノ運動ノ・績行 セシメ約1
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第28表 蓮動二因ル「アチ ドーv」 ヲ起サ シメ

タル家兎胸管淋巴内結核菌培殖

家

兎

275

舗

277

278

279

280

281

性

♂

τ
下
下
下
下
下

艘 培 養 成 績

騰
2830

2870

2870

2900

量

柵
一
柵

2790

2780

冊

一
冊

柵

2760T

冊

互

・・
一
・…

一
・・

冨

培

養

日

○
分
後
血
液

運
動
中
止
六

○
分
後
血
液

蓮
動
開
始
六

血
液
運
動
開
始
前

○
分
後
淋
巴

蓮
動
中
止
六

上
柵
玉

什
玉

柵
耳

冊
亙

冊
亙

世

.。
一柵

世

世

柵

世

世

世

柵

旦

旦

什
耳

旦

什
耳

日7

,,

,,

時間ニシテ再 ピ淋巴テ探取 シテ前同ノ如 ク結核

菌培養及ピ酸中和能低下テ測定 シ、 ソレ以後ハ

家兎ノ・固定器 ヨリ開放 シテ休息セシム。 ソノ後

1時 間 ニシテ、爾一度淋巴ラ探取 シテ結核菌培

養及 ビ酸中和能低下ヲ測定ス。尚淋巴探取 ノ度

毎 二探血 シ之 ラ封照 トシテ同 ジク結核菌培養及

ビ酸中和能低下 ノ測定三供 ス。即チ第27表 二

示 ■・ガ如 ク健常家兎二過劇ナル蓮動ラ30分 纏

績 セシムレバ多少 ノ酸中和能 ノ低下テ見ル。f苛

纏i綾 シテ60分 二至 レバ、 家兎ハ 殆 ンド死期 ニ

アル モ ハ 如 ク多 クハ死 スルラ常 ト入。酸 中和

能 ノ・急 二低 下 スル コ トテ示 ス。

以 上 ノ關係 テ 圖示 入 レバ 次 ノ如 シ(第6-一一7圖)

結 核菌 ハ ソノ著 シク酸 中和能 ノ低下 シタル時即

チ過劇 ナル蓮動 ラ1時 間縫 績 シタル時 二探取 シ

タル淋 巴内二於 テ急 二1曾殖旺 盛 トナル ゴ ト第28

表 二示 スガ如 シ。 ソノ後家 兎 ラ休 息 セ シム レバ

次 第二淋 巴 ノ酸 中和能 ノ低 下 モ薔状 二復 λルテ

見 ル。之 ト同時 二淋巴 内 ノ結核菌檜殖 モ次 第 二

標準檜殖程度 二復薔 スル コ トラ示 ス。血液 二於

テモ淋 巴 ト殆 ン ド同様 ナル攣 化 ラ辿 ルモ ソノ攣

化 ノ程度 ハ著 シク輕度 ナ リ。

實験 小括

1.健 常家 兎 ノ過劇 ナル蓮動 ニヨ リテ ソノ胸管

淋 巴及 ビ全血液 内二於 ケル結核菌 ハ層殖促進 サ

ル。而 シテ過劇 ナル蓮動 ニ ヨ リ實験 當時ノ・淋巴

及 ピ血液 モ所謂 「アチ ドー ゼ」ノ歌態 ニアル ラ知

ノレ0

2・ 過劇ナル蓮動 ラ行ヘル家兎 ノ胸管淋巴及 ピ

血液内二於 ケル結核菌 ノ檜殖ノ・過劇蓮動 ノ纏績

時間永 キ程盆 ≧旺盛 トナル。

第三 饒餓 「アチ ドーゼ」ガ家兎淋巴内結核菌増殖 二及 ボス影響

生膿 ガ鰻餓 ノ歌態二陥 リ次 イデ榮養不良 ノ歌態

ラ來 ス場合ノ、種々ナル疾病ラ惹起 シ、又既二罹

患 セル疾病二封 シ大ナル影響 テ及 ボス事實 ハ、

殊二結核 ト密接ナル關係 ノアルコトハ臨鉢 二

屡 ≧吾人 ノ経験 スル所 ニシテ之二關スル研究業

績ハ紗 シトセズ。緒方ハ鰹餓 ト全血液内結核曾

殖 トノ關係テ實験的二研究 シ健常海猿及 ビ結核

感染海瞑 ハ共 二是等 テ磯餓二陥 ラシムル トキ菌

壇殖ハ促進 セラル ・事實 ラ謹明 セリ。爾西村ハ

庇黙 二著眼 シ磯餓 「アチ ドーゼ」ト全血液内結核

菌増殖 トノ關係 テ實験的二研究 シ、健常海猿拉

二結核感染海狼 テ通 ジテ何 レモ是等 テ磯餓 二陥

ラシメタルコトニヨリ、 ソノ全血液内二於 ケル

結核菌 ノ増殖ハ促進 セラルコ トラ追試 シ爾磯餓

二陥 ラシムルコ トニ依 リ菌檜殖促進 セラレタル

トキハ當時 ノ血液 ガ所謂磯餓 「アチ ドー ゼ」ノ状

態 二存 在 セル コ トテ知 リ且 ツ磯餓動物 血液 内 二

於 ケル結核菌 ノ檜殖度 ハ鰹餓纏績 日数 ラ経過 ス

ル ニ慮 ジテ盆 ≧旺盛 ニ シテ此 ノ黙磯餓 「アチ ド

ー ゼ」ノ日ヲ追 ヒテ盆 気高度 トナル 事實 ト相 一

致 スル コ トテ認 メタ リ。余 ハ此 ノ研究 テ移 シテ

淋 巴 テ以 テ實験 シタ リニ

磯餓試験 ノ如 ク多 クノ日数 テ要 スル實験 二於 テ

ノ、同一一'1動物 二就 テ連績 的 二胸管淋 巴探取 ハ至難

ノコ トナ リ。何 ン トナ レバ、Heidenhainノ 方

式 ニヨ リテ胸管淋 巴痩 ラ作 リタル家 兎ハ急劇 二

衰 弱 シテ艶 ル。從 ツテ同一 動物 二就 キ テ長 キ経

過 テ観察測定 スル コ ト能 ノ・ザル ラ以 テ止 ムテ得

ズ多 クノ動物 テ磯餓経過 日撒 二慮 ジテ實験 ラ行

ヒソノ結果 ノ総括 ヨ リシテー般 ノ駄態 ラ窺知 セ
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第29表 磯 餓 強 行 ニ ヨ リ「ア チ ド・・一…llv」ヲ起 サ シメ タ ル家 兎 胸 淋 巴 内 二於 ケ ル結 核 菌 増 殖

性家

兎

磯

餓

日

数

髄 重 培.養 成 績 淋巴ノPH血 液ノPH

一

磯 實 磯血`血
餓 験 餓液
前 時 前 液

淋

巴

00.51.000.51.0
N1100

唖 酸

0・30・3
≧0・30・30・30・3

漿液

251♂

252舎

253舎

254♂

255舎

127502700十 十 十十

127802710十 十 十十

128102730十 十.十 十

328302700十 十 十十

328502710十 十 丹

柵

冊

柵

柵

◎◎

7.516.285.217.516.こ ～05.21

7・496・335・ ・77・516・3巨 旋 「 饗

7.496.305.167.496.305.17温

7.476.3・5.・47.496・ ・35・ ・43甕

7.466.295.127.476.335.14

256_♀_328302750十 十 十十 柵

257-♀ ・728802570十 十1十 十 ◎◎

2584L729002600十 十 十什 ○◎

7.446.285.117.446.305.12

7.446.134.707.466.134.88`

7.426.094.857.446.114.87

259♂ 728702550十 十 十替 ◎◎7.426.064.857.446.094.85

260♂1029502530十 十 十H◎ ◎7.456.044.817.466.064.83

261♂1029802540十 十 十1十 ◎◎7.415.894.817.425.914.i2

262♂1029702570+十 十1十 ◎◎7.415.864,787.415.S74.80

263♂1429802320十 十 十1十 ◎◎

129902300264♂14十 十 十特 冊

265舎 、432。 。27。 。++帯 器7.3215.84

7.395.894.80'7.415.944.82

4.65・7.345.844.657.375.87

ン ト試 ミタ リ。

禮重2.8kg内 外 ン健 常家 兎 ラ 選 ピ當教 室 ノ飼

料 ニテ1週 間以上飼育 シテ後絶封絶 食 テ張行 セ

シム。實験成績 ハ 第29表 ノ如 ク磯 餓3日 一 シ

テ大膿 二於 テ極 ク輕度 ナガ ラ酸中和能 ノ低下 ヲ

思 ハ シムル成績 テ淋 巴及 ビ血液共 二示 ス。磯餓

日婁虻進行 ト比 例 シテ次 第 二「アチ ドー ぜ」モ著 明

トナル モ ノ・如 シ。而 シテ磯餓 日撒14日 二至

レバ淋 巴及 ピ血液共 二高度 ノ「アチ ドー ゼ」ヲ示

セル ヲ見ル。血液 内 二於 ケル結核菌 ノ・磯餓 日数

7日'=至 レバ明 カニ封 照 ノ饒 餓前血液 内 二於 ケ

ル ソレニ 比 シテ檜殖 旺盛 ナ リ。淋 巴内 二於 テ

225號 家 兎 ノ3日 間 ノ磯 餓 ニ テ 既 一 檜殖 ノ旺

4.687.345.R64.71

亀

盛 テ示 セ ドモ大膿 二於 テハ磯 餓 日数7日 似 上 二・

達 スル ト増殖 ノ、急 二促1進 サ ル ・ヲ認 ム。 而 シデ

264,265號 家 兎 ノ2例 二於 テハ 磯 餓 日撒14巳

ナルニ元 ノ菌檜殖程度 二蹄復 セル ラ見ル.

實 験 小括

1.健 常家 兎ハ磯餓 二陥 ラ シムル コ トニ依 リデ

ソノ淋 巴及 ビ血液 内二於 ケル結核菌 ノ」曾殖 ハ促

進 セラル。而 シテ磯 餓 二陥 ラ シメタル家 兎 ノ淋

巴及 ビ血液 ハ所 謂 「アチ ドー ぜ」ノ歌 態 ニ アリ。,

2.磯 餓 家 兎胸 管淋巴及 ビ血液 内 二於 ケル結核

菌 ノ増殖度 ハ磯餓纏i績 日数 ノ永 キニ癒 ジテ段 々

旺盛 ニ シテ磯 餓 「アチ ドー ゼ」一比例 ス。

第八章 総括及ビ摘要

余ノ・家兎胸管淋巴ラ以 テWright/Slidecell

cultureノ 攣法 ニヨリ人型結核菌 ノ培養 デ試

ミ、該方法ハ胸管淋巴 ノ結核菌 二及ボス影響 テ

検査 スルニ優秀 ナル方法 ト認 メ健康家兎及 ビ結

核菌二感染 シタル家兎又ハ諸種物質 ラ経 口的二

投與 シタル家兎拉 二諸色素 テ経口的 二投與 シタ

ル家兎又ハ「アチ ドーゼ」ラ實験的二惹起 セシメ

タル家兎、結核免疫家兎二就 キソ!胸 管淋巴内

二於 ケル結核菌 ノ増殖 二就 テ研究 セリ。

(1)健 康家兎胸管淋巴 ト全血液 デ以テ結核菌培

養 ノ比較研究ヲ行ヘルニ結核菌ハ淋 巴内二於 テ

ハ血液 内二於 ケルヨザモ檜殖可良ナ リ。即チ2
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日培 養 二於 テ血液 内二於 テハ結核菌 ノ増殖 ノ傾

向 ナキモ淋 巴中 二於 テノ・僅少 ナガ ラモ菌檜殖 ノ

形跡 ア リ、之 早期 二於 テ菌檜殖 テ示 スハ該培 養

基 ノ、結核 菌 二封 シテ ヨ リヨキ培養基 ナル コ トラ

意 味 スル モ ノナラ ン。2Pチ 、7日 培 養 二至 リテ

ハ雨者 ノ壇 殖程度 二著 シキ懸隔 アルテ示 スノ・此

事實 テ裏書 スルモ ノナ リ。即 チ、胸管淋 巴ハ甚

シク結核 菌培養基 トシテ理 想二近 キモ ノナルテ

.謹明 人ルモ ノナ リ。此 ノ研 究 ヨリ見 レバ、結核

菌 ノ傳播 が一部淋巴道 二依 リ起 ・レコ トハ當然 ナ

ル コ トナ リ。即 チ、腸 間膜 ノ淋巴道 二侵 入 シタ

ル 結核菌 ハ淋巴 二依 リテ培養 セラ レ増殖 シツ ・

.運 バ レテ新 ラシキ個所 二病竈 テ開拓 シ得 ル コ ト

ノ、推 理 二難 カ ラズ。

(2)末 梢淋 巴一於 テモ同様血液 二比 シ結 核菌 二

封 シテノ・良好 ナル培養基 ナ リ.即 チ、本實験 二

依 リ頭部、頸 部、胸部拉 二四肢 ノ淋 巴支配部 二

結核 菌ガ侵 入 シタル トキニハ前述 ノ如 クー シテ

結核 菌ハ ソノ抑 留 セラ レタル淋巴腺或 ハ ソノ他

ノ部 二於 テ結核菌病竈 テツクリ得 ルニ充分 ナル

要約 テ淋巴内」 テ享有 入ルナ リ.

(3)結 核 感染動物 ハ結核 菌 ノ再感染 二封 シー定

度 ノ抵 抗 力テ有 スルコ トハKoch以 來一 般 二

L認/Bル 所 ナ リ.Wrightノ ・健常者 ノ血液 中 ニ

ノ・曾殖 シ易 ク、結核患 者 ノ血液 内ニテハ菌 ・・檜

殖 シ難 シ。 且佐藤 モ動物實験 二於 テ同様 ノ成績

テ謹明 セ リ。 西川 ハ乳見 二於 テ同様 ノ成績 テ得

タ リ。澁川 ハ重症肺結核患者末期 ノ全血液 内二'

結 核 菌 ノ培 養 テ試 ミ陰性 「アネルギー」ノ期間長

キモ ノハ結核菌 ノ檜殖ハ旺盛ナ リト登 表 セ リ
。

余 ノ家兎胸管淋巴 内二於 ケル結核菌 モ前述諸研

究 者 卜同一 ナル成績 ニ シテ、 且 ソノ塘 殖 阻止作

用 ノ張度 二現 ハ ル テ 認 ム。本實験 ト血液 テ以

テナ セル前述諸士 ノ實験 テ縮 合 シテ見ル ニ結核

菌壇殖 阻止物質 ハ血液 ヨ リ淋 巴 二自由 二移行 ス

ル モノナル コ トテ推察 シ得
、印 チ淋 巴 ノ濾過読

テ適 用 ス レベ、 ソノ淋巴 中二菌」曾殖阻 止物 質 ガ

移 行 セルコ トテ肯 定 シ得。
,倫本實験 ヨリシテ血

・液 内 ノ阻止作 用 ハ ソノ中 二合有 スル白血球 ノ如

キ有形物質 ハ菌増殖 阻止物 質 トシテハ全 ク關與

セザル コ トヲ示 ス。 即 チ、Wrightノ 設 二反封

シタル佐藤 ノ圭張 テ支持 スルガ 如 キ結果 テ得

タ リ。之 一ヨ リテ見ル トキノ・菌塘殖 阻止物 質 ハ

血漿 中二含有 スル ナラ ン ト推察 サル。

(4)張 毒 死結核菌 トB.C.G.ト テ用 ヒテ家 兎 テ

免疫 シSlidecelleculture二1衣 リテソ ノ免疫登

生 ノ關係 テ窺知 セン トシタ リ。張毒死結核菌200

mg及 ピ20mgラ5日 間隔 テ置 キテ10回 、家兎

ノ皮 下 二注射 シタル ー、 爾認 ム可 キ菌増殖 阻止

作 用 テ淋巴拉 二血液 中二登現 スルテ見ザル ニ、

B.C.G.テ 皮 下 二接 種 シタル家 兎淋 巴拉 二血液

中 二・・、 飢 二同量 ノ200mg及 ピ20mgテ 僅 カ

ー3同 接種 シタル ニ著 シク結核 菌増殖 阻止作用

ノ登現 テ認 メタ リ。依 ツテ死菌 テ以 テスル結核

免疫ノ、ソ ノ敷力甚 ダ微細 ナル コ トテ認 メタ リ。

(5)室 腹 時 二於 ケル生禮 ノ淋 巴漿 ノ成分 ノ・各報

告 者 温 ヨリー一定 セズ。RobertTigerstedtノ ・犬

ノ空腹時 ニノ・「フィブリン」ノ・0.04-0.()5%ニ シ

.f其 ノ他 ノ蛋 白質 ノ・3.5-4.5%ナ リ ト樗 セ リ。

余 ハ家 兎 ノ室腹時 二於 ケル状態 ニテ諸 種 ナル物

質 テ縫 口的 二投與 シ、一 定時間 ノ後淋 巴中二該

物質 ノ移行 ニヨ リ淋 巴中緒核 菌檜 殖 二如何 ナル

影響 テ示 スヤラ實験 セ リ。 然 レ ドモ、 該物質 ガ

其 ノマ ・叉 ・・如何 ナル形 ニテ淋 巴中 二出現 スル

ヤノ、今後 二残 サ レタル與 味 アル研 究 ナ ラン ト考

フ^

(6)牛 乳 ノ・實 二種 く・ノ成分 子含有 ス。本實験 ニ

テノ・ソノ影響 スル所 ノモ ノ・大部分 テ脂肪 及 ピ

ソノ分 解壼物 ト見 徹 スモ甚 シキ誤謬 ナ カ ラン。

サ レ ド勿論牛乳 中 ノ蛋 白質及 ビ糖類 ノ少f"1:ガ潰

化管 ヨ リ直接乳康 二混 入 セルコ トテ謹明 シタル

モ ノァルモ、 ソノ・甚 グ微 量 ナル テ以 テ論 ズルニ

足 ラザルモ ノナ リ。之 二反 シテ牛乳 中 ノ含有脂

肪 類 ハ著 シク多量 ニ シテ、 且吸牧 シ易 矧 犬態 ニ

ア リ。脂肪 ノ分解産物 タル脂肪酸 ハ少量 ナル ト

キノ・結核 菌檜 殖 二促進的 二作 用 シ、 多量 ナル ト

キハ塘殖 阻止的 二作 用 スル コ トノ・既 二實験 セ ラ

レタル所 ナ リ。 尚同 ジク脂肪分解産物 ナル 「グ
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リセ リン」ハ 結核 菌増 殖 二封 シテ促進 的 二作 用

スル コ トハ既 ニー般 二認 メラレタル所 トス。 郎

チ、 脂肪 ガ浦化管 内 ニテ 諸種 ノ作 用 テ 受 ケテ

「グ リセ リン」ト脂肪 酸 トニ分解 シ吸牧 サ レテ腸

管 組織 内ニ テ再 ピ脂肪 二合成 サ レテ淋 巴中 二出

現 サルモ ノナ リ。之 テ雨物質 ガ ソ ノ合成前 二淋

巴 二移行 シ各 々 ガ菌檜 殖 二促進的 二作 用 シ筒 合

成 サ レ乳化 セル脂 肪 モ菌増殖 二好影響 テ及 ボ ス

モ ノナ ラ ントモ推察 サル。即 チ、本例 二於 テ淋

巴 内結核菌 ガ檜殖旺 盛 テ示 スハ檜殖 二必要 ナル

養 分 ラ牛乳 カラ直接 二淋巴 中二受納 シタルニ基

因 ス ト云 フベ シ。

(7)鶏 卵 投與 ニ ヨリテー時的 二胸管淋 巴内 二於

ヶル菌増殖 ハ旺 盛 トナル、即 チ鶏卵 ハ牛乳 ト共

二結核菌 ノ培養基 ニノ・屡 ≧用 ヒラルル所 ニ シテ

ソノ大量 テ経 口的 二投與 シタル トキハ循環 系 中

二其 ノマ ・出現 スル コ トアルハ、 翫 二謹 明 セ ラ

レタル所 ナ リ.然 シ淋巴 二移行 スル ヤ否 ヤ ノ研

究 ノ、未 ダ襲 表 セ ラレタルモ ノテ見ザ レ ドモ、 本

成績 ノ如 クー般 二鶏 卵投與後150分 ニ シテ菌壇

殖 ノ・一段 ト壇 加 スル テ見 レバ、淋 巴ハ鶏卵 ノ或

ル成分 テ吸牧 シタル爲 一 ヨ リ起 リシモ ノナル事

ラ考 フ。 而 シテ、 此 ノ作用 ハ鶏卵 中 ノ如何 ナル

成分 ナル カノ・、余ノ・未 ダ精細 二研究 セザル モ、

今後 ノ研 究 二興味 アルモ ノ ト考 フ.

(8)葡 萄 糖 テ経 口的 二投與 セルモ ノノ・、大 量投

與 セル時 ニノ・、 少量投與 セルモ ノニ比 シ、 比較

的 早 ク淋 巴中 ノ菌 檜殖旺盛 ナル ヲ見ル モ大盟 二

於 テ60分 ヨ リ90分 ノ間 ナ リ。而 シテ血液 中 一

モ之 レ ト同時間 二菌増 殖租 ヒ旺盛 トナル ラ見

ル。而 シテ、 淋巴流出景 ト淋 巴拉 二血液 中菌t曾

殖 トノ・李行 ■・ル テ見 ル(第2圖 参照)。 術菌檜 殖

ノ(。。)ナルノ・淋 巴中二含糖量1%以 上 ナル時 二

初 メテー般 ヨ リ檜 殖旺盛 テ示 λ、然 レドモ淋 巴

中 ニノ・前述 諸氏 ノ登表 ノ如 ク卒均含糖 量ノ・0.2

%ナ リ。 サ レバ吸牧 ニ ヨ リ得 タル糖 量 ノ・0.8%

以 上 ナル事 テ謹 明 セ リ(第8表 参 照)。

(9)「 ペ プ トン」テ経 ロ的 二投與 セル ニ投 與後90

分 ヨ リ120分 二至 ル間 二凝固性 ノ減弱 セ ラレ、

菌培養 時 二淋 巴 ノ全 ク凝固 セザル ニ 至 ル事 ア

リ。然 レ ドモ、此 ノ時 二於 テ菌増殖 ノ・一段 ト旺

盛 ニナル テ見 ル。第3圖 ノ如 ク「ペ プ トン」投與

後上記一 定 ノ時間 二於 テ淋 巴 ノ滴 出量 ノ壇加 テ

來 シ、菌増 殖ハ之 レニ比例 シテ旺盛 ナル モ、凝

固性 ノ・反封 二減少 スル ラ見ル。

(10)「 ラ ノ リン」テ家 兎 二撒 同経 口的 二投與 ズル

事 ニ ヨ リ、 「コ レステ リン」系動脈硬化症 ラ起 シ

得 ル事 ハ小 倉 ノ研究襲 表 セル所 ナ リ。 之 ヨリ見

レバ、経 ロ的 二「ラ ノリン」テ投與 セル事 ニ ヨ リ、

淋 巴中 二多量 ノ「コレステ リン」ノ出現 スルラ推

察 シ得。然 レ ドモ、 「ラ ノリン」ラ経 口的 二投奥

スル コ トニヨ リ、吸牧 ナ レルハ 「コ レステ リ ン」,

ノ 走ニアラズ シテ、其他複雑 ナル物質 ガ色 々ナ

ル形 トナ リテ吸牧 サルル モ ノナ ラ ント考 フ。 之

等 ノ影響 ニヨ リ淋巴中 一、菌檜 殖 ノー時 的 二減

弱 スル テ見 ル。而 シテ投與量大 ナ ル時 ハ小 ナル

時 ヨリ増殖阻 止作 用張 シ。然 レ ドモ同時 二實験

シタル血液 中 ノ菌檜 殖 ノ・「ラノ リン」量 ノ大 小 二

關係 ナ ク菌檜殖 二影 響 テ見ズ。 此 ノ現象 テ説 明

スルハ術今後 ノ研 究 ニ ヨ ラザルベ カ ラズ。

(11)色 素 ノ吸牧 排泄 二關 シテハ各 々研究 ア レド

モ、各 々 ソノ成績 ラ異 一 ス。之 レ動 物 ノ歌態 二關

係 スル コ ト多 シ、色素 テ経 口的 二投奥 スル トキ

ハ アル程度 マ デ淋 巴 二移行 シ該淋 巴 ハ夫 々 ノ菌
セ

檜 殖 阻 止 作 用 テ呈 ス。 同 ジ條 件 ノ下 二 色 素1%

濃 度20αGテ 経 口 的 二 投 與 シ タ ル ニ ソ ノ初 メ テ 胸

管 淋 巴 二 出 現 ス ル 時 間 ヨ リ ス レバ 、Rhodamin

B,Trypafiavin,Eosin,Rivanol,Saframin,

Congorubin,Auramin,Methylenblue,ノ 順

ニ シ テ 出 現 最 高 濃 度 ヨ リ λ レ バ 、Trypaflavin,

Rivanol,Saframin,Congorubin,Auramin,

Eosin,Rhodamin,Methylenblueノ 順 序 ナ リ

爾 結 核 菌 檜 殖 阻 止 作 用 ノ 貼 カ ラ 見 レバ 、Tryp。

aflavin,RhodaminB,Auramin,Congorubin,

Rivanol,Eosin,Saframin,Methylenblueノ

順 序 トス。 以 上 各 色 素 ノ初 メ テ淋 巴 二 出 現 ス ル

時 間 、 最 高 出 現 濃 度 、 最 高 濃 度 二 達 ス ル 時 間 及

ビ淋 巴 中 二於 ケ ノし結 核 菌 檜 殖 阻 止 作 用 等 ノ 關 係



第3號 】 内藤=家 兎胸管淋巴内二於ケル人型結核菌ノ培殖 鰯

テ化學構造 ノ上 カ ラ、又 ハ物理的方 向 カラ求 メ

タルモ、 ソレラノ間 ニハ嚴格 ナル關係 テ登見 ス

ル コ トテ得 ザ リキ。倫余 ノ使用 セ シ色素 ハ前述

ノ如 ク、 清毒殺菌剤 トシテ使 用サルルモ ノ蚊 二

某 染料工場結核調査 ノ結果興味 アリ シモ ノテ選

定 セ リ。

(12)健 常 家兎 ノ耳静脈 内二 盤酸 テ 注射 シ「アチ

ドー ゼ」テ惹起 セ シメタル 家兎胸管淋巴 ノ酸 中

和能 力 ノ低下 ハ血液 ノソ レノ嚢現 ヨ リ少 シク逞

レテ現 ル、而 シテ後淋 巴及 ビ血液 テ以 ツテ人型

結 核菌 ノ培 養 テ試 ミタルニ健 常家兎 二於 テハ常

二菌檜殖 ハ促進 サ レタ リ.而 シテ、淋巴及 ピ血

液 共 二酸中和 能 ノ低 下バー時的 ニ シテ次 第 二菖

歌 二復 スル ト共=菌 檜殖 促進作 用 モ之 二ZF行 シ

テ次第 二薙状 ノ檜殖 トナル。故 二此貼 ハ淋 巴 ノ

酸 中和能 ノ低下 セル期 間 ノミ結核 菌ハ檜殖 促進

サル。而 シテ盤酸注射 二依 ル淋 巴 ノ酸 中和能 ノ

低下 ソレ自身ガ、直接 二菌槍殖 テ促進 スル カ、
・又 ハ
、 カ ・ル酸 中和能低下 ノ歌態 二於 テハ淋 巴

中二古來享有 セル菌増殖阻止作用 テ鈍緩 ナ ラ シ

ムルモ ノナル カへ 唯推理 ノミニ シテ未 ダ實験

謹 明 二至 ラザルナ リ。

(13)健 常 家兎 テ シテ磯餓 テ強行 セ シメ タルニ所

謂磯餓 「アチ ドーゼ」ノ漸次高度 二進展 スルニ相

慮 ジテ全 血液 内 ノ結核菌曾殖度 モ増 強 ス。淋巴
ハ之 二封 シテ少 シク趣 テ異 ニ シテ アル程度 ニテ

血液 ト卒行 テ保 チテ進 展 スル モ、 ソレ以上 ハ菌

檜 殖 ノ促進ノ・停 止 ス。生禮 ノ榮養 ノ低 下 ハ結核

菌感染 二封 スル抵抗 力 ノ低下 テ招來 スル コ トハ

既 二認 メ ラレタル所 ナ リ.本 實験 磯 餓 ノ・榮養

及 ビ酸 中和能 力 ノ低 下 ラ招 來 シ、磯餓強行 ノ日

ラ追 ヒテ、 アル程 度 ノ淋 巴及 ピ全血液 内結核菌

ノ増殖 促進 セラル テ見ル
。磯餓張行 二依 リテ榮

養 ノ低 下 ト共 二磯餓 「アチ ドー ゼ」ノ惹起 セラル

ル事實 テ認 メタル故 二榮養 ノ低下 ガ直接 二菌檜

殖 二参與 スル カ、又 ノ磯 餓 「アチ ドー ゼ」ガ直接

二菌檜殖 二参與 スルヵ ノ問題 ナ リ
。而 シテ此 ノ

場合榮 養 ノ低下 ナ クシテ磯餓 「アチ ドー ぜ」ノ・成

立 セズ、又磯 餓 「アチ ドー ゼ」テ離 レテ榮養 ノ低

下 ラ認 メ難 シ。 而 モ カ ・ル不 可分 ナル雨條件 テ

具有 スル磯餓 ノ血液 二於 テハ結核菌 ハ檜殖旺盛

ナ リ。然 レ ドモー歩退 キテ他 テ観 レバ,桂 ノ研

究 二依 レバ7日 磯 餓家兎 二於 テ血糖及 ビ淋 巴糖

ハ大差 ナ シ ト云 ヒ、又余 ノ淋 巴 二外 的 二葡萄糖

及 ビ「ペ プ トン」テ直接 二加 ヘ シ實験 二於 テノ・菌

檜殖旺盛 ナ リキ。以 上 ノ事 實 ヨ リシテ榮養 ノ低

下即 チ血液 及 ビ淋 巴 内二健常時 二含有 スル組 成

分 ノ高度 ノ減 少ノ・磯餓 ノ末期 二非 ザ レバ現 レザ

ル モノナ リ。且榮養 ノ低 下 ガ菌増 殖 二好影響 ラ

及 ボ サザルモ ノ ・如 シ。然 ラバ、磯 餓 二於 テ菌

壇殖促進 ノ由來 スル所 ノモ ノニ「アチ ドー ゼ」及

ピ結核菌檜殖 阻止物質 ノ減 少又 ノ・該物 質 ノ斯 ノ

如 キ「メデ,ウ ム」ノ慶 化 一 ヨ リテ ソノ増 殖阻 止

作用 ノ減弱 テ來 スカ、或 ハ他 二檜殖 二好都合 ナ

ル條件又 ハ物質 ノ産生 サル ・二基 因 スルカノ・
、

今後 ノ研究 二待 ツ所 ニ シテ今弦 二解決 シ得 ザル

所 ナ リ。

(14)生 禮 二過劇 ナル蓮動 ラ強行 セ シメタル家兎

胸 管淋巴 内二於 ケル結核菌 ハ檜殖促進 サル。生

禮 ノ過 劇 ナル肉罷蓮 動 二依 リテ「アチ ドー ゼ」ラ

招來 スル コ トハ 就 ニー般 二認 メ ラ レタル所 ナ

リ。 而 シテ此 ノ場 合 「アチ ドー ゼ」ノ起 ル原 因ハ

主 トシテ乳酸 ノ生膿 内 二於 ケル過劇生産 二基 因

スル コ トナ リ ト云 フ。 即 チ乳 酸 ノ生産 ハ糖類 ノ

異常分解 二依 ル コ トノ・明 カナル所 ニ シテ酸素及

ビ酸化酸素 ノ作用充分 ナル トキノ・糖 ノ・充分酸化

シテ ソノ終産物 トシテ 水分 ト無 水炭 酸 トニ分

解 シ、無水炭酸 ハ水 一溶解 シテ 炭酸 トナ リ「ア

チ ドーゼ」ノ惹起 二封 シテ ソ ノー部 ラ 受持 ツモ

ノナ リ。之 レニ反 シテ酸素 ノ供給 不充 分 ニ シテ

酸化酸素 ノ活動 ノ不活濃 ナル トキノ・糖類 ノ・ソ ノ

中間分解産物 タル乳酸 ラ多量 二産 出 スルモ ノニ

シテ之 ガ此 ノ揚 合 「アチ ドー ゼ」ラ招來 スル ニ主

役 テ演 ズル モ ノナ リ。 カ ・ル「アチ ドー ゼ」ラ招

來 セ シメタル家 兎身龍 ノ・疲努 ソ ノ極度 二達 シ生

活力 ノ微弱 ナル テ以 テ、 此 ノ事柄 ガ即 チ結核菌

ノ檜殖 テ促進 スル コ トア リ ト考 ヘ ラル
。

摘 要
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淋 巴 ノ凝固性 テ利 用 シテ種 々庭置 ラ施 シタル家

兎 ノ胸管淋 巴 ラ探 取 シ以 テ、S.C.Cニ ヨ リテ結

核 菌 テ培 養 シテ、次 ノ如 キ成績 ラ得 タ リ。

(1)健 常 家 兎 ノ胸管 淋巴 内二於 テノ・人型結核 菌

ノ・全血液 内 二於 ケル結核菌 ノ増殖 ヨ リモ遙 カニ

旺 盛 ナル檜殖 ラナ ス。

(2)健 常 家 兎 ノ末梢淋 巴内 二於 ケル人型 結核菌

ハ血液 内 一比 シテ檜 殖可良 ナ リ。然 シ末梢 淋巴

内 二於 ケル菌増殖 促進ノ・胸管淋 巴 内二於 ケル ソ

レニ比 ス レバ輕 度 ナ リ.

(3)結 核 感染 家兎 ノ胸管淋 巴内 二於 テハ人型 結

核 菌 ノ檜殖 ノ・阻 止作用 テ受 ク。

(4)強 毒結核 菌死菌 テ皮下注射 シタル家 兎胸管

淋 巴内二於 ケル人型結 核菌ノ・檜殖阻 止作用 ラ受

ケザル ニ反 シ、B.C.G.テ 同 量、同様 ノ方法 ニ ョ

リ3同 注射 シタル家 兎胸管淋巴 内邑 テハ人型結

核 菌ノ・増殖 阻止作 用 ラ著 シク受 クルモ ノナ リ。

(5)牛 乳 テ経 口的 二投與 シタル健常家 兎 ノ胸管

淋 巴 内二於 ケル人型 結核菌 ノ」曾殖 ノ・健常家 兎 ノ

ソレニ比 シ、旺 盛 ナル檜殖 テナ ス。

〈6)葡 萄糖 テ経 口的 二投與 シタル健常家 兎 ノ胸

管淋 巴内 二於 ケル人 型結核菌 ノ増殖 ノ・、健 康家

兎 ノ淋 巴内 二於 ケル ソレヨ リモ旺盛 ナ リ。又 葡

萄 糖 テ試験管 内 ニテ直接 二添加 シタル淋 巴 内一

於 テモ、菌壇殖 ノ・、加 ヘザル淋 巴内 二於 ケル菌

壇 殖 ヨ リ旺 盛 ナ リ。

(7)「 ラ ノリ ン」ラ経 口的 二投與 シタル健常家 兎

ノ胸管淋 巴内 二於 テノ・人型結核菌 ノ檜殖 ノ・健康

家 兎胸管淋 巴内 二於 ケルモ ノー 比 シテ 不良 ナ

リ。

(8)「ペプトン」ラ健常家兎二経口的 二投與 ス・レ

バ、胸管淋巴量ノ・一時的二増量テ來 ス、然 シ該

淋巴内二於 テノ・人型結核菌 ノ増殖ハ健康家兎胸

管淋巴内二於 ケル菌増殖 ヨリ旺盛ナリ。又「ペ

プトン」テ試験管内ニテ直接添加 シタル淋巴内

ノ菌増殖 モ亦添加 セザル淋巴内ノ菌増殖 二比 シ

旺盛ナ リ、爾淋巴ノ凝固性 ノ減弱 テ來 ス。

(9)鶏 卵 テ経 口的二投與 シタル健常家兎胸管淋

巴内二於 テノ・、人型結核菌ノ・然 ラザルモ ノニ比

シテ増殖旺盛 ナリ。

(10)健常家兎二経口的二諸種色素 ラ投與 シタル

ニ該色素バー定時間 ノ経過後胸管淋巴一移行

ス。爾該色素ガ淋巴内 ニテー定濃度二達 スル

時、該淋巴内 ノ人型結核菌ハ増殖阻止作用 テ受

クルモ ノナ リ。

(11)健常家兎ノ耳静脈二盤酸 テ注射 シ、「アチド

ーゼ」テ惹起 セシムル トキノ・胸管淋巴モ酸中和

能 ラ低 下ス。此淋巴内二於 テノ・、盤酸注射前 旨

リモ結核菌 ノ檜殖旺盛ナリ。

(12)健常家兎 二磯餓テ強行 セシムレバ、「アチド

ーゼ」ラ惹起ス。此時胸管淋巴モ亦 ソノ酸中和

能 ノ低下 テ示 ス。 カ ・ル胸管淋巴内二於テノ・結

核菌 ノ檜殖バー般 二促進サル。

(13)過劇ナル運動 テ強行 セシムル トキノ・、胸管

淋巴 ノ酸中和能ノ・低下ス。 カ ・ル胸管淋巴内二

於 テノ・、蓮動張行前 二比 シテ人型結核菌増殖ハ

旺盛ナリ。

欄筆スルニ臨 ミ御指導 ト、御校閲テ賜 ヒシ、

今村教授 二深甚 ノ謝意テ表 シ、且澁川隆曹講

師 ノ援助テ感謝 ス。
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附圖説明

1.健 康家兎胸管淋巴内二於ケル人型結核菌 ノ増殖。

2.健 康家兎二B.C.G50mgヲ5日 間隔ニテ3同 注

射 シ1ケ 月後二於ケル胸管淋巴内二結核菌 ノ増殖。

3.牛 乳 ヲ輕口的二60瓦 投與後2時 間経過セル 健康

家兎 ノ胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ塘殖。

4.葡 萄糖 ヲ経ロ的二50瓦 投與後120分 経過 セル家

兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ培殖。

5.「 ラノリソ」ヲ20瓦 経ロ的二投與後180分 経過セ

ル家兎胸管淋巴内二於ケル結核菌 ノ培殖。

6.「 トリパフラビソ」1%20竣 ヲ輕 口的 二投與後

150分 経過セノレ家兎胸管内淋巴ノ結核菌 ノ墳殖。

7.N110璽 酸10瓦 ヲ家兎耳静脈内二注入後20分 経

過セル家兎胸管内二於ケル淋巴 ノ結核菌 ノ増殖。
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